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○ 自然学校のねらい

自然学校は、学習の場を教室から豊かな自然の中へ移し、子どもたちが人とのふれあいや自然と

のも、れあい、地域社会への理解を深めるなど、さまざまな活動を年間指導計画に位置づけ実施する

ことにより、心身ともに調和のとれた健全な子どもたちの育成を目的としています。

教室ではできない、豊かな自然の中でしかできない、教科という狭い枠を越えた総合的な学習が

期待されています。

1 自然とのふれあいや地域社会への理解を通じて、学校では得がたい体験学習をする

学校や日常生活ではできないような学習を展開し、その後の学校での学習に生かす。

五体と五感を使ってさまざまな体験活動を行い、体験の幅を広げる。

自然環境によく応、れあうことによって、自然に対する興味や関心を育て、学習意欲を高め

る。

2 集団宿泊生活を通じて、人間的な心、れあいを強め、お互いの信頼関係を深める

家庭を離れた生活を通して、自立心や自主性等を養う。

生活全体にわたる共同生活を通じて、他を思いやるやさしさや協力する心、友だち同士の

連帯感を養う。

仕事の分担を通して自分の役割と責任の大切さを学ぶ。

3 自然の中での活発な活動を通じて、健康増進を図る

自然の中で活発に活動することによって、身体の諸機能を発達させ体力を養う。

健康や安全確保に心がける注意力や関心を育てる。

規則正しい生活を通じて、健やかな体と豊かな心を育てる。

これらのねらいは、各学校の教育目標や実状と関連づけて具体化され、年間指導計画に位置づけ

て実施することが必要です。

また、これらのねらいを実現させるためには、これまでの野外活動にとどまらず、自然、人、地

域そのものを教材とした具体的で総合的な学習を進めることが望まれる。

0 5泊 6日 のプログラム作成の祝点
1 年間指導計画に位置づけているか
2 自然学校のねらいは明確であるか
3 子どもにとって本当にゆとりのあるプログラムになっているか
4 子どもたちの実態に即したプログラムになっているか
5 -人一人が生かされるようなプログラムになっているか
6 新しい学力観に立ったプログラムになっているか
7 プログラムが事後の学校生活等に生かされる内容になっているか
8 健康安全に配慮 したプログラムになっているか
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0 5泊 6日 のプログラム作成の手順

学校教育 目標

年間指導計画

自然学校のね らい
← 児童生徒の実態把握
教職員の共通理解

―

ヤ

―

ヤ

―
ヤ

―

ヤ

活動場所の選定

事前調査・事前相談

プログラム案作成

学校主体のプログラム作成

○ 南但馬自然学校プログラム体糸

(自然との ンS、れあい)

← 活動内容  活動形態
スタッフの選定 。確保

← 児童生徒の参画

(人とのふれあい) (地域 との心、れあい)

―

）

基

本

的

な

考

え

方

明日を担うこころ豊かな人づ くり

さまざまな体験や活動による自主性 。自立心・連帯感の育成

県内各
地の施設
や学習資
源を広く
活用する
プログラ
ム

120haの広大な敷地と

変化に富んだ自然環境を
生かすことにより、さま
ざまな発見や冒険など野
性に富んだ体験をするプ
ログラム

自ら汗を流して働き、
それを後輩に残していく
プログラム

人間と環境のかかわり
についての関心と理解を

深めるためのプログラム

分散して配置した生活棟で、
クラス単位、小グループ単位
の生活をしたり、活動したり

することにより、自主性、自
立性を育成するプログラム

農村の学校と都会の学校、
山の学校と海の学校など状況
の異なる学校の子どもたちが

交流しふれあうことにより、
思いやりの心を育てるプログ
ラム

地元の
人々と交
流を深め
たり福祉
施設を訪
問したり
すること
を通して、
思いやり
の心や福
祉の心を

育てるプ
ログラム

地元の伝統文
化や歴史にふれ
ることにより、
地域社会に対す
る理解を深める
プログラム

地域での奉仕
活動をとおして
公共心や奉仕の
精神を育てるプ
ログラム
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I 自然 とのふれあい A 自然に学ぶ
1 はさまの車木  (植物観察)

ね

ら

い

植物 を 自然 の まま置 いて、観察す る方法 を身
とこつ け る。

野草や樹木 は環境 によ って種類や成長が こと

なることに気づ く。

植物 の特徴 を知 り、 自然 を愛す る心情 を育 て
る。

時  期 通  年 人  数 制 限 な し

時  間 半 日～ 1日

時 間 帯 日  中

活

場

動

所

自然観察館

自然観察路

翌 1

八|ゴ

施 設 で 借 り られ る も の 利 用 者 が 準 備 す る も の

施 設 へ 注 文 学校 (個人)持参植物 図鑑  樹木 図鑑  ルーペ
照度計  バ イ ンダー 温度計
トラ ンシーバー 地 図 長靴
はさまの植物資料  救急バ ッグ

筆記用具  時計

活 動 内 容 留 意    事    項

1 観 察 につ いての諸注意や観 察方
法 につ いて説 明を聞 く。

2 グルー プで観 察 コースや課題 を
話 し合 う。

3 グルー プで観察 をす る。

4 観 察記録 を まとめ る。

安全指導 を徹底す る。

植 物 は原 貝Jと して 、「 折 らない」

「 採 らない」指導 をす る。

環境 の異 なる場所 を コー スに入れ さ

せ る。

野草 と樹木 に分 け、 グルー プで選択
させ ることも良い。

つ くり、匂 い、色等特徴 をつかませ、
スケ ッチを させ る。

学術名 のほか、 自分た ちで名前 をつ

けさせ ると興味 を も って取 り組む。
どう して も採 集 したい場合 は、根 を

残 して採集 させ る。

* かぶれ る植物
ヤマ ウル シ  ツタウル シ ハゼ
* とげのあ る植物
ノイバ ラ サル トリイバ ラ
タラノキ
* 毒 のあ る植物
キ ツネ ノボ タ ン タケニ グサ

時間があれ ば発表 させ る。

安全指導の

ポ イ ン ト

長袖 、長 ズボ ンを着用 させ 、長靴 を使用 させ る。
ハチや マ ムシな どにつ いての指導 をす る。
かぶれ る草木 (ウ ル シ、ハ ゼ等 )を 指 導す る。
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I 自然 とのふれあい A 自然 に学ぶ

2 生 き物 しらべ  (昆虫観察)

ね

ら

ヤヽ

自然

の様 子

自然

自然 を

の中のいろいろな生 き物 を観察 し、活動

や環境 との関わ りに気づ く

の中の生 き物 を観察す るこ

愛す る心情や態度 を育 て る

とに よ って 、

制 限 な し時  期 通  年 人  数

半 日～ 1日時  間

日  中

活

場

動

所

自然観 察館

自然観察路
時 間 帯

利 用 者 が 準 備 す る も の施 設 で 借 り ら れ る も の

施 設 へ 注 文 学校 (個人)持参

筆 記用具  時計

ルーペ 昆虫採集網  虫か ご
バ イ ンダー  昆虫 図鑑  長靴
トラ ンシーバ ー 救急バ ッグ

活 動 内 容 留 ′忌 事    項

1 観察 につ いての諸注意や観察方
法 につ いて説 明を聞 く。

2 グループで観察 コースや課題 を
話 し合い、決定す る。

3 グルー プで虫 を採集 し、観察す
る 。

採集方法 のいろいろ
ス イー ピ ング法
ビー ト法

糖 蜜 トラ ップ法
トラ ップ法
ナ イ ター 法

そ の他

4 観察記録 を まとめ る。

安全指導 を徹底す る。
生 き物 の命を大切 にす る指導をす る。

環境 の異 なる場所 を コースにいれ さ
せ る。
落 ち葉 の下や上 の中 にも 目を向け さ
せ る。

じっくり観察 させ る。
見つ けた場所 、昆虫 の様子等 を記録
させ る。
採集す る場合 は、殺 さないようにさ
せ る。
蛾 の観 察 の場合 は、毒蛾 に注意 させ
る。

* 甲虫 の例
カブ トムシ、
コガネ ムシ、
な ど

クワガタムシ、
タマ ムシ、オサ ムシ

観察 したあ とは、元 の場所 に返す よ

う指導す る。

安全指導の

ポ イ ン ト

長袖 、長 ズボ ンを着用 させ 、長靴 を使用 させ る。
ハ チや マ ムシな どにつ いて指導す る。

かぶれ る草木 (ウ ル シ、ハ ゼ等 )を 指導す る。

-6-



I 自然 とのふれあい A 自然 に学ぶ
3 ス ター ウ ォッチ ング

ね

ら

い

星 の明 るさ、色、位置 を観 察 し、星 の特徴や

動 きを知 る。            ,
星や月 と人 々との生活 の結 びつ きに気づ く。
夜空 の美 しさを知 る。

時  期 通  年 人  数 制 限 な し

時  間 1～ 2時 間

時 間 帯 夜・ 夜 明け前

活

場

動

所

芝生広場

森 のスポー ツ

広場

施 設 で 借 り ら れ る も の 利 用 者 が 準 備 す る も の

施 設 へ 注 文 学校 (個人)持参天体望遠鏡  強カライ ト 双限鏡
星座盤

(雨 天時 )
ビデオ テ レビ ビデオ教材
簡易 プラネ タリウム OHP
星に関す る本

筆記用具
ビニル シー ト

懐 中電燈

活 動 内 容 留 意 事 項

1 天体望遠鏡 を準備す る。

2 星や星空 の話 を聞 く。

3 星座や流れ星 を見つ け る。

4 天体望遠鏡で観察す る。

5 感想 を話 し合 う。

勘

蜘

繭

幽

函蜘

電

正 しい取 り扱 い方を指導す る。

神話等 も入れ て、興味 を引 く話 を聞
かせ る。

秋や冬は暖かい服装で外 に出させ る。

* よ く見 られ る主 な流星群
4月 30日 ～ 5月 10日

7月 中 旬 ～ 8月 中 旬

7月 下 旬 ～ 8月 20日

10月 15日 ～ 25日

10月 7日 ～ 11月 30日

12月 10日 ～ 16日

明け方 しか観測 で

き ない。
地 味だが確 実 に出

現す る。
速 く、明 る く、よ

く痕 を残す。
速 く、明 る く、 よ

く痕 を残 しやす い。
ゆ っくりで 明るい

が 出現数 は少 ない。
確 実 に出現 し、一

晩 中見 られ る。

指導者 は なるべ く多 くす る。
正 しい望遠鏡 の扱 い方 をさせ る。

荒天 になった場合 の準備 を してお く。

安全指導の

ポ イ ン ト

気温や虫さされを考慮 して、長袖 、長 ズボ ンを着用 させ る。
天候 によって、服装や観察時間を考慮す る。
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I 自然 とのふれあい A 自然 に学ぶ

4 水辺 の生 き物  (水 中微生物)

ね

ら

い

水 中の生 き物 を知 り、その生態 と環境 につ い

て関心 を高め る。
生 き物 の生態 を知 り、 自然環境 を守 ろうとす
る心や態度 を育 て る。

時  期 春  夏 秋 人  数 制限 な し

時  間 半 日

蟻 鏃

等

だ♂
_チ
‐
、

時 間 帯 日  中

活

場

動

所

自然観 察館

円山川 な ど

利 用 者 が 準 備 す る も の施 設 で 借 り ら れ る も の

施 設 へ 注 文 学校 (個人)持参解剖顕微鏡  顕微鏡
ルーペ  スポイ ド

ピンセ ッ ト

採集用バ ケ ツ

槽  長靴ペ トリ皿  図鑑
プラ ンク トンネ
スライ ドガラス

水
ツ ト

救急バ ッグ

筆記用具
ス ケ ッチ ブ ッ ク

(画 用紙 )

活 動 内 容 留 意 事 項

1 採集方法 の説 明を聞 く。

2 グルー プで水 中の生物 を採集す
る 。

3 顕微鏡を準備す る。

グループで観察す る。4

アウリムシ(約150倍 ) ミカヅキモ(約300倍 )

5 その辺 り全体 の環境 を観 察 し、
調査 した結果 を話 し合 う。

採集時の安全指導を徹底す る。

観察に必要 な量だけ採集 させ る。

藻 なども採集 させ る。

顕微鏡 の使 い方 を指導す る。

プ

察 さ

時
る。
ス

ラ ンク トン等 は顕微鏡 を使 って観
せ る。

間 を十 分取 り、 じっくり観察 させ

ケ ッチ等 もさせ る。

生活排水や ごみが川 に入 ってい るこ

とに気づかせ る。

安全指導の

ポ イ ン ト

川 の中には、長靴 な どをはいて入 らせ る。

川底 は滑 りやす いので走 らせ ない。

体調 の悪 い児童 は、長時間水 の中 に入 らせ ない。

-8-



I 自然とのふれあい A 自然 に学ぶ
5 バー ドウ ォ ッチ ング

ね

ら

い

鳥の鳴 き声や飛び方、大 きさ、色等 を観察 し、
野鳥 との応、れ あいを深め る。
環境 と鳥 の生態 との関連 を調べ 、動物愛護 の

精神 を育 て る。

時  期 通  年 人  数 制 限 な し

時  間 2～ 3時 間

時 間 帯 早朝  日中

活

場

動

所

敷地 内

9

■イヶ′ 、ヽヽヽ ＼ヽ

F員
P,0

々
一
　

〇

施 設 で 借 り られ る も の 利 用 者 が 準 備 す る も の

施 設 へ 注 文 学校 (個人)持参双 眼鏡  スポ ッテ ィングス コー プ
鳥類 図鑑  録音 カセ ッ ト カメラ
三脚  救急バ ッグ 筆記用具

カセ ッ トテープ
フ ィル ム

活 動 内 容 留 意   事    項

1 野£観察の方法についての説明
を聞 く。

2 グルー プで決 めた観察場所 で、
鳥 の鳴 き声 を聞 き、録音す る。

3 双 眼鏡や スポ ッテ ィングス コー
プを使 って観察す る。

鳴 き声 の例
ッー ピー ッー ピ→ シジ ュゥカラ
ケー ンケー ン → キ ジ
ピー     → コゲ ラ
キ コキ  キー → イ カル
ホーホケキ ョ → ウグイス

4 グルー プごとに図鑑等 をもとに
種類や生態について調べ、確かめ
や まとめをす る。

野 山の色 に近 い色 の服 を着た り、静
か に行動す るな ど、小 鳥 をび っくりさ
せ ないよう気 をつ け させ る。
前 も って、観察場所 や観察 ルー トを
決 め させ る。

大 きさ、色、飛 び方等特徴 を記録 さ
せ る。

* 春 ～夏 (夏 鳥 、留鳥 、漂 鳥 )
キ ジ キ ジバ ト カ ッコウ ツバ メ
ツツ ドリ ホ トトギス アオゲ ラ
コゲ ラ セキ レイ セ グロセキ レイ
ヒヨ ドリ モズ  ヤ ブサ メ エナ ガ
ウグイス オオル リ シジ ュウカラ
サ ンコウチ ョウ メジ ロ ホオ ジロ
ヤマ ガラ イカル  ハ シボ ソガラス
スズメ  カケス  カワラ ヒワ  トビ
* 秋～冬 (冬 鳥 、留舟 、漂 鳥 )
ハ イ タカ  コジ ュケ イ  ヒヨ ドリ
キジ  キ ジバ ト セ グロセキ レイ
ホオ ジロ モズ  ジ ョウ ビタキ
エナ ガ ヤマ ガラ シジ ュウカラ
ミヤマホオ ジ ロ カケ ス  トビ
ハ シボ ソガラス

施設周辺 の野津 のス ライ ド、写真等
を参考 にさせ る。
(巣 箱づ くりや餌 合づ くり、観察小屋づ
くりに発展 して もよい。)

安全指導の

ポ イ ン ト

長袖、長ズボ ンを着用 させ る。
季節や観察時間によっては、暖かい服装をさせ る。
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I 自然 とのふれあい A 自然 に学ぷ

6 ミクロの世界

ね

ら

ヤヽ

植物 を詳 しく観 察す ることによ り、植物 が生

命 を維持 し育つための しくみ を理解 し、生命保

存 や拡大 のための 自然界 の神秘 に気づ く。

人  数 制 限 な し時  期 春  夏  秋

時  間 半  日

日 中

活

場

動

所

自然観 察館

敷地 内
時 間 帯

施 設 で 借 り られ る も の 利 用 者 が 準 備 す る も の

施 設 へ 注 文 学校 (個人)持参

筆 記用具
スケ ッチ ブ ック

(画 用紙 )

顕微鏡  ピンセ ッ ト ルーペ
採集箱  カ ッターナイフ かみそ り
ス ライ ドガラス 三角 フラス コ
プ レパ ラー トセ ッ ト スポ イ ド
植物 図鑑  救急バ ッグ

留 意    事    項活 動 内 容

1 採集 について説明を聞 く。

2 観察す る花、葉、茎 などを採集
す る。

3 採 集 した植物 を顕微鏡 で観察す
る 。

<カボチャの

花粉

(約 100倍 )

4 プ レパ ラー トを通 して、いろい
ろ な植物 の花粉や気孔等 を観 察す
る。

5 観察 した ことをまとめ る。

採集 は、最小 限 とさせ る。
ムラサキ ツユ クサ等気孔 のよ く見え
る植物 を指導者 が用意 してお き、状況
に応 じて観察 させ る。

顕微鏡 の正 しい使 い方 をさせ る。

観察 の仕方 を前 も って プ リン ト等 に

印刷 してお き、参考 にさせ る。

観察す る植物名 を調べ させ る。

花 のつ くりや胞子等 も観 察 させ る。
スケ ッチを させ る。

* スケ ッチのポイン ト
スケ ッチをす るときには、見えるも
の全部をか くのではなく、 目的 とす る
ものだけを正確 に描 く。
先の細い鉛筆を使 って、線をは っき
りと描 く。

顕微鏡 を きちん とかたづ け させ る。

スケ ッチ の展 覧会 に発展 させ て もよ

い 。

。 かぶれ る草木 (ウ ル シ、ハゼ等 )を 指導す る。
・  カ ッターナイ フやかみそ りの安全 な使 い方 を指導す る。安全指導の

ポ イ ン ト
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I 自然 とのふれあい A 自然 に学ぶ
7 広 さ・ 高 さ・ 体積 しらべ

ね

ら

ヤヽ

・ 広 さや高さ、円周や体積 を調べ ることにより、
広 さ、高 さ、体積 の感覚 を育 て るとともに測定

技術 を習得す る。
。 巨木等 を調べ ることによ って、木が育 った過
程 を想像 し、 自然愛護 の精神 を育 て る。

時  期 通  年 人  数 制限 な し

時  間 半  日

時 間 帯 日 中

活

場

動

所

敷地 内

輩
輩

施 設 で 借 り ら れ る も の 利 用 者 が 準 備 す る も の

施 設 へ 注 文 学校 (個人)持参巻尺 (100、 50m)大 型 分度器
ロー プ (100m) バ イ ンダー
体重計  太陽位置測定器 筆 記用具

活 動 内 容 留 意 事 項

1 グループで測定す る場所や物 を

決定す る。
・ 石の体積
。木の高さ
。広場の面積等

2 測定方法を相談する。

3 グループで測定する。

4 記録 をまとめて話 し合 う。

敷地 内の測定物案 内図を提供 し、参

考 にさせ る。

安全指導 を徹底す る。

。 各 グルー プの測定方法 をチ ェ ック し
安 全 な方法 で測定 させ る。

工 夫 して測 定 させ 、 で き ない場 合 は

ヒ ン トを与 え る。

いろいろ な方法 につ いて、感想 を話
し合わせ る。

解 答 を用意 してお く。
生活 の中で簡 単 に測れ る方法 を知 ら

せ る。

安全指導の

ポ イ ン ト

高 い ところに登 った りす るときに、怪我 を しないように安全指

導 を徹底す る。
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I 自然とのふれあい A 自然 に学ぷ

太陽の動 き  (気象観測)8

ね

ら

ヤヽ

太 陽 の動 きと気温 の変化 を調べ、太陽 と気温

の関係 に気づ く。

制 限 な し時  期 通  年 人  数

1    日時  間

日  中

活

場

動

所

芝生広場
森 のスポー ツ
広場

fを

時 間 帯

施 設 で 借 り ら れ る も の 利 用 者 が 準 備 す る も の

施 設 へ 注 文 学校 (個人)持参

筆 記用具

太陽位 置測定器  方位磁針  温度計
遮光板  バ イ ンダー 画板

竹 串 粘土

留 意    事    項活 動 内 容

1 測定方法 につ いて説 明を聞 く。

2 グループで測定場所や分担を話
し合 う。

3 決 め られ た時刻 ごとに測定 し、
記録 を とる。

4 グルー プで結果 を まとめ る。

測定方法 と課題 をは っき りさせ る。

太陽位置測定器 の使い方を指導す る。

太陽位置測定器 以外 の方法で も測 る

ことがで きることを知 らせ る。

全員 が観察で きるようにさせ る。

測定時刻 を全員 に知 らせ る。

記録 を しっか り取 らせ る。

* 前 日に太陽 の影 を 1時 間 ごとにつ け
てお き、それ を時計 と して利用 してみ

て もお も しろい。

安全指導の

ポ イ ン ト

太陽 を見 る場合 は遮光板 を使わせ る。

-12-



I 自然 とのふれあい A 自然 に学ぶ
9 薬 になる草

ね

ら

い

植物 の中 には、薬 になるものがあ ることを知

り、人間 と植物 との関係 を理解す る。

時  期 春  夏  秋 人  数 制 限 な し

時  間 2時 間～半 日

時 間 帯 日 中

活

場

動

所

施設周辺

敷地 内

利 用 者 が 準 備 す る も の施 設 で 借 り ら れ る も の

施 設 へ 注 文 学校 (個人)持参薬草図鑑  採集用具  ルーペ  長靴
救急バ ッグ

筆 記用具  軍手
スケ ッチ ブ ック

活 動 内 容 留 意    事    項

1 薬草 につ いての話 を聞 く。

2 薬草発見大会 をす る。

サ ンプルを示 して理解 させ る。

採集 はサ ンプルだ け に し、根 は残 さ
せ る。
グルー プで図鑑や資料 を参考 に して
薬草 を探 させ る。
必ず植物 を点検す る。

―  薬 にな
。虫 さされ

・ 切 り傷

・ おで き

る木や葉 の
ウワバ ミソ
カタバ ミ
オ トギ リソ
ミゾソバ
アケ ビ ォ
ワラ ビ ヤ
サル トリイ
れ   ク リ
カワ

シシウ ド

例
ウ

ウ

・ 健康増進 コシ ア
ヤ マ ノ

トキ ワ

ホオ ノ
ヨモギ
オオ ヨ
ク ロバ

ヤ マ グ
ドクダ
マ タタ
ヨモギ
アキ ノ
フキ
ウ ド

ブラ クズ
イモ  アキ グ ミ
イカ リソウ
キ  サ ンシ ョ
ゲ ンノシ ョウコ
モギ  ホ ウ レン
ナ ノ ヒキオ コシ
ワ  トチ ノキ
ミ ゲ ンノシ ョウコ
ビ オオ ヨモギ

・ 胃腸病
オバ ヨ
ブ コウジ
ノヾ ラ

。うる しかぶ
ラヨモギ 。高血圧

神経痛

止 血 ヨモギ

ク リ

。かぜ

・ 頭痛

キ リンソウ
オオバ コ
アキ ノキ リンソウ

3 薬草 の匂 い、味 な ど確 かめて ま
とめ る。

・ 事前 に ドクダ ミ茶 な どを用 意 してお
き、飲 ませ る。
(ド クダ ミ、 スギナ等 た くさんあ るもの
につ いては、乾燥 させ て持 ち帰 り、学
校 で飲む の もよい。)

安全指導の

ポ イ ン ト

長袖 、長 ズボ ンを着用 させ る。
湿地 や川 に入 る場合 は、長靴 を使用 させ る。
毒 のあ るものを事前 に指導す る。
味 を確 かめ る前 に、採集 してきた植物 を必ず チ ェ ックす る。

-13-



I 自然 とのふれあい A 自然に学ぷ

10 健康 ドリンク  (薬 草茶)
。 植物 の中には、薬 になるものが あることを知
り、人間 と植物 との関係 を理解す る。
・ 植物 の利用法 を知 る。

ね

ら

い

時  期 春  夏 秋 人  数 制 限 な し

時  間 2時 間～半 日

日 中

活  動

場  所

施設周辺

自然観察路
時 間 帯

施 設 で 借 り られ る も の 利 用 者 が 準 備 す る も の

学校 (個人)持参施 設 へ 注 文薬草 図鑑  採集道具
ガス コンロ 茶 こ し
救急バ ッグ

やかん

長靴
まき ガスボ ンベ 軍手  新 聞紙

紙袋 (ビ ニル袋 )

活 動 内 容 留 意 事 項

1 薬草採集 についての注意を聞 く。

2 知 ってい る薬草 を紹介 しあ う。

3 薬草 を採集す る。

∞ 嶋 りN鯵
ドクダミ  ゲンノショウコ ッュクサ  オオバ コ

勒 鰺 幹 婿
ヨモギ   タンポポ  カタバミ  アマチャズル

4 採 ってきた薬草 を洗 って干す。

5 以前か ら干 してあ るのを煎 じて
飲む。

安全指導 を徹底す る。

サ ンプルを用意 し、参考 にさせ る。

安 全 なものを採 集 させ る。
必要 な量 だけ採 るようにさせ る。

根 ごと抜 か ないで、葉 を摘 む ように

させ る。

畑や 田の畦 を荒 らさない ようにさせ

る。 あ らか じめ許 可 を得 てお く。

よ く洗 って、葉 が重 な らない ように

新 聞紙 に広 げ、 日陰で千 し、 カラカラ

になるまで乾燥 させ る。

ビニル袋に入れたままに してお くと

効力がなくなるので、す ぐ乾燥させる。

* 煎 じ方
やかんの中に水 を入れ、中火で煮 る。

沸騰 した ら弱火 に して、量 が半分 に な

るまで煮詰め る。茶 こしで こ して飲む。

安全指導の

ポ イ ン ト

長袖
かせ る
毒 の
採 集

、長 ズボ ンを着用 させ る。湿地や川 に入 る時 は、長靴 をは

あ るものを事前 に指導す る。
して きた植物 を必ず チ ェ ックす る。
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I 自然とのふれあい A 自然に学ぷ
11 写  生  (植物)

ね

ら

い

植物の特徴を 自分の表現方法で表 し、
くわ しく観察す る力を育てるとともに、
大切 にす る心を育てる。

植物 を

自然 を

時  期 通  年 人  数 制 限 な し

時  間 2時 間～半 日

時 間 帯 日  中

活  動

場  所

敷地 内
工 作室
自然観察館

B

犠

恥 ;

穐
【

ψ

施 設 で 借 り ら れ る も の 利 用 者 が 準 備 す る も の

施 設 へ 注 文 学校 (個人)持参画板  植物 図鑑  カ ッターナイフ
カ ッテ ィングマ ッ ト

筆記用具 絵 の具
ビニルシー ト
スケ ッチブ ック

活 動 内 容 留 意 事 項

1 描 きたい植物 を決 め る。

2 描 く植物 をよ く観察す る。

3 その植物の特徴 に留意 して、細
か く描 く。

瓶
4 合紙 に貼 る。

5 作品観賞会 をす る。

敷地 が広 いので、範 囲を指定す る。

雨 の場合 は、描 きた い植 物 を採 集 さ

せ 、室 内等 で描かせ る。

細かいところまで じっくり観察させ
る

上手 に描かせ るのではな く、丁寧 に

細か く描かせ る。

植物 図鑑 で名前 を調べ させ る。

安全指導の

ポ イ ン ト

虫刺 され等 を予防す る服装 にさせ る。
かぶれ る草木 (ウ ルシ、ハゼ等 )に 注意させ る。
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I 自然とのふれあい A 自然 に学ぷ

12 ほた るの観察

ね

ら

ヤヽ

。 ほた るの生態や飛 び交 う美 しさを観 察す る。
・  ほた るを見た感動 を詩等 に表現す る。
・  ほた るを通 して、環境保護 (水 の汚れ )に つ
いて関心 を深 め る。

制 限 な し時  期 6月 ～ 8月 人  数

1時 間～ 2時 間時  間

夕 方 ～夜

活

場

動

所

施設周辺 の川

゛
θ。 ●・時 間 帯

施 設 で 借 り られ る も の 利 用 者 が 準 備 す る も の

施 設 へ 注 文 学校 (個人)持参

筆記用具
ll喪 中電燈

ノー ト

捕虫網  虫か ご 長靴  救急バ ッグ

活 動 内 容 留 届 、 事 項

1 ほ た るにつ い て話 を き く。

2 ほた るの飛 び交 う様子 を観察す
る 。

3 昔 は どこの川 にで もいた のに、
今 では限 られた場所 で しか生息で

きない理 由につ いて考 え る。

4 ほた るの飛び交 う様子やそれ を
見て感 じた感動を詩 に表す。

専門家 の話 を参考 にさせ る。

(養 父町 の奥 米地 では、ほた るを守 る

ため、地 区をあげて環境保 護活動 を

行 ってい る。 )

ほた るをむやみ に捕 らない ようにさ

せ る。捕獲 した ものは、観 察が済 んだ

ら自然 に返 させ る。

懐 中電燈 は、必要 なとき以外 はつけ

させ ない。

草む らの中の、光 るものに手 を出さ

せ ない。

水 の環境 を良 くす るため に、一人一

人がで きることを考 え させ る。

作品 は学校 に帰 ってか ら詩集 な どに

まとめ させ る。

安全指導の

ポ イ ン ト

夜道を歩 くので、長袖、長ズボ ンを着用 させ、長靴 を使用 させ

る 。

蚊 な ど虫刺 され の予防 をさせ る。
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I 自然 とのふれあい A 自然に学ぷ
13 光 に集 まる虫

ね

ら

い

虫 の種類や習性 につ いて調べ る。
た くさんの虫が生 きていけ る環境 の大切 さに

気づ き、 自然環境 につ いての関心 を高め る。

時  期 春  夏 秋 人  数 制 限 な し

時  間 1時 間～ 2時 間

時 間 帯 夕方～夜

活

場

動

所

森 のスポー ツ
広場
敷地 内

施 設 で 借 り られ る も の 利 用 者 が 準 備 す る も の

施 設 へ 注 文 学校 (個人)持参昆虫 図鑑  ルーペ
夜 間昆虫採集用具

捕虫網

救急バ ッグ
筆記用具  軍手
懐中電燈

活 動 内 容 留 意    事 項

1 夜 の昆虫 につ いて話 を聞 く。

2 誘蛾灯 をつ け
を観察す る。

虫 の集 まる様子

3 集 ま った虫 を採集 し、図鑑 で調
べ る。

* 主 な蛾
マ ツカ レハ  ス カシ
オ ビカギバ  セス ジ
ヨカクモ ンハ マキ
マ ドガ  ウス グロス
ヤマ トエ ダシ ャク
ウスオエ ダシ ャク
フタヤマエ ダシ ャク
エ グ リヅマエ ダシ ャ
タケ カ レハ

ツマ ジ ロシ ャチホ コ

オオエ グ リシ ャチ ホ
ナ シケ ンモ ン ホ シ
ハ ナオイア ツバ

ス ジベ ニ コケ ガ ォ
モモ スズ メ

カギバ

ナ ミシ ャク
キ ンモ ンガ
ジッ トガ

ク

コ

ボシ ャガ

オ ミズアオ

4 感想 を話 し合 う。

毒蛾 に注意 させ る。

毒針毛が刺 さった ら、決 してこす ら
せ ない。す ぐに流水で洗いお とすか、
セ ロハ ンテープを軽 く当てて取 る。

昼間森林や施設周辺 を散策す ると、
た くさんの蛾 を見 ることがで き る。 き
れ いな蛾や保護 色を した蛾 を昼間 に観
察 させ るとよい。

峨 と蝶 の違 いを考 え させ る。

* 毒のある虫の種類
イラガ、力、アブ、ブヨ
ハチ、モ ンシロ ドクガ、チ ャ ドクガ
キ ドクガ、カ レハ ガ、ツツガムシ
ダニ、ムカデ、ヤマ ビル

採集 した虫 は 自然 に返 させ る。

安全指導の

ポ イ ン ト

毒蛾 に注意 させ る。
蚊 な ど虫刺 され の予防 を させ る。
草む らや危険 な場所 に行 かせ ない。
長袖 、長 ズボ ンを着用 させ 、長靴 を使用 させ る。
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I 自然とのふれあい A 自然 に学ぶ

雨の中の生 き物14

ね

ら

ヤヽ

降雨時、降雨後 に活発 に活動す る生き物を観

察す る。
生 き物 を観察す ることによって、 自然への興

味関心を高める。

時  期 春  夏 秋 人  数 制 限 な し

2時 間～半 日時  間 活

場

動

所

敷地 内

自然観 察館

↓
み

√

あ

ど

kl.甘 if4置■_

ヽ、
氏 __時 間 帯 日 中

施 設 で 借 り ら れ る も の 利 用 者 が 準 備 す る も の

施 設 へ 注 文 学校 (個人)持参

筆記用具  雨具

ル ー ペ

採 集 箱

生物 図鑑

長靴  傘
バイ ンダー

救急バ ッグ

活 動 内 容 留 意 事 項

観察路や山道が滑 りやす くなるので

安全指導を徹底す る。

生 き物はむやみ に捕 らない、殺さな
い指導を徹底す る。持 ち帰 って観察 し

た後、弱 らないうちに自然に返させる。

雨 を避 けて じっと してい る生 き物 も

見つ け させ る。

1 グループで観察コースや観察場
所を話 し合 って決定する。

2 決定 した場所や コースに従 って
生 き物 を探 し、観察す る。

雨を避けてい
るチョウ

3

雨にぬれたくもの巣

観察 した ことを まとめ、発表す
る

安全指導の

ポ イ ン ト

道がすべ りやす くなっているので、注意 させ る。
ぬれ るので、体調の悪い児童は無理をさせ ない。
ぬれて冷えた場合 は入浴 をさせ る。事前 に施設 と相談す る。
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I 自然 とのふれあい A 自然 に学ぶ
15 創作星座

ね

ら

い

星 の明 るさや色、位置 な どを観察 し、星 の特
徴 を知 る。
自分 の星座 をつ くることによ り、星 に対す る

興味関心 を高め る。
夜空 の美 しさに気づ く。

時  期 通  年 人  数 制 限 な し

時  間 1時 間～ 2時 間

時 間 帯 夕方～夜

活

場

動

所

芝生広場

自然観察館

準

●

施 設 で 借 り られ る も の 利 用 者 が 準 備 す る も の

施 設 へ 注 文 学校 (個人)持参強 カ ライ ト '星 座 盤  バ イ ンダー

筆記用具

1喪 中電燈

活 動 内 容 留 意 事 項

1 神話 を聞 き、主 な星座 につ いて
知 る。

2 明 る
自分 の

考 え る

く光 る星 を 自由に結 んで、

好 きな大 きさや形 の星座 を

3 自分 の考 えた星座 を もとに して
楽 しい話 を考 え る。

創作例

「

~

~~LL ¬
イ

ト
+―

＼

―

♭/
/

おでん座

4 グループまたはみんなで発表会
をす る。

主 な星座 の名前や ギ リシ ャ神話 な ど
を話 し、興味づ けを行 う。

音 の人 の想像 力の豊か さを感 じと ら

せ る。

静か に じっくり星 をみつめ させ る。
自分 の考 えた星座 を記録用紙 に描か

せ る。

創作 した星座 がみ ん なに分か るよう
に工夫 させ る。

外 で行 う場合 は、懐 中電燈 で星 を示
しなが ら説 明させ る。

安全指導の

ポ イ ン ト

虫刺 され等 の予防 をさせ る。
季節 によ っては冷 え るので、防寒 を しっか りさせ る。
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I 自然 とのふれあい A 自然 に学ぶ

木 はだ しらべ16

ね

ら

い

木の種類や成長段階によって、木はだにも違
いがあることに気づき、木 に対す る親 しみや成

長への関心を持つ。
自然環境 について関心を高め る。

制 限 な し時  期 通  年 人  数

半 日～ 1日時  間

日  中

活  動

場  所

自然観 察路

敷地 内
時 間 帯

施 設 で 借 り ら れ る も の 利 用 者 が 準 備 す る も の

施 設 へ 注 文 学校 (個人)持参

油 粘 土
コ ンテ

鉛 筆

中質紙

(黒 )

樹木 図鑑  救急バ ッグ

留 意    事    項活 動 内 容

1 木 はだ しらべ の方法 の説 明を聞
く

2 グループごとに木はだの型 どり
や こす り出 しをす る。

3 型 どりや こす り出 しを した木の
名前を調べ る。

4 木はだの型や こす り出 しを他の
グループと交換 し、もとの木を見
つけるゲームをす る。

5 木 の特徴 につ いて気づ いた こと
を発表す る。

かぶれ る木の指導をす る。

型のとりかたや こす りだ しの方法を

指導す る。

同 じ種類 の木で も、成長 の違 うもの

を調べ させ る。
五感 を使 って観察 させ る。

* 型 の とり方

,,′

守
・

じ

安全指導の

ポ イ ン ト

かぶれ る草木 (ウ ル シ、ハ ゼ等 )を 指導す る。
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I 自然 とのふれあい A 自然 に学ぶ

自然す ごろくづ くり17

ね

ら

い

敷地 内の植物 、鳥、虫、地形等 を観察 し、す
ごろ くづ くりの活動 を通 じて、身近 な環境 に対

す る認識 を深め る。
ゲー ムを楽 しみ 、友だ ちとのふれ あいを深め

る。

時  期 通  年 人  数 制 限 な し

時  間 1     日

影

時 間 帯 日  中

活

場

動

所

自然観察路
応、れあいスペー
ス

利 用 者 が 準 備 す る も の施 設 で 借 り られ る も の

施 設 へ 注 文 学校 (個人)持参自然観 察路地 図 樹木 図鑑
植物 図鑑  生物 図鑑  画板  長靴
救急バ ッグ 筆記用具  絵 の具

さい ころ 画用 紙
模造紙  色鉛筆
マ ジ ック

活 動 内 容 留 意 事 項

1 すごろくの作り方の説明を聞く。

2 グループで コースを観察 し記録
す る。

3 グルー プで協 力 して、す ごろ く
を作 る。

(例 )
。 ここにはム カデが い るか ら
1回 休み に しよう。
・  この坂 は きつ いか ら、 2つ
進 め に しよう。

4 グループです ごろくを して楽 し
む

5 す ごろ くを交換 して、ゲームを
楽 しむ。

6 学校に持ち帰 り、低学年にもゲー
ムを楽 しんで も らう。

安全指導 を徹底す る。

自然観察 を した ものを十 分生 か した

す ごろ くにさせ る。

いろいろなものを細か く観察 させ る。

近道や休み等 を うま く組み合わせ 、

楽 しいす ごろ くにさせ る。
グルー プの人数 によ って、紙 の大 き

さを考 え させ る。

他 の グルー プの観察 の よさや工夫 の

よさを見つ け させ る。

安全指導の

ポ イ ン ト

かぶれや虫刺 され防止 の指導 をす る。

雨降 りの時や 雨降 りの後 は、長靴 をはかせ る。
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I 自然 とのふれあい B 自然から創 る
1 野鳥観察小屋づ くり

協 力 して物 をつ くる楽 しさや喜 びを味わ う。

野鳥観察小屋づ くりを通 して、野鳥観察へ の

興味関心 を高め る。

ね

ら

い

時  期 通  年 人  数 制 限 な し

半  日時  間

日  中

活

場

動

所

敷地 内

時 間 帯

利 用 者 が 準 備 す る も の施 設 で 借 り ら れ る も の

施 設 へ 注 文 学校 (個人)持参テ ン ト の こぎ り 野鳥観 察 に必要
なもの (バ ー ドウ ォ ッチ ング参照 )
間伐材  救急バ ッグ 竹  ひ も 軍手

ビニル シー ト

活 動 内 容 留 意 事 項

1 指定 された範 囲の中で、小屋 を
建 て る場所 を下見 して決定す る。

(グ ルー プ )

2 小屋の建て方や注意事項を聞 く。

3 グループで観察小屋 を建 てる。

4 野aを 観察する。

・ 鳴 き声 のメモや録音
。スケ ッチ
。名前調べ

5 後かたづ けをす る。

野 Pの 多い場所 を指定す る。
小屋を建てる場所 については、施設
職員 と事前に相談 してお く。

立木 の伐採 は しない。必要 な場合 は

施設職員 に相 談す る。

木 の枝や葉 を利用 して小屋 を作 らせ

友だ ち と協 力 して作 らせ る。

る

* 観察 は早朝 が よい。

静か に行動 させ る。
なるべ く自然 に近 い色の洋服 を着 さ

せ る。              ・

安全指導の

ポ イ ン ト

の こぎ り等 の正 しい使 い方 を指導す る。
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I 自然とのふれあい B 自然か ら創 る
2 丸太小屋づ くり

ね

ら

ヤヽ

間伐材を利用 して小屋を造 って宿泊 し、暗闇
の自然を体験する。
協力してつくる楽 しさを味わわせるとともに、
ものをつ くる喜びを体験する。

時  期 春  夏  秋 人  数 制 限 な し

時  間 1    日

時 間 帯 日  中

活

場

動

所

敷地 内

で

施 設 で 借 り られ る も の 利 用 者 が 準 備 す る も の

施 設 へ 注 文 学校 (個人)持参間伐材  シー ト ロー プ
脚立  寝袋  段 ボール箱
はさみ  カ ッターナイフ
グ

ラ ンタン

の こぎ り

救急バ ッ 荒縄  ガムテー プ
ビニルひ も 竹

軍手  懐 中電燈
ビニル シー ト

活 動 内 容 留 意 事 項

1 小屋 の作 り方 の説 明を聞 く。

2 材料 を運 び小屋 を造 る。

3 他のグループの小屋を見学する。

4 小屋 を基地 と して遊ぶ。

5 小屋 に宿泊 をす る。

6 後 かたづ けをす る。

道具 の正 しい使 い方等安全指導 を徹

底す る。

・  縄 の結 び方 を指
・  自然 の ものを利
施設職員 と相談す
。 小屋 の囲いは、

導す る。

用 させ る。 (伐採 は
る。
すす

)

き
を
、雑 木 の枝 、

利 用 させ る。シー ト、段 ボール箱等

自然の中で十分遊ばせた り、探検 さ
せた りす る。

季節 によ っては寒 いので、防寒 の指
導をす る。
急 に荒天 になる場合 もあるので、す
ぐ対応できる体制をとってお く。

安全指導の

ポ イ ン ト

道具 の安全 な使 い方 を指導す る。

児童 の体調 を把握 して宿泊 させ る。

長袖 、長 ズボ ンで活動 させ る。

―-24-―



I 自然 とのふれあい B 自然から創る
3 焼 き板

ね

ら

い

手作 りの楽 しさや木 目の美 しさを知 り、創作
の喜 びを味わ う。

時  期 通  年 人  数 制 限 な し

時  間 2時 間～半 日

時 間 帯 日  中

活

場

動

所

工 作室

施 設 で 借 り ら れ る も の 利 用 者 が 準 備 す る も の

施 設 へ 注 文 学校 (個人)持参火箸  バケ ツ 電動 糸の こ 彫刻 刀
ワイヤー ブラシ  き り の こぎ り
ガスバーナー ペ ンテ ックス

か ざ りひ も たわ し
ね じくぎ 杉板
ガスボ ンベ  まき

軍手

雑 巾 (タ オル )

活 動 内 容 留 意 事 項

1 焼 き板 の作 り方 の説 明を聞 く。

2 杉板 を好み の形 に切 る。

3 杉板 を焼 く。

4 杉板 を磨 く。

(5 ペ ンテ ックス等で字や絵をか く)

6 壁掛 けの場合 は、飾 りひ もをつ
け る。

電動 糸の こ、彫刻 刀、 ガスバ ーナー

等 の使 い方 を指導す る。

杉板 の他 、丸太等 を焼 いて磨 くこと

も考 え られ る。

時間が十 分 とれ ない場合 は、事前 に

形 をき ってお くか、その ままの形で焼
かせ る。

焼 き具合を指導す る。
木を燃や してその火で焼 く場合 とガ
スバーナーで焼 く場合があ るが、 どち
らにす るかを決めてお く。
やけ どに注意 させ る。

完全 に火が消 えてか らこす らせ る。
ワイヤー ブラシ、たわ し、雑 巾等で

しっか り磨 かせ る。木 目に沿 って磨 か

せ る。

ぬ りす ぎると杉 の美 しい木 目が死ん
で しまうので、ぬ りす ぎないように指
導す る。

安全指導の

ポ イ ン ト

道具の正 しい使 い方を指導す る。
やけ どを しないように火箸 を必ず使用 させ る。
電動糸のこを使用す る場合は、指導者が必ずつ く。
ガスバーナーの正 しい使 い方を指導す る。
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I 自然 とのふれあい B 自然か ら創る

4 竹 の食器づ くり

竹 の特徴 を知 り、生活 に生かす とともに

作 りの楽 しさや創作 の喜 びを味わ う。

手
ね

ら

ヤヽ

人  数 制 限 な し時  期 通  年

時  間 半  日

日 中

活

場

動

所

工作室

時 間 帯

施 設 で 借 り ら れ る も の 利 用 者 が 準 備 す る も の

施 設 へ 注 文 学校 (個人)持参

軍 手

竹引きのこぎり 竹割 りなた
金づち 小刀 やす リ メジ

きり
ヤ ー

紙やす り 竹

留 意    事    項活 動 内 容

見本を用意する。

作 り方 を書 いた プ リン トを用意 し、

参考 にさせ る。

の こぎりの正 しい使い方を指導す る。

刃物 の安全 な使 い方 を指導す る。

児童生徒 の実態 によ って、切 った り

割 った りで きない ときは、事前 に切 っ

た り割 った り してお く。

刃物 をいため ない ように合 の上で作

業 させ る。

切 り口や割 った ところをやす りで な

め らかにさせ る。

一度使 った ら捨 てるのではな く、 自

然学校期間中使用す るとか、家 に持 ち

帰 って使用す るとか考えさせ る。

1 何 を作 るか決 め る。
は し おわ ん  さ ら コ ップ
ス プー ン フ ォー ク等

2 作 り方 の説 明を聞 く。

3 竹 を作 るものの大 きさに切 る。

4 形を整えるために割ったり、削っ
た りす る。

5 磨 きをかけ る。

6 作 った食器を使 って食事をす る。

りようがわの t湯のみ〕
′ふしをのこす

鬱 は〔!:]
けするう       ′もヽし

失う !

t水とう〕

あなをあけ
せんをする

安全指導の

ポ イ ン ト

刃物の安全 な使い方 を指導す る。

竹を切 るときは、 2人 組か 3人 組で作業 させ る。
軍手をつけるとすべ りやす いので気をつけさせ る。
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I 自然 とのふれあい B 自然か ら創る
5 竹 とんぼづ くり

ね

ら

Vヽ

手作 りの楽 しさや創作 の喜び を味わ う。
とんばの羽 の削 り方 を工夫す ることによ り飛
び方 に違 いがで ることに気づ く。

時  期 通  年 人  数 制 限 な し

時  間 2時 間～半 日

時 間 帯 日 中

活

場

動

所

工作室

尋

ゴ

ゴ

施 設 で 借 り られ る も の 利 用 者 が 準 備 す る も の

施 設 へ 注 文 学校 (個人)持参竹 引 きの こぎ り 竹割 りなた  き り
小 刀

竹  ボ ン ド 軍 手

活 動 内 容 留 意 事 項

1 竹 を設計図の大 きさに切 った り
割 った りす る。

2 竹を削って、はねや心棒を作る。

竹 とんばの種類

ひ も

3 竹 とんぼを飛 ばす。

4 悪いところを直す。

5 飛ばす競争をする。

刃物 の正 しい使 い方 の指導 をす る。

はねの削 る方 向を間違えないように

指導す る。

飛 ば し方 をよ く指導す る。

広 い場所 で飛 ば させ 、人 に当た らな
い ように注意 させ る。

うま く飛 ば ない原 因 を考 え させ 、修
正 させ る。

安全指導の

ポ イ ン ト

刃物 の正 しい使い方の指導をす る。
飛ばす とき、人に当た らないように飛ば し方 の指導をよ くして
お く。

―-27-―



I 自然 とのふれあい B 自然から創 る

6 名札づ くり

ね

ら

ヤヽ

木 の形や美 しさを考えて制作す ることによ り、

手作 りの楽 しさや創作 の喜 びを味わ う。

個性豊か な名札 を作 り、その出来栄 えを認 め

合 う。

時  期 通  年 人  数 制 限 な し

時  間 半  日 工作室

時 間 帯 日  中

活

場

動

所

利 用 者 が 準 備 す る も の施 設 で 借 り られ る も の

学校 (個人)持参施 設 へ 注 文

安全 ピン

木エ ボ ン ド ニ ス

軍手  マ ジ ック

のこぎリ ニスのはけ
ニス入れの皿  彫刻刀
はけ洗い用の缶

小 刀

長靴

活 動 内 容 留 意 事 項

1 小枝 を とって くる。

2 取 ってきた枝 を 4～ 5 cm位 の長
さに切 る。

3 半分 に縦割 りす る。

4 表 皮 のつ いてい る部分 を両端 を

残 して削 りとる。

5 名前 を書 く。 また は、彫 る。

6 安全 ピン止 めを作 り、安 全 ピン
を取 りつ け る。

7 ニスを塗 る。 は る

直径 2～ 3 cmぐ らいの小枝 を切 りと
らせ る。
の こぎ りの使 い方 を指導す る。

必要 な分だけ枝 を取 るよう指導す る。

かぶれ る木 に注 意 させ る。

小 刀の使 い方 を指導す る。

彫刻刀を使 う場合は、使い方を指導

す る。

安全指導の

ポ イ ン ト

削 るものが小 さいので、小 刀や彫 刻 刀の使 い方 の指導 を徹底す

る 。

木 を取 りに行 くときは、軍手 、長靴 を使 用 させ る。
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I 自然とのふれあい B 自然から創る
7 竹笛・ 草笛づ くり

ね

ら

い

自然 の ものを使 って作 ることによ り、手作 り
の楽 しさや創作 の喜 びを味わ う。

時  期 通  年 人  数 制 限 な し

時  間 半  日

時 間 帯 日 中

活

場

動

所

工作室

〆メ
灘

ヽヽ 1

琢 ム

ゝ
e

》

施 設 で 借 り られ る も の 利 用 者 が 準 備 す る も の

施 設 へ 注 文 学校 (個人)持参竹 引 きの こぎ り き り 竹割 りなた
小 刀  糸の こ

竹  紙やす り 軍 手

活 動 内 容 留 意 事 項

1 竹 を適当な大 きさに切 る。

2 吹き口を斜めに切 り、割れ 目を
いれ る。

3 割れ 日に竹 の葉やハ ラ ンをは さ
とF。

〔ガチヤガチヤぶえ)
靡

ふしの手まえまでわれ目を入れ、両手で何回かもむ 指ではさんでふく

〔ささぶえ(ぶたぶえ)〕

0 r当 方
ななめに切り、切りこみを入tiる 竹の葉をきしこむ  切り回の形にあわせて切る

呻

切りこみを入れる    ななめに切 りこむ 竹の葉をはさむ

4 音 を出 してみ る。

のこぎりや なたの使 い方を指導す る。

切 る角度、割れ 目な ど各 自工夫 させ
る。
小刀の使い方を指導す る。
紙やす りで磨かせ る。

大 きさを考 え させ る。

どの子も確実に音が出るようにし、
出ない子には個別指導をする。

安全指導の

ポ イ ン ト

・  吹き口を斜めに切 るので小刀をよ く磨 いてお く。
・ 棘がささ らないように気をつけさせ る。
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I 自然 とのふれあい B 自然から創る
8 杉・ 紙玉鉄砲づ くり

ね

ら

い

・  自然 の材料 を活用 した手作 りの工作 の楽 しさ
や創作 の喜 びを味わ う。

人  数 制 限 な し時  期 春  通年

時  間 半  日

じ G

ゝ ヽ
0

時 間 帯 日 中

活

場

動

所

工作室

施 設 で 借 り られ る も の 利 用 者 が 準 備 す る も の

施 設 へ 注 文 学校 (個人)持参

竹 スポー ク

竹引 きの こぎ り 小 刀 長靴

留 意 事 項活 動 内 容

1 杉 の実 を集 め る。

2 筒 と心棒 を作 る。

|- 15cln _|― 5 cln

すぎの実
1個分の

竹ひご
少し太めの針金
自転車のスポーク

3 杉 の実 をつ めて飛 ばす。

4 楽 しく遊ぶ。

杉 の実が ない場合 は、紙で も良い。

の こぎ りや小刀の使 い方を指導す る。

筒 と心棒 の長 さの調整が大切 なこと

に気づかせ る。

飛 ばない原因を見つけて修理 させ る。

紙玉 の場 合 は、水 にぬ らして しば っ

てか ら使 わせ る。

飛ば しあいや的当てをさせ る。
人 に向けて撃た ないように気をつけ
させ る。

安全指導の

ポ イ ン ト

飛ばす ときには、絶対人の方を向けて撃た ないよう気をつけさ

せ る。
刃物の安全 な使い方を指導す る。

一罰―



I 自然 とのふれあい B 自然か ら創 る
9 葉脈 しお り

ね

ら

い

葉のつ くりを知 るとともに創作の喜びを味わ
つ 。

時  期 通  年 人  数 制 限 な し

時  間 半  日

時 間 帯 日 中

活

場

動

所

自然観察館

J'

施 設 で 借 り られ る も の 利 用 者 が 準 備 す る も の

施 設 へ 注 文 学校 (個人)持参ビー カー  アル コール ラ ンプ
ピンセ ッ ト 石綿つ き金網
水酸化 ナ トリウム水溶液
アル コール  三脚
長靴

新 聞紙  軍手
歯 ブラシ

活 動 内 容 留   意    事 項

1 葉脈 の しっか り出 る葉 を採集す
る 。

2 水酸化ナ トリウム水溶液 (10蘇 )
に葉 を入れ、 アル コール ラ ンプで

煮 、色が変わ ってか らピンセ ッ ト
で引 き上げ、 アル コールで脱脂す
る。

3 歯 ブラシで念入 りにたた く。

4 葉脈だけになった ら、ティッシュ
などではさみ、重石 を乗せ て乾か
す。

ヒイラギ、ツバキなどを採集 させ る。

か応ミれ る木 に気 をつ け させ る。

アル コール ラ ンプの使 い方 を きちん

と指導す る。

水酸化 ナ トリウム水溶液 がつか ない

ように気 をつけ させ る。

葉 が乾 か ないように何 回 もアル コー

ルをつ け、新 聞紙 の上で場所 を変 え な
が らたたかせ る。

ラ ッカー な どで好み の色分 けをす る

の も良い。

安全 ピンをつ けて ブローチ に もで き
る。

安全指導の

ポ イ ン ト

水酸化 ナ トリウム水溶液 がかか った場合 は、す ぐに水洗 いをさ
せ る。
アル コール ラ ンプの使 い方 に気 をつ け させ る。
かぶれ る木 に注意 させ る。
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I 自然 とのふれあい B 自然から創る

10 葉 っぱの押 し絵

ね

ら

ヤヽ

形や色 な どを考 えて葉 を集め、葉 の形 を写 し

た り、形 を取 った り、張 りつ けた りして作品を

作 ることによ り、創作 の喜び を味わ った り、 自

然へ の興味関心 を高め る。

制 限 な し時  期 春  夏  冬 人  数

時  間 半  日

時 間 帯 日 中

活

場

動

所

自然観 察館

施 設 で 借 り られ る も の 利 用 者 が 準 備 す る も の

施 設 へ 注 文 学校 (個人)持参

絵 の具  歯 ブラシ
古新 聞紙
ビニル袋  画用紙

長靴 金網 霧吹 き

活 動 内 容 留 意 事 項

1 自分のテーマを しっか り考える。

2 テーマに沿 った葉 を採集 して く
る 。

3 作品を作 る。

* 方法
葉に色を塗 り、画用紙 に押
しつける。
葉を置 き、その上か ら細か
い網を使 って絵 の具 をつけた

歯ブラシでこす り形をうつす。
紅葉 の季節 には、いろいろ
な色の葉 を張 りつける。

4 乾 か してか ら、作 品鑑賞会 をす
る 。

作品例 を見せ て考 えさせ ても良い。

かぶれ る木 に気 をつ け させ る。

必要 な分だ け採 らせ る。

ハブラシ

金網

色
を
ぬ
る

お互 いに友だ ちの 良い ところを認 め

合わせ るようにさせ る。

おしつけ

安全指導の

ポ イ ン ト

・ 採集場所 の点検 を しっか り してお く。
・  かぶれ る草木 (ウ ル シ、ハゼ等 )に 気 をつ けさせ る。
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I 自然 とのふれあい B 自然か ら創 る

石 の文鎮11

ね

ら

ヤヽ

身近 な 自然物 (石 )に 関心 を持つ。
形 、色 な どの特徴 を生 か した作品 を作 ること

によ り、創作へ の喜 びを味わ い、思い出の作品
を作 る。

時  期 通  年 人  数 制 限 な し

時  間 半  日

時 間 帯 日 中

活

場

動

所

工作室

μ
r     

負

利 用 者 が 準 備 す る も の施 設 で 借 り られ る も の

施 設 へ 注 文 学校 (個人)持参ニスのはけ  ニス入れの皿
はけ洗い用の缶 画板  長靴

ス 絵 の具

活 動 内 容 留 意    事    項

1 川原で石拾 いをす る。

2 石 をきれ いに洗 って乾 かす。

3 色を塗ったり、絵や字をかいた
りする。

4 乾 いた らニスを塗 る。

水 の量や深み な ど川 におけ る安全 に

気 をつ けさせ る。

作 りたい文鎮 のイメー ジを描 きなが

ら石 を探 させ る。

イメージにあわせて色つけをさせ る。

自然学校 の思い出になるよう楽 しい

作品を作 らせ る。

お互 いの 良い ところを認 め合 うよう

にさせ る。

安全指導の

ポ イ ン ト

川原で の危 険 を知 らせ る。
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I 自然とのふれあい B 自然から創 る
12 松 か さブローチ

ね

ら

ヤヽ

身近 な 自然物 に関心 を持つ。

形 、色 な どの特徴 を生か した作品を作 ること

によ り、創作 の喜 びを味わ う。

制 限 な し時  期 夏  秋  冬 人  数

時  間 半  日

時 間 帯 日 中

活

場

動

所

工 作室 鵜
施 設 で 借 り られ る も の 利 用 者 が 準 備 す る も の

施 設 へ 注 文 学校 (個人)持参

軍手  絵 の具

ニ ッパー  ニスのはけ  ペ ンチ
ニス入れ皿  ニス洗 い用缶
カ ッターナイフ 長靴 ニス 安全 ピン

活 動 内 容 留 意    事    項

採集場所 を指定 し、安全指導 をす る。

松 か さの特徴 を生 か した作品を作 ら

せ る。
カ ッターナイフの使 い方 を指導 して

お く。

服 に合わせ て色 を考 え させ る。

友だちの作品の良いところを認め合

わ させ る。

1 どのようなブ ローチを作 るかを
考 え る。

2 松かさを集め る。

3 松かさを切 った り、削 った りす
る 。

4 松かさに模様を描 き、色盗 りを
す る。

5 ニスを塗 る。

6 安全 ピンをつけ る。

7 ブローチをつけファッションショー
をす る。

安全指導の

ポ イ ン ト

採 集場所 の安全確認 をす る。

刃物 の安全 な使 い方 を指導す る。
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I 自然 とのふれあい B 自然か ら創 る

モ ビー ル13

ね

ら

ヤヽ

身近 な 自然物 に関心 を持つ。

形 、色 な どの特徴 を生 か した作品 を作 ること

によ り、創作 の喜びを味わ う。

時  期 通  年 人  数 制 限 な し

半  日時  間

時 間 帯 日  中

活

場

動

所

工作室

施 設 で 借 り られ る も の 利 用 者 が 準 備 す る も の

施 設 へ 注 文 学校 (個人)持参小 刀

き り

はさみ  ペ ンチ  のこぎ り
長靴

針金  糸 の り
ボ ン ド

軍手  ビニル袋

活 動 内 容 留 意 事 項

1 どんなモビールにするか考える。

2 つ るす材料 を採集す る。

3 採集 してきた材料 を好 きな大 き
さや形 にす る。

4 糸につ るす。

5 全部 をつ な ぐ。

6 作品発表会 をす る。

作品例 を見せ て考 え させ る。

採集場所 の安 全確認 を させ る。
グルー プごとに採集 に行 かせ る。

小 刀の使 い方 に気 をつ け させ る。

採集 して きた ものの特徴 を生かす よ

うにさせ る。

バ ラ ンスを考 え なが ら取 りつ け させ

る 。

バ ラ ンスを考えなが らつ ながせ る。

友 だ ちの作品 の良い ところを見つけ

させ る。

安全指導の

ポ イ ン ト

採集場所 の安全確認 をす る。

小 刀の使 い方 を指導す る。
かぶれ る草木 (ウ ル シ、ハゼ等 )に 気 をつ け させ る。
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I 自然 とのふれあい B 自然から創る

はイこわづ く り14

ね

ら

ヤヽ

粘土細工 を通 して、創作 の喜びを味わ い、古

代 の人 々の暮 らしへ の興味関心 を高め る。

時  期 通  年 人  数 制 限 な し

半  日時  間 活

場

動

所

工作室

$

0

η

時 間 帯 日 中

施 設 で 借 り ら れ る も の 利 用 者 が 準 備 す る も の

施 設 へ 注 文 学校 (個人)持参

新 聞紙  タオル

焼 き釜

粘土板
簡易 ろ くろ へ らセ ッ ト
はにわ模型

粘土  灯油

活 動 内 容 留 意 事 項

1 何を作 るか決める。

2 粘上を しっか り練 って形を作る。

3 陰千 しをす る。

4 素焼 きをす る。

5 作 品展 をす る。

はにわ模型 を参考 に しなが ら、個性

豊か な作品 を考 え させ る。

粘土 を しっか り練 り、中の空気 を出

させ る。

飾 りをつ け る場合 は、接着面 を工夫

させ る。

名前 をは っき り書かせ る。

完全 に乾燥 させ てか ら焼 く。

(施 設 で対応 )

友だちの作品の良いところを認め合

わせ る。

安全指導の

ポ イ ン ト

火傷 に注意 させ る。
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I 自然 とのふれあい B 自然から創る
15 押 し花づ くり

ね

ら

い

植物 のつ くりや特徴 を学習す る。

植物 の美 しさに気づかせ 、植物 に対す る興味

関心 を高め る。

自然愛護 の精神 を育 て る。

時  期 春  夏  秋 人  数 制 限 な し

時  間 1    日

時 間 帯 日 中

活

場

動

所

敷地 内

自然観察館

tゝ

施 設 で 借 り ら れ る も の 利 用 者 が 準 備 す る も の

施 設 へ 注 文 学校 (個人)持参剪定ばさみ 植物採集箱  植物図鑑
バ インダー  アイロン
パ ウチラ ミネーター

長靴  救急バ ッグ
パ ウチ フ ィル ム 台紙  吸 い取 り紙

ガーゼ  ビニル袋

活 動 内 容 留 意 事 項

1 植物採集 の計画 を立 て る。

2 採集用具を準備 して、施設周辺
に観察 に出る。

3 自分の気に入 った草花を最小限
採集す る。

4 スケ ッチや記録 を とる。

5 イ ンス タ ン ト押 し花 を作 る。

ガーゼ

_… …〉

吸い取り紙の上にガーゼでつっんだ車花
を置き、低温のアイロンで水分を取る。

6 自分の好きな作品に仕上げる。

7 発表 会 をす る。

施設 内の植物 の配置 図の説 明を聞 き
なが ら、 グルー プで採集 した い ものを

考 えさせ る。

かぶれ る木 に気 をつ け させ る。

根は残 して必要 な分だけを採集させ
る。
採 ってはいけないものを確認させ る。

図鑑で名前を調べ させ る。

・  アイロ ンの使 い方 を指導す る。
・ 吸い取 り紙 の上 にガーゼ を置 き、花
び らや葉 が折れ ない ように丁寧 に並べ

て包み 、アイ ロンで押 さえ させ る。

・  押 し花を合紙 には り作品を作 らせ る。
・  サ ラ ンラ ップで包んだ り、パ ウチ ラ
ミネー ターで仕 上げ させ る。

友だちの作品の良いところを認め合
わせ る。

安全指導の

ポ イ ン ト

アイ ロンの使 い方 の指導 をす る。

採集時 は、長靴 や軍手 を使用 させ る。

一-37-―



I 自然 とのふれあい B 自然か ら創る

16 小席の家づ くり

ね

ら

ヤヽ

生活工具 の操作技術 を習得す る。

創作 の喜びを味わ う。

動物愛護 の心 を育 て る。

時  期 春  夏  秋 人  数 制 限 な し

時  間 1     日 活  動

場 所

工作室

~~マ

ヽ

h

″ 鰺

ユ

髯 尊
剪時 間 帯 日  中

利 用 者 が 準 備 す る も の施 設 で 借 り られ る も の

学校 (個人)持参施 設 へ 注 文の こぎ り 糸の こ か なづ ち  き り
電動 の こぎ り 金尺  脚立  かん な
ペ ンチ 設計 図 くぎ 板  しゅろ縄

針金
筆 記用具

活 動 内 容 留 意 事 項

1 作 りた い巣箱 を選ぶ。

2 板 に 印 をつ け 、切 る。

3 釘 を打 ち、組 み 立 て る。

4 巣箱かけをす る。

○
板   ×

×

O
・入口をやや下向きにする。
・入口を山の斜面の下方に向

ける。
・地上から2～ 5mの高さに
つける。
・巣箱と巣箱は、50cm以上は

なすこと。

何種類 かの巣箱 を提示 し、その中か

ら選 ばせ る。

。 の こぎ り、糸の こな ど用具 の正 しい
使 い方 を指導す る。

友 だ ちと協 力 しなが ら作 らせ る。

巣箱 をかけ る場所 の打 ち合わせ を施

設職員 と してお く。

卜 35 20+20-十 -20-25 -■ 13■

20
18

l cm
2 cnl切りおとし

ゃつθ

35
20

|

5

木 の成長 のため に、 しゅろ縄 で固定

させ る。

狽J 狽J＼ 底
‐８
壻
渉
　
，
１３
天後

安全指導の

ポ イ ン ト

板 を切 るときは、友だ ちに押 さえて も らい なが ら切 らせ る。

の こぎ り、糸の こな ど用具 の正 しい使 い方 を指導す る。

巣箱 をか け るとき、脚立 を しっか り支 え させ る。
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I 自然とのふれあい B 自然から創る
17 はがきψづく り   (牛 乎しパック)

ね

ら

ヤヽ

資源の再利用 に関心を持つ。
手作 りの楽 しさや創作の喜びを味わ う。

時  期 通  年 人  数 制 限 な し

時  間 半  日

時 間 帯 日 中

活

場

動

所

工作室

β a′ゆ D`。

鮪

施 設 で 借 り ら れ る も の 利 用 者 が 準 備 す る も の

施 設 へ 注 文 学校 (個人)持参紙す き器  アイロン アイ ロン合
ミキサー

の り 牛乳パ ック

古 い タオル

日本手 ぬ ぐい

活 動 内 容 留 意 事 項

1 牛乳パ ックのナイロンをはがす。

2 ミキサーに水 とちぎった牛乳パ ッ
クを入れ 、洗潅 の りを少 々加 え ど
ろ どろになるまでか きまぜ る。

3 広 い入れ物 に水 を入れ 、紙す き
枠 を浮かべ 、その中ヘ ミキサー内
の液 を入れ る。

4 紙す き枠 を ま っす ぐに持 ち上げ
水 を切 る。

5 日本
ンをあ
にす る

手 ぬ ぐいで

て、表面 の

は さんで アイ ロ

で こば こを平 ら

2～ 3日 前か ら牛乳パ ックを石鹸水
につけてお く。

ミキサーの取 り扱 いに注意 させ る。
紙 のかた ま りが な くな り、の り状 に

なるまで溶 か させ る。

一夜お いてお く方が 良い。

浮かべた ままゆす り、表面 を平 らに

す る。模様 を入れ る場合は、 1回 目は
薄 くす き、草花を入れて、もう一度薄
くす く。

直接 アイ ロ ンをか け させ ない。

安全指導の

ポ イ ン ト

ミキサーや アイ ロ ンの使 い方 に注意 させ る。
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I 自然 とのふれあい B 自然から創る
18 紙細工

ね

ら

ヤヽ

い ろい ろな紙 を使 い、生活 に役立つ ものを作

る。

紙 と生活 とのつ なが りを考 え る。

(資 源朱 護 )

通  年 人  数 制 限 な し時  期

時  間 半  日

時 間 帯 日 中

活

場

動

所

工作室

施 設 で 借 り られ る も の 利 用 者 が 準 備 す る も の

施 設 へ 注 文 学校 (個人)持参

の リ ニス 絵 の具  紙

はさみ  カ ッターナイフ
ニス用 はけ  はけ洗 い用缶

留 意    事    項活 動 内 容

1 作 るものを決 め る。

・ 飛行機   。なべ しき
。風車    。こま
。か ご 等

2 工夫 しなが ら作 る。

3 出来上が った作品の展覧会 をす
る 。

4 生活 の中で の紙 につ いて話 し合
つ 。

いろいろな作品 を見 なが ら、作 りた

い ものを決 め させ る。

カ ッターナイフ、は さみ の安 全 な使
い方 を指導す る。

早 くで きた者は次の作品を作 らせ る。

友だちの作品の良さをみつけさせ る。

資源保 護 につ いて考 え させ る。

安全指導の

ポ イ ン ト

刃物 の正 しい使 い方 につ いて指導す る。
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I 自然 とのふれあい B 自然から創る
19 星座早見缶づ くり

ね

ら

い

星座早見缶 (星座盤 )作 りを通 して、天体ヘ
の興味関心 を深 め る。

時  期 通  年 人  数 制 限 な し

時  間 半  日

時 間 帯 昼 。夜

活

場

動

所

工作室

施 設 で 借 り られ る も の 利 用 者 が 準 備 す る も の

施 設 へ 注 文 学校 (個人)持参はさみ やす り
カ ッターナイフ

缶切 り か なづ ち
星座 図

空 き缶 (図 にあ っ
た大 きさ )
色鉛筆

活 動 内 容 留   意    事 項

1 空 き缶の飲み 口を缶切 りで切 り
抜 き、中を洗い、切 り日をか なづ
ちでたたいた り、やす りで削 った
りす る。

2 星座 図 に色を塗 る。

3 星座 の図を空 き缶 に貼 りつける。

4 星座早 見缶で星座 を探 しなが ら
天体観測 を行 う。

切 り口をやす りで丁寧 に削 らせ る。
アル ミ缶ではやわ らかいので、スチー
ル缶 を使 用 させ る。

星座によって色分けさせる。または
明るさごとに色分けする。

のりをつけすぎるとしわになるので
つけすぎないように指導する。

グルー プごとに分かれ て行わせ る。

安全指導の

ポ イ ン ト

カ ッターナイフ、やす りの取 り扱 いに注意 させ る。
缶の切 り日は丁寧 にたたいた り、削 った りさせ る。
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I 自然 とのふれあい B 自然か ら創 る

20 看板・ 標識づ くり

ね

ら

い

・ 看板 (標 識 )を 作 り、設置す ることにより後
輩のために奉仕す る。
・ 手作 りの工夫をさせ ることにより、創作の楽
しさや 出来上が った喜びを味わ う。

通  年 人  数 制 限 な し時  期

時  間 1    日 工作室

時 間 帯 日 中

活

場

動

所

利 用 者 が 準 備 す る も の施 設 で 借 り ら れ る も の

学校 (個人)持参施 設 へ 注 文

くぎ 水性ペ ンキ
ニス 板  くい
ガスボ ンベ

軍 手

のこぎリ ペ ンチ 金尺  かなづち
のみ かけや 釘抜 き ス コップ
糸のこ 電動 ドリル ペ ンキ用はけ
ニス用はけ ニス用皿  火箸
ペ ンキ用 はけ洗い缶  バケツ
ワイヤーブラシ ガスバーナー

留 意 事 項活 動 内 容

1 どのような看板 (標識 )を 作 る
のか話 し合 う。

2 板や角材 を切 る。

3 焼 き板 に した り、ペ ンキで字や
絵 をかいた り、色を塗 った りす る。

4 作品 を発表 し合 う。

5 看板を設置する。

彗
″

,´ γ修 を

生活のためのもの、安全のためのも

のなど考えさせ る。
グループごとに割当てをす る。

の こぎ り、のみ 、糸の こな どの用具

を正 しく使わせ る。

目的 に合わせ て、デザ イ ンさせ る。

良い ところを認 め合わせ る。

安全指導の

ポ イ ン ト

用具 の使 い方 を しっか り指導す る。

軍手 を使用 させ る。
ガスバ ーナー の正 しい使 い方 を指導す る。
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I 自然 とのふれあい B 自然から創る
21 わ ら細工

ね

ら

Vヽ

わ らにつ いての話 を聞 き、昔 はわ らが生活 に
どれ ほ ど重要 な役割 を果 た していたか を学 応ミ。
手作 りの作 品 を作 ることによ り、創作 の楽 し
さと喜 びを味わ う。

時  期 通  年 人  数 制 限 な し

時  間 半  日

時 間 帯 日 中

活

場

動

所

工作室

施 設 で 借 り ら れ る も の 利 用 者 が 準 備 す る も の

施 設 へ 注 文 学校 (個人)持参木づ ち (わ ら打 ち用 ) わ ら打 ち合
ひ もとお し (竹 で作 った もの )
剪定ば さみ  シー ト わ ら

活 動 内 容 留 屈 、 事    項

1 わ らにつ い て話 を 聞 く。

2 わ ら細工 の作 り方の説明を聞 く。

3 わ ら細工をする。

・ ぞ うり
。なわ ない
。しめか ざり
。わ らうま
。ほうき 等

4 感想 を発表 した り、作品を鑑賞
した りす る。

わ らが、音 の生活 に どれ くらい重要
な役割 を果た していたかを学 ばせ る。

水を少 しかけなが らわ らを打たせ る。
うちす ぎないようにさせ る。

個人指導 をす る。

指導 者 は なるべ く多 くす る。

わ らにつ いて思 った こと、わ ら細工

を して楽 しか った ところ、苦 労 した と
ころな どを発表 させ る。

友だ ちの作 品の 良い ところを認 め合

わせ る。

安全指導の

ポ イ ン ト

わ ら打 ちの時、木づ ちの使 い方 を指導す る。
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I 自然 とのふれあい B 自然から創る
22 凧づ くり

ね

ら

い

凧づ くりを通 して、製作 の喜 びを味わ うとと

もに、創造性 を養 う。

制 限 な し時  期 通  年 人  数

時  間 1    日

日 中

活

場

動

所

工作室

時 間 帯

施 設 で 借 り られ る も の 利 用 者 が 準 備 す る も の

施 設 へ 注 文 学校 (個人)持参

絵 の具  軍手
マ ジ ック

竹割 りなた  カ
は さみ  霧吹 き
竹 引 きの こぎ り

ッターナイフ

設計 図 紙やす り 竹
凧糸 と糸巻 き

和紙  の り

活 動 内 容 留 意 事 項

1 作 りた い凧 を選択 させ る。

2 竹 を削 って竹ひごを組み立てる。

3 絵を描 く。

4 紙 を貼 る。

5 糸や足 をつ け る。

6 凧上げ大会をする。

い くつかの見本の中か ら選ばせ る。
材料、作 る順序 を確認 させ る。

竹 の削 り方 を指導す る。

削 った後、紙やす りでよ く磨かせ る。

凧の大 きさい っぱいに絵 を描かせ る。

霧 を吹 き、紙 をのば させ る。

バ ランスをうま く調節 させ る。

安全指導の

ポ イ ン ト

・ 竹 の棘が刺 さ らないように紙やす りで よ く磨 かせ る。
・  カ ッターナ イ フ等 の正 しい使 い方 を指導す る。
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I 自然とのふれあい B 自然から創 る
23 班旗づ くり

ね

ら

い

みん なで協 力 して班旗 を作 ることを通 して、

人間関係 を深め、 自然学校 に対す る意欲 を高め
る。

草木で染 めた色の美 しさを味わ う。

時  期 通  年 人  数 制 限 な し

時  間 半  日

時 間 帯 日  中

活

場

動

所

工作室

利 用 者 が 準 備 す る も の施 設 で 借 り ら れ る も の

施 設 へ 注 文 学校 (個人)持参ざる はさみ  ボール  さい箸
はけ  なべ (ホ ー ロー ) 筆
ガス台  アイ ロン アイ ロ ン合
バ ケ ツ

糸  カ リミョウバ ン
硫酸第一鉄

ビニル袋
ゴム手袋

軍手  白布

活 動 内 容 留 意    事 項

6 班旗を しば
5分 程漬ける

ってか ら、媒染液 に

る。
下 の表 を参考 に
かぶれ る木 に気
1時 間程度煮 る
媒染液 を作 る。
10～ 15%、 硫酸第

他 の班 にない独特 の ものを考 えさせ1 班旗 のデザ イ ンを考 え る。

2 野草 の採集 を して くる。

3 野草 を なべ で よ く煮 る。

4 煮 じるを ざるで こ してボール に
とる。
5 班旗 を煮 じるにむ らが ないよう
に10分 程漬 け る。

やけ どを しないように気をつけさせ

して採集させ る。
をつけさせ る。

(カ リミョウバ ンは
1鉄 は 5～ 10%)

く水洗 いを しての りを取 り

糸で縛 って
じるや媒 染
つ け させ る
媒染液 を入
を使わせ な

おいて もよい。
液 がかか らない

れ るボールは金
い 。

る。
斑旗 は よ
去 ってお く
輪 ゴムか
衣服 に煮
ように気 を
煮 じるや
属性 の もの

7 水でよ く洗 ってか ら乾燥す る。

8 仕上げはアイロンでよ くしわを
のば し、マジ ック等で書 き込む。

や け どを しないよ うに注意 させ る。

媒  染  液 媒  染  液
カリミョウバン 硫酸第一鉄

植    物
カリミョウバン 硫酸第一鉄

植    物

マ ツ ヨイ グサ

フ

ギ

ズ

モ

山 吹 色

黄 緑 色

淡 黄 色

紫 灰 色

緑 灰 色

ダ   ミ

ス   キ 黄   色

オリーブ色

濃いオリーブ色

濃 い 緑 色

緑 灰 色

安全指導の

ポ イ ン ト

野草 の採 集 の時 は、長靴 、軍手 を使用 させ る。

煮 じるがかか らないよ うに気 をつ け させ る。

媒染液 がかか らない ように気 をつ け させ る。
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I 自然 とのふれあい B 自然か ら創る
24 木 の枝細工

自然 の木 をその まま使用 して創作す る中で、

自然 に応、れ あい、いろいろな植物 の特徴 に気づ

く。

作品 を作 る楽 しさを味わ う。

ね

ら

ヤヽ

制 限 な し時  期 通  年 人  数

時  間 半  日

日  中

活  動

場  所

敷地 内

工作室
時 間 帯

施 設 で 借 り ら れ る も の 利 用 者 が 準 備 す る も の

施 設 へ 注 文 学校 (個人)持参

マ ジ ックペ ン

のこぎ リ ペ ンチ やす り
電気 ドリル 電動糸のこ 万力
救急バ ッグ 瞬間接着剤

活 動 内 容 留 意 事 項

1 どの ような物 を作 るのか話 し合
つ 。

2 材料 を集め る。

・ 細 い枝 ……

・ 木 の葉や皮
・ 細 い丸太 …

昆虫 の足

昆虫 の羽

胴体

3 材料 を切 って接着 して、作品を
つ くる。

4 作品展をす る。

動物や虫 、動 きのあ る人等 を工夫 し

て作 らせ る。
一つ の場面 を想定 して、箱庭 の よう

にさせ て も良い。

野 山に入 り必要 となる材料 を集め さ

せ る。

木を切 る場所 は事前 に相談 してお く。

木 の肌 を見 なが ら出来上が りを予想

させ 、材料 を選 ばせ る。

太 い枝 はの こぎ りで、細 い枝 はペ ン

チで切 らせ る。

ドリルで穴 を開け、差 し込 ませ て も

良い。

接着剤 をつ けす ぎない ように指導す
る。
必要 な所 はやす りで削 って も良い。

形 がで きた ら目等 を書 き込 んで も良
い 。

作 品 の 良い ところを見つ け させ る。

安全指導の

ポ イ ン ト

丸太 を しっか り固定 させ て切 らせ る。
込ゝ ざけた り しない ように安全指導 を徹底す る。
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I 自然 とのふれあい B 自然から創る
25 ミニ トーチ棒づ くり

ね

ら

ヤヽ

自然学校 フ ァイヤーをより感動的で思い出に

残 るものとす るための準備をす る。

時  期 通  年 人  数 制 限 な し

時  間 1時 間

時 間 帯 日 中

活  動

所場

工作室

キ ャンプ場

施 設 で 借 り ら れ る も の 利 用 者 が 準 備 す る も の

施 設 へ 注 文 学校 (個人)持参ペ ンチ

針金  松の割 り木

活 動 内 容 留 意    事    項

1 材料 を準備す る。

2 材料 を切 った り割 った りす る。

3 松 の割 り木 を棒 に固定す る。

r松 の割り木

針金

K
木の枝

松の根が腐 り、油分の多いところが

残 った ものを用意す る。

木 の枝 は 30(:Illぐ らいに切 り、松 の根
イよ15 cmぐ らヤヽ イこ士刀ってか ら、 細 か く害J
らせ る。

細 い松 の割 り木が抜 け ないように、

針金 で しっか り巻 かせ る。

安全指導の

ポ イ ン ト

刃物 の安全 な使 い方 を指導す る。
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I 自然とのふれあい B 自然か ら創 る

26 竹 の水筒づ くり

ね

ら

ヤヽ

竹 の性質 を知 るとともに、作 ることの楽 しさ

や作 った物 を活用す る喜 びを味わ う。

制 限 な し時  期 通  年 人  数

時  間 半  日

時 間 帯 日 中

活

場

動

所

工作室

施 設 で 借 り ら れ る も の 利 用 者 が 準 備 す る も の

施 設 へ 注 文 学校 (個人)持参

軍 手

竹引きのこぎり 小刀 電動 ドリル
手動 ドリル  きり

竹  ひ も 紙やす り

活 動 内 容 留 意 事 項

1 竹 を切 る。

2 水 を入 れ る穴 を あ け る。

3 栓 を作 る。

4 ひ もをつ け る。

5 ハ イキ ングや登 山で使用す る。

穴をあける

直径 5 mm～ 10mm

びι ふたをする

。 の こぎ りの使 い方 を指導す る。
・  友だ ちと協 力 しなが ら切 らせ る。

ドリルの正 しい使い方を指導す る。

手動 ドリルの時は、友だちと協力 し

て穴をあけさせ る。

中を洗わせ る。

小刀の使い方を指導す る。

肩にかけてみて、長さを調整させ る。

腰 にぶ らさげ るように しても良い。

安全指導の

ポ イ ン ト

の こぎ りで竹 を切 るときや ドリルで穴 をあけ るときは、怪我 を

しない よう指導 を徹底す る。
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I 自然 とのふれあい B 自然か ら創る
27 木 のプラ ンター

ね

ら

い

・ 共 同で ものを作 ることを通 して、協 力す る心
を育 てた り、創作へ の喜びを味わ う。
・ 花 を植 えて環境整備 をはか り、 自然愛護 の精
神や奉仕 の精神 を育 て る。

時  期 通  年 人  数 制 限 な し

時  間 半  日

日 中

活

場

動

所

工作室

時 間 帯

施 設 で 借 り ら れ る も の 利 用 者 が 準 備 す る も の

施 設 へ 注 文 学校 (個人)持参の こぎ り 彫刻 刀 か なづ ち
かん な 金尺  電動 ドリル
ペ ンキ用 はけ はけ洗 い用缶
ペ ンチ

板

針

丸太  釘
金

軍 手

活 動 内 容 留 意 事 項

1 設計 図を作 る。

2 設計 図 にそ って、板 に印をつ け
る 。

3 板 を切 る。

4 何 を打 ち 、組 み 立 て る。

5 底 に穴 をあけ る。

6 絵 を描 いた り削 った りす る。

7 土 を入れ、花 を植 えた り種 を蒔
いた り球根 を植 えた りす る。

・  グルー プごとにいろいろ な材料や楽
しい形 を考 え させ る。

の こぎ りやかん なの使 い方 を指導す
る 。

友だ ち と協 力 して切 らせ る。

か なづ ちの使 い方 を指導 してお く。

学校 に帰 ってか らの仕事 に しても良
い 。

施設 内に設置す る場合は、施設職員
と設置場所 などをよ く相談 してお く。

安全指導の

ポ イ ン ト

のこぎりで板 を切 るときは、友だちと協力 して切 らせ る。
かんなや彫刻刀の使 い方の指導をす る。

判 弊



I 自然とのふれあい B 自然から創る
28 火お こ し

ね

ら

ヤヽ

昔 の人 々の火お こ しの苦労を体験 し、火が ど

れ ほ ど重要 なもので あ るかを理解す る。

時  期 通  年 人  数 制 限 な し

時  間 2時 間 活  動

場 所

野外 キ ッチ ン

｀ヽ
韓r!時 間 帯 日 中

利 用 者 が 準 備 す る も の施 設 で 借 り られ る も の

学校 (個人)持参施 設 へ 注 文火 お こ し器

活 動 内 容 留 意 事 項

1 火おこし器の使い方を学習する。
。まいぎり式  。き りもみ式
。弓ぎり式   ・ 紐 ぎ り式

2 火お こ
挑戦す る

し器 を使 って火お こ しに

3 違 った種類 の火お こ しに挑戦す
る 。

4 採火 した火を使 って、野外炊飯
をす る。
(採火 した火で 自然学校ファイヤー

をす る。)

グループで協 力 しなが ら挑戦 させ る。

い ろん な種類 の火お こ し器で火をお

こさせ る。

燃 えやす い着 火剤 を用意す る。

* 火種 を大 き くす る材料
ゼ ンマ イわた  モ グサ  キ ノ コ
麻 。木綿 な どの消 し炭
* 火種 を炎 にす る材料
チ ガヤ  ススキ 麻 の繊維  杉葉
ゼ ンマイわ た  スギの木 の皮 を手で
もんでやわ らか く繊維状 に した もの

安全指導の

ポ イ ン ト

火傷 を しない ように火の取 り扱 いに気 をつ け させ る。
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I 自然 とのふれあい B 自然か ら創 る
29 野外炊飯

ね

ら

ヤヽ

野外炊事 に必要 な技能を身 につける。

限 られた器具で創意・ 工夫を凝 らして調理す
ることを通 して、家族への感謝の気持ちを養 う。

友達 と一緒 に調理を し、食事をす る事で食事
の楽 しさを味わ う。

制 限 な し時  期 通  年 人  数

時  間 半  日

時 間 帯 日 中

活

場

動

所

野外 キ ッチ ン

)

施 設 で 借 り られ る も の 利 用 者 が 準 備 す る も の

施 設 へ 注 文 学校 (個人)持参

軍 手  ふ きん

野外炊飯用具

食 事材料  まき
調味料

活 動 内 容 留 思 事 項

1 野外炊飯 の手順 を聞 く。

2 材料 、用具 をそ ろえ る。

3 調理 をす る。

4 食卓 の準備 、配膳 をす る。

5 食事 をす る。

6 後 かたづ けをす る。

グループごとにコンテナかか ごなど
に整頓 させ る。

包丁 の使 い方や 火の取 り扱 い方 の指

導 をす る。
まきは、効率 よ く燃 や させ る。

飯食 をさか さまに した り、たたいた

りさせ ない。

並べ方や盛 りつ けを工夫 させ る。

歓談を しなが ら楽 しく食事をさせ る。

生 ゴ ミは コンポス トに入れ させ る。

使 った道具 は よ く洗 い、後 の人が気

持 ちよ く使用 で き るようにさせ る。 ま

た 、数 を確認 して返 させ る。

* 飯 ごうの内側 にアル ミをは ってお く
と、飯 ごうにこげが こび りつ くことが

ない。

安全指導の

ポ イ ン ト

包丁 の使 い方 、火 の取 り扱 いに気 をつ けさせ る。

鍋や飯 ごうを火か らお ろ した りす るときは、軍手 を使わせ る。

材料 をよ く加熱 させ る。 (食 中毒予防 )
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I 自然 とのふれあ い B 自然から創る
30 山菜料理  (山菜採り)

自然食品への関心を深め、食事内容を工夫す
る 。

植物 と食生活 とのつ なが りを理解す る。

ね

ら

い

人  数 制 限 な し時  期 春  夏  冬

時  間 半  日

日 中

活

場

動

所

敷地 内

野外 キ ッチ ン

0
ヽ ¢ ミ

― _

時 間 帯

施 設 で 借 り られ る も の 利 用 者 が 準 備 す る も の

施 設 へ 注 文 学校 (個人)持参

油  ガスボ ンベ
てんぷ ら粉

油吸 い取 り紙

調味料

軍手  新 聞紙
ビニル袋

野外炊飯道具  てんぷ ら鍋
ガス コンロ さい箸  長靴

留 意    事    項活 動 内 容

資料や実物 を見せ る。

いろん な種類 の山菜や野草 を食べ る

量だけ採集 させ る。

あぜ道や 田畑等 で の採 集 のマナーを

知 らせ る。
調理 の前 に専門家 の点検 を受 け させ

る。

・  ガスが きちん とは ま ってい るか点検
を してお く。
・  てんぷ ら油がかか らない ように注意
させ る。
・  てんぷ ら以外 の調理 の場合 は、あ く
抜 きをさせ る。

* サラダ
つ くしサ
タンポポ

(ゆ で ること )
ラダ
サラダ

油は石鹸づ くりなどに利用できる。

1 山菜や食べ られ る野草を知 る。

2 採集す る。

3 点検 を受 け る。

4 調理 の仕方 を学 ぶ。

5 グルー プで協 力 して調理す る。

6 楽 しく食事をす る。

7 後かたづけをす る。

安全指導の

ポ イ ン ト

食べ る前 に、食べ られ る材料
採集 時 は、長靴 、軍手 を使用
ガスの取 り扱 いに注意 させ る
てんぷ ら油で火傷 しない よう

か どうかチ ェックす る。
させ る。

に注意させ る。
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I 自然とのふれあい B 自然から創る

お も しろごはん炊 き31

ね

ら

い

様 々な用具を使 って調理す ることを体験す る。

原始的な生活を味わ うとともに、食事の楽 し

さと家族への感謝の気持ちを養 う。

時  期 通  年 人  数 制 限 な し

時  間 半  日 活

場

動

所

野外 キ ッチ ン

圏時 間 帯 日  中

利 用 者 が 準 備 す る も の施 設 で 借 り ら れ る も の

学校 (個人)持参施 設 へ 注 文竹
ざ
写 きのこぎり なた のみ  つち
ボールる

米  まき 竹 軍 手

活 動 内 容 留 意 事 項

1 竹を切 り、竹鍋を作 る。

鵜
怨錐 ァ

う
防

2 米 を とぎ、竹鍋 に米 と水 を入れ
る 。

3 竹 で応、た を して炊 く。

4 火か らおろし、む らす。

ヽ  II

)'~~~…

の こぎ りの使 い方 を指導す る。

1本 の青竹 で平均 2合 炊 く。

水 かげん を指導す る。
米 :水 =1:2

竹鍋 が ころが らない ようにす る。

* はが まで炊いてもよい。

石

安全指導の

ポ イ ン ト

・ 竹 を切 るときは、友だ ちと協力 しなが ら切 らせ る。
・  火傷 を しないように軍手をつけさせ る。
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I 自然とのふれあい B 自然か ら創る

32 棒焼 きパ ンづ くり

ね

ら

い

機械 を使わ ないパ ンの焼 き方 を体験す る。

食べ物 の大切 さを理解す る。

通  年 人  数 制 限 な し時  期

時  間 半  日

●
学

時 間 帯 日  中

活

場

動

所

野外 キ ッチ ン

利 用 者 が 準 備 す る も の施 設 で 借 り ら れ る も の

施 設 へ 注 文 学校 (個人)持参

冷凍 のパ ン生地  卵
塩  木炭  まき 棒

軍 手

の こぎ リ ボール  はけ めん板

留 意 事 項活 動 内 容

1 棒 を50 cmぐ らいの長 さに切 る。

2 パ ン生地 を発酵 させ る。

3 パ ン生地 を細長 くす る。

4 棒 にアル ミホイルを巻 きつける。

5 パ ン生地 を棒 に巻 きつ け る。

6 その まま置 いて、 さ らに発酵 さ
せ る。

7 卵 を といて、はけでぬ る。

8 炭 火で こんが りと焼 く。

の こぎ りを使 うときは、友達 と協 力

しなが ら切 らせ る。

生地 の中には空気を入れ ないように

よ くこね なが らのばさせ る。

。 棒 の先端 か ら、螺旋状 に巻 きつ け さ
せ る。
・ 隙間を少 し作 りなが ら均― に巻 きつ
け させ る。
・ 最初 に巻 きつ けた部 分が はがれ ない
ようにさせ る。
・ 指 に少 し水 をつ けてつ なぎ 目が離 れ
ないように押 さえ させ る。
・ 生地 の最後 は中 には さみ こませ る。

卵 に味 をつ けてお く。

遠火で 20～ 30分 ゆ っ くり、 まんべん
な く焼 かせ る。

火傷 を しないように気をつけさせ る。

安全指導の

ポ イ ン ト

刃物の使い方をよ く指導す る。

火傷を しないように注意 させ る。

―-54-一



I 自然 とのふれあい B 自然から創る

もちつき33

ね

ら

い

もちつ き体験 を通 して、伝統文化・ 行事へ の

関心 を深め る。
友だ ちとの連帯感 を育 て る。
地域 の人 々とのふれ あいを深 め る。

時  期 通  年 人  数 制 限 な し

半  日時  間 食 堂

時 間 帯 日  中

活

場

動

所

利 用 者 が 準 備 す る も の施 設 で 借 り ら れ る も の

施 設 へ 注 文 学校 (個人)持参うす  せいろ
まつ応ミた 釜

きね  めん板
ガス コンロ

もち米 片栗粉
ガスボ ンベ

活 動 内 容 留 意 事 項

と もちをつ く準備 をす る。

2 もち米を蒸す。

3 もちをつ く。

4 もちをまるめる。

5 感想 を話 しなが ら食べ る。

前 日にもち米 を とぎ、水 につ け させ

る 。

もちつ きの順序 を理解 させ る。

役割分担 を しっか り行 い、全員 が ど

れ も体験 で きるように交代 しなが ら行

わせ る。
こづ きを しっか り行わせ る。

片栗粉 を適時 まきなが ら、 まるめ さ

せ る。

餅 と伝統文化や行事 との関係 につ い

て話 を聞かせ る。

安全指導の

ポ イ ン ト

蒸 した米をうす に入れた り、餅 をうすか ら板 の上 に乗せた りす
ることは指導者がす る。

一-55-一



I 自然とのふれあい B 自然から創る
34 一人合反ごう

ね

ら

ヤヽ

食生活 に関心 を もち、食事 を作 る喜びを味わ

つ 。

自分のことは 自分です る自立心を育てる。
家族への感謝の気持ちを育てる。

時  期 通  年 人  数 制 限 な し

時  間 1～ 2時 間

時 間 帯 日 中

活

場

動

所

野 外 キ ッチ ン

^A

施 設 で 借 り ら れ る も の 利 用 者 が 準 備 す る も の

施 設 へ 注 文 学校 (個人)持参飯 ごう

米  ま き 軍 手

活 動 内 容 留 意 事 項

1 ご飯 の炊 き方 を知 る。

2 米を洗 う。

3 飯 ごうに米 と水 を入れ て炊 く。

上ぶた (3合入る)

中ぶた (2合入る)

なべ…最大 4合たける

米 4合の水の目もり

米 2合の水の日もり

水 加 減

米 の 量 水  の  量
4 合 飯 ご う の 上 の 目盛 ま で
3 合 上 と下 の 目盛 の中間 まで
2   半子 飯 ご う の 下 の 目盛 ま で

飯 ごうの ご飯 の炊 き方 を一人一人 に

定着 させ る。

1食 分では少 ないので、 2食 分 (2
合 )ぐ らい炊かせ る。
副食は食堂で準備 してもらう。
火の取 り扱 いに気をつけさせ る。

* 火の炊 き方
「 は じめチ ョロチ ョロ、中パ ッパ 、

赤 子 ないて もお、た とるな。」
ふきこばれが終わ ると炊 きあが り。

飯 ごうをひ っ くり返 した り、たた い

た りさせ ない。

安全指導の

ポ イ ン ト

飯 ごうを火か らおろす ときは、軍手を使わせ る。

火の取 り扱いに気をつけさせ る。

―-56-一



I 自然とのふれあい B 自然から創る
35 アル ミホイルの包み焼 き

ね

ら

ヤヽ

簡単 な野外料理の技術を学ぶ。
食事を工夫 して作 る楽 しさを味わ う。

制 限 な し通  年 人  数時  期

時 間 半  日

日 中

活

場

動

所

野外 キ ッチ ン

季

時 間 帯

施 設 で 借 り られ る も の 利 用 者 が 準 備 す る も の

施 設 へ 注 文 学校 (個人)持参

軍 手

包丁  まな板  火箸  食器セ ッ ト

食事材料
アル ミホイル  まき
調味料

活 動 内 容 留 ′忌 事    項

魚、 じゃがいも、さつ まいも、玉ね
ぎなどいろいろな材料を使 った料理 を

考えさせ る。
一人一人が確実 に役割が果たせ るよ

うに小 グループに分けて実施 させ る。

・  肉類 を入れ る時 は、 よ く火を通す よ
うに注意す る。

楽 しく食事がで きるように、座 る場

所や配膳 な どの工夫 をさせ る。

生 ゴ ミの しまつ を き ち ん と させ る。

1 作 り方 を話 し合 う。

2 アル ミホイル にサ ラダ油 をぬ り

その上 に材料 をのせ て包み、お き

火に入れ る。

3 食事をす る。

4 後かたづけをす る。

安全指導の

ポ イ ン ト

アル ミホイルを火の中へ入れ るときや取 り出す ときには、火箸

を使わせ る。

包丁 の使 い方 を指導す る。
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I 自然とのふれあい B 自然から創る
36 牛乳パ ックのホ ッ トドック

ね

ら

い

・ 食事 を工夫 して作 る楽 しさを味わ う。
・ 簡単 な野外料理 の技術 を学 ぶ。
・ 食事 の楽 しさと家庭へ の感謝 の気持 ちを育 て
る。

時  期 通  年 人  数 制 限 な し

1時 間時  間 活

場

動

所

野外 キ ッチ ン

/ ＼

)

/

時 間 帯 日 中

利 用 者 が 準 備 す る も の施 設 で 借 り られ る も の

学校 (個人)持参施 設 へ 注 文包丁  まな板
ホ ッ ト ド ッ ク 用 パ ン
は さ む 材 料 (バ タ ー 、
溶 け る チ ー ズ 、 野 菜
な ど )  牛 零と は し
調 味 料 (か ら し 、 ケ
チ ャ ッ プ な ど )
ま き  ア ル ミ ホ イ ル

軍手  牛乳パ ック

活 動 内 容 留 意 事 項

1 作 り方 を聞 く。

2 ホ ッ トドック用 のパ ンに切れ込
み を入れ る。

3 バ ター、か らしをぬ り、好み の
野菜やハ ム、チーズ な どをはさみ
アル ミホイルで ま く。

4 牛乳パ ックの中に、パ ンを入れ
口を開 じて火をつ け る。

5 食事 をす る。

下 まで切 って しまわ ないよ うに注意

させ る。

牛乳パ ックが焼けす ぎるとパ ンが焦

げ ることがあるので、その場合は途中
で火を消させ る。

好みでケチ ャ ップをか け させ る。

楽 しく食事 がで きるよ うに工夫 させ

る

安全指導の

ポ イ ン ト

アル ミホイルか ら取 り出す とき、軍手 を使わせ る。

包丁の使い方 に注意 させ る。

-5許



I 自然 とのふれあい B 自然か ら創 る

87 熊笹茶づ くり

ね

ら

い

。 自然食品への関心を深め、 自然 と人間との関
わ りについて考える。

時  期 通年 (特 に 5、 6月 ) 人  数 制 限 な し

時  間 2時 間

時 間 帯 日  中

活

場

動

所

野外 キ ッチ ン

ぷ
/
r

0

,

施 設 で 借 り ら れ る も の 利 用 者 が 準 備 す る も の

施 設 へ 注 文 学校 (個人)持参おお なべ  やかん  フライパ ン
さい箸  包丁  まな板  長靴

ま き 軍 手

活 動 内 容 留 意 事 項

1 なるべ く新 しい熊笹 (上部の葉 )
を摘む。

2 4等 分 くらいに切 り、 フライパ
ンを使 い遠 火で よ く煎 る。

3 なべややかん に入れ て、煮だ し
て飲む。

長靴 、軍手 を使用 させ る。

火の取 り扱 いに気 をつ け させ る。
フライパ ンで 火傷 を しないように注
意 させ る。

山菜料理と合わせて実施するとよい。

* この他 クコ、 ドクダ ミ、カラスノエ
ン ドウ、オオバ コなどがある。

安全指導の

ポ イ ン ト

熊笹採集時は、長袖、長ズボ ンを着用 させ、長靴 を使用 させ る。
フライパ ンで煎 るとき、火の取 り扱いに気をつけさせ る。
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I 自然とのふれあい B 自然から創る
38 うどんづ くり

ね

ら

ヤヽ

食事 を工夫 して作 る楽 しさを味わ う。

伝統的 な手作 りの技術 を学ぶ。

通  年 人  数 制 限 な し時  期

時  間 半  日 活  動

場 所

野外 キ ッチ ン

″。
0

, 心

時 間 帯 日 中

利 用 者 が 準 備 す る も の施 設 で 借 り ら れ る も の

学校 (個人)持参施 設 へ 注 文

ビニル袋う どん粉 片栗粉
だ し 箸  ね ぎ
ごま ガスボ ンベ

包丁  めん棒  めん板  おわ ん
まな板  ボール  鍋  ゆでか ご
さい箸  ガス コンロ

活 動 内 容 留   意    事 項

1 作 り方 の説 明を聞 く。

2 うどん粉 と水を混ぜ、ぬれ応、き
んで包み80分 程ねかす。

3 粉 を こね る。

4 めん棒 で のばす。

5 切 ってゆで る。

6 み ん なで食事 をす る。

グルー プで作 らせ る。

で きるだけ薄 くのばさせ る。

細 く切 らせ る。

切 るとき、ゆで るとき注意 をさせ る。

湯 を よ く切 らせ る。

ね ぎを切 る人 、だ しを作 る人 、座席

を作 る人、配膳す る人 な ど手分 け させ

る。

座席 な どを考 え楽 しく食事 がで きる

よ うに工夫 させ る。

安全指導の

ポ イ ン ト

包丁 を使 うとき注意 させ る。

ゆでた う どんの湯 を切 るとき、他 の人 に湯がかか らない ように

注意 させ る。
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I 自然 とのふれあい B 自然から創る
39 ロープあそび

ね

ら

い

様 々なロー プの結 び方 を知 り、生活 に活用す
る 。

時  期 通  年 人  数 制 限 な し

時  間 2時 間

時 間 帯 日 中

活

場

動

所

敷地 内

施 設 で 借 り られ る も の 利 用 者 が 準 備 す る も の

施 設 へ 注 文 学校 (個人)持参ロー プ 丸木  結 び方見本

活 動 内 容 留 ′忌 事    項

1 資料 を見 なが ら基 本的 なロー プ
結 びを練習す る。

2 引きとけ結び、腰掛 け結び、て
ぐす結びなどいろいろな結び方を
練習す る。

8 いろいろな結 び方 を使 って遊 び
場 をつ くり、遊 ぶ。

パネルを見 て説 明をす る。

個別指導 をす る。

楽 しい遊 びを工夫 させ る。
グルー プ ごとに ローテー シ ョン して

遊 ばせ る。
きちん と結べ てい るか点検 をす る。

安全指導の

ポ イ ン ト

遊び場を作 って遊ぶ場合、確実に結べているか どうかを点検 し
てか ら遊 ばせ る。

司 1-



I 自然 とのふれあい B 自然か ら創る

つけものづ くり40

ね

ら

い

食事 を工 夫 して作 る楽 しさを味わ う。

簡単 な漬物 づ くりの方法 を学 ぶ。

食事 の楽 しさと家族へ の感謝 の気持 ちを育 て

る。

制 限 な し時  期 通  年 人  数

1～ 2時 間時  間 活

場

動

所

野外 キ ッチ ン

時 間 帯 日 中

利 用 者 が 準 備 す る も の施 設 で 借 り られ る も の

施 設 へ 注 文 学校 (個人)持参

ビニル袋

博  重石  まな板  応、た 包丁

材料 (白 菜 、キ ャベ

ツ、き ゅうり、なす、

大根 、かぶ ら等 )

塩  こんぶ

活 動 内 容 留 周 、 事 項

1 野菜を準備す る。

2 構 に野菜 を一重 に入れ る。

8 その上 に塩を振 りかける。その

上 にまた野菜を並べ、塩 を振 りか

けることを繰 り返す。

4 博 にお、たを して、重石をのせ る。

5

*

一 日お いて食べ る。

簡
・ 野

る
0よ
。野

単 な

菜 と
作 り方
塩 を ビニル袋 の中 に入れ

くもむ。
菜を しば る。

大根、かぶ ら、き ゅうりなどのよう
に固いものは薄 く切 らせ る。

塩加減 は、夏場 は多 め に、冬場 は少

なめ にさせ る。
こんぶ は切 って、野菜 の上 にば らま

かせ る。

安全指導の

ポ イ ン ト

包丁 の使 い方 に注意 させ る。

重石 を足 の上 に落 とさない ように注意 させ る。

羽 2-
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I 自然 とのふれあい C 自然 に親 しむ

1 川遊 び

ね

ら

い

清流 に手や足をつけた りして、 自然 との応、れ

あいを深め る。

5月 ～ 10月 人  数 制 限 な し時  期

時  間 半  日

, ,

恙

時 間 帯 日 中

活

場

動

所

円 山 川

利 用 者 が 準 備 す る も の施 設 で 借 り られ る も の

学校 (個人)持参施 設 へ 注 文

タオル ぞ うり
バスタオル 水着

た も網  長靴  救急バ ッグ

留 意    事    項活 動 内 容

すべ るので走 らせ ない。
手作 りの水鉄砲や船 などを持参 して

遊ぶのも良い。

石 の裏 につ いてい る虫 な ども見つ け

させ る。
両手の幅を狭ばめながら
追い込む。

岩壁に魚を押しつけるよ
うにして補らえる。

＼

1 安全 につ いて話 し合 う。

2 生 きものを探す。

3 川の流れを使 って遊ぶ。

4 感想 を話 し合 う。

安全指導の

ポ イ ン ト

健康観察をす る。
ぞ うりや長靴をはかせ る。走 らせ ない。
石 を投げないように指導す る。
終わ った後の健康管理 を しっか りさせ る。

羽 3-



I 自然 とのふれあい C 自然 に親 しむ
2 ターザ ンごっこ

ね

ら

ヤヽ

野外での遊びの楽 しさを味わ うとともに、体
力づ くりや感覚づ くりをす る。

時  期 春  夏 秋 人  数 制 限 な し

時  間 半  日

時 間 帯 日 中

活

場

動

所

敷地 内

八

施 設 で 借 り られ る も の 利 用 者 が 準 備 す る も の

施 設 へ 注 文 学校 (個人)持参ロー プ (太 い、細 い )
救急バ ッグ

ブラ ンコ板

竹  木

留 意 事 項活 動 内 容

1 何種類 かの遊 び場 を作 る。

。ターザ ンロープ
。木登 り
。つ なわた り
・ 基地づ くり 等

2 グループごとにローテーシ ョン
して遊ぶ。

3 新 しい遊 び を工夫 して遊 ぶ。

ロープの結び方が安全か どうか、枝
が折れ ないか どうかの点検 を しっか り

す る。

各遊 び場 には必ず指導者 がつ く。

安全指導の

ポ イ ン ト

・ ロープの結び方をよ く点検す る。
・ ロープをかけた枝が大丈夫か どうか点検す る。
・ 木か らお りるときよ く注意 させ る。

羽 4-



I 自然 とのふれあい C 自然に親 しむ
3 ナイ トハ イク

ね

ら

い

自然 の神秘性 を体験 し、夜 の 自然 の様子 を観

察す る。

暗闇体験 を通 して、電灯 が ない時代 の生活 に
つ いて理解 を深 め る。

通  年 人  数 制 限 な し時  期

時  間 2時 間

時 間 帯 夜

活

場

動

所

敷地 内

利 用 者 が 準 備 す る も の施 設 で 借 り ら れ る も の

施 設 へ 注 文 学校 (個人)持参

懐 中電燈

長靴  トラ ンシーバ ー 救急バ ッグ

活 動 内 容 留 意    事    項

1 夜 の山の中を歩 く。

2 静かに音 を聞 く。

3 星の観察 をす る。

4 全 ての明か りを消 した後 、暗闇
の中で見 え るものは ないか確 かめ
る。

な
かせ

月

用 し

るべ く少人数 の グルー プごとに歩
る

んミ

て

出てい る場合 は、月 明か りを利

歩 かせ る。

虫や動物 の音 を聞かせ る。

懐中電燈を照 らしす ぎないようにさ

せ る。

暗闇の中でも、わずかな明か りで見
えるものがあることに気づかせ る。

安全指導の

ポ イ ン ト

・  グループで固まって行動 させ る。
・ 長袖、長 ズボ ンを着用 させ、長靴を使用 させ る。
・ 車 の中にマムシ等がいるので気をつけさせ る。

羽 5-



I 自然とのふれあい C 自然 に親 しむ

4 け もの道体験

ね

ら

ヤヽ

・  自然 の山野で 自由に活動 し、探求心 、冒険心
や判 断力 を養 う。

人  数 制 限 な し時  期 通  年

時  間 半  日

時 間 帯 日  中

活  動

場  所

敷地 内

自然観察路

ヽ ヽ

施 設 で 借 り られ る も の 利 用 者 が 準 備 す る も の

施 設 へ 注 文 学校 (個人)持参

軍 手

敷地 内の地 図  コンパ ス
トラ ンシーバ ー 長靴  救急バ ッグ

活 動 内 容 留 眉 、 事    項

地 図の読み方 を押 さえ る。

途中、けものの足跡 な どを探 させ る。

草花 を踏みつ けた り、採 った り、木

の枝 を折 った りさせ ない。

場所 を決め て山の中をス トレー トに

通 り抜 け る体験 を させ て もよい。

。 自然 に興味 を持 たせ る。

* 動物 の足跡

前常後学1飾
澱測鉤

ニホンリス
||
90

シマリス

`B15-7cm

後

中l hm
後

黎I Ⅲm
後

ニホンジカ

キツネ

タヌキ

1 敷地 内にいく通 りかある探検 コー
スの なかで、 どの コー スを とるか

グルー プで相談す る。

2 コース地 図 に従 って探検す る。

3 発見 した ことや不思議 なことな
どをまとめ る。

4 まとめた ことを発表す る。

安全指導の

ポ イ ン ト

グルー プで行動 させ る。
かぶれ る草木 (ウ ル シ、ハ ゼ等 )や マムシに注意 させ る。
長袖 、長 ズボ ンの服装 を させ る。

葛 併



I 自然 とのふれあい C 自然に親 しむ
5 魚 のつかみ どり

0 |

ね

ら

ヤヽ

魚 をつかんだ感触 を味わ い、 自然 とのも、れ あ

いを深め る。

川魚 と食生活 の結 びつ きや魚 の調理方法 を理

解す る。

春  夏  初秋 人  数 制 限 な し時  期

時  間 2時 間 ジ ャブジ ャブ

池

い、 〃

一

―
骨

時 間 帯 日 中

活  動

場  所

利 用 者 が 準 備 す る も の施 設 で 借 り られ る も の

学校 (個人)持参施 設 へ 注 文

魚  まき 塩 水着 か短パ ン

軍手  ぞ う り

た も網  調理用具  火箸  バ ケ ツ

留 意 事 項活 動 内 容

1 グループ分けをする。

2 魚 を放 流す る。

3 魚 を 自由につ かみ どりす る。

4 魚 のつ くりを観察す る。

5 魚 を食 べ る。

1グ ルー プ20名 程度 で させ る。

泳 ぎ方 、逃げ方 を観察 させ る。

素手 でつか ませ る。

全 くつかめない子 も出て くるので、
つかんだ子はい ったん池か ら上げ るな

どの配慮 をす る。

安全指導の

ポ イ ン ト

・  魚を串に刺す とき、手を刺 さないように気をつけさせ る。
・ 火の取 り扱いに注意 させ る。

羽 7-



I 自然 とのふれあい C 自然に親 しむ
6 自然 と友だ ち

9

ね

ら

ヤヽ

自然の中での遊 びを工夫 して遊ぶ ことにより、

自然 とのふれ あいを深め る。

時  期 通  年 人  数 制限 な し

1～ 2時 間時  間 敷地 内

卜 ~ 攀 脚時 間 帯 日 中

活

場

動

所

利 用 者 が 準 備 す る も の施 設 で 借 り られ る も の

学校 (個人)持参施 設 へ 注 文ロープ

軍 手

活 動 内 容 留 意 事 項

1 グループごとに、散策 したい場
所 を決める。

2 自然 の中で の 自由な遊 び を考 え
自由に過 ごす。

・ ターザ ンごっこ

・ 木登 り
。か くれ んぼ
。たんけん  等

や

ヘ

|

ビ
Q

敷地内の地図を見なが ら相談させ る。

野山での危険を知 らせ る。

樹木や草花 を痛 め ない ように遊 ばせ

る 。

安全指導の

ポ イ ン ト

・ 草む らに入 るときは注意 させ る。
・ 木 にぶ らさが った り、登 った りす るときは、枝が大丈夫か どう
かよ く点検 してか ら登 るよう指導す る。

羽 8-



I 自然 とのふれあい C 自然 に親 しむ

7 ネ イチ ャーゲーム

ね

ら

い

楽 しいゲー ムを通 して 自然 を感 じる。

人  数 制 限 な し時  期 通  年

時  間 半  日

どヽ

時 間 帯 日 中

活

場

動

所

敷地 内

施 設 で 借 り ら れ る も の 利 用 者 が 準 備 す る も の

学校 (個人)持参施 設 へ 注 文

ゲー ムに必要 な物

聴診器  ロー プ 救急バ ッグ

留 意    事    項活 動 内 容

1 ゲ ー ム につ い て の説 明 を 聞 く。

2 ゲームをする。 安全 に活動 させ る。

「― (例 )一―――――
i ・ 目隠 し トレイ ル
| ・ 大 地 の窓 … … …

目隠 しを して森 の中を歩 く。
体 に落 ち葉や枯れ草 をかぶせ 、合 図のあ る
まで森 の一部 になる。
木 に聴 診器 を当て、木 の内部 の音 を聞 く。
いろいろな木 の葉 や花 、種子 な どを集 め 2

グルー プ対抗で指示 された ものを取 り合 う。
(植 物 の名前 を熟知 してお くこと )
宝 もの リス トによ って 自然 の中か ら探 し出
す。
一定地域 に獲物 カー ドをば らまき、班 ごと
に 1名 のハ ンター と残 りの猟犬役 で カー ド
をさがす。猟犬 は カー ドを見つ けた ら、ハ

ンターが来 るまで足で踏みつ けハ ンターを

呼び、ハ ンターが取 る。
一定 区域 に 5種 類 の しりと りになる動植物
の絵 を隠 し、班 ごとに一斉 にさが し、 しり
と りの構成 を作 る。
ペ アで片手つ なぎにな り、残 りの手 で立木
を ロー プで くくりつ け る。

木 の鼓動 ……………

木 の葉 のか るた と り

。宝 さが し………………

。グ レー トハ ンテ ィング

・ 林 間 しりと り

・ 縄張 りあ らそ い

3 感想 を話 し合 う。

安全指導の

ポ イ ン ト

危 険物 、危 険 な場所 の点検及 び立 ち番 をす る。

葛 9-



I 自然 とのふれあい C 自然 に親 しむ
8 イニシアテ ィブゲーム

ね

ら

い

課題 を グルー プで解決す ることによ り自己実

現 を図 り、集団での活動 の仕方を学ぶ とともに、

責任感や 問題解決能 力を養 う。

通  年 人  数 制 限 な し時  期

時  間 半  日

時 間 帯 日  中

活

場

動

所

敷地 内

施 設 で 借 り られ る も の 利 用 者 が 準 備 す る も の

施 設 へ 注 文 学校 (個人)持参丸太  ロー プ た こ糸 救急バ ッグ

活 動 内 容 留 意 事 項

1 ゲー ムにつ いての説 明を聞 く。

2 課題 に取 り組む。 安全 に活動 させ る。
指導者は教えない。
時間を十分与え、達成できるように
配慮す る。

― (例 )一―――――一一―
・  ビー ム (2本 の丸太 を固定 し、 グルー プ全員で一方か ら反対側 に丸
太 を乗 り越 え る )

エ レク トリ ックフ ェンス (3m程 度 の間隔 の木 4本 に高 さ1.5mで
ロー プをは り、丸太を一本お く。 ロープに囲まれた広場の中か らグルー
プ全員が立 ち木や ロー プに心、れず に外へで る )

バ ックフライ ング (lmほ どの高 さか ら、後 ろ向き直立 の姿勢 で後
ろに倒れ る。他 の ものは全員 で受 け とめ る。全員交代す る )

くもの巣 (2本 の木 を利用 して地面 か ら30 cm～ 180cmぐ らいの範 囲
でた こ糸を使 い、 くもの巣 をつ くる。 グルー プ全員 が一方か ら反対側
に くもの巣 につかえ ないように通 り抜 け る )

ライ ンナ ップ (3mほ どの間隔の立 ち木を利用 して、80 cmぐ らいの
高さで丸太 を固定す る。全員が一列 に並び指定 された順 に丸太の上で
並び変わ る。立ち木 につか まった り、落 ちた りした らや り直す )

3 感想 を話 し合 う。

安全指導の

ポ イ ン ト

丸太 を しっか り固定す る。
応、ざけた り しない ように安 全指導 を徹底す る。

各 ゲー ムの場所 に指導者 がつ き、必要 な時 は必ず補助 をす る。

―-7卜



I 自然 とのふれあい C 自然 に親 しむ

どん ぐりこま大会9

ね

ら

い

・  自然 の物 を利用 して遊 び道具 を作 り、遊ぶ こ
とによ って 自然へ の興味関心 を高め る。

・  自分た ちの力で大会 を運営す ることによ り、
自主 的、実践的 な態度 を育 て る。

制 限 な し時  期 秋 人  数

半  日時  間 活

場

動

所

工作館

馨
盈

税
時 間 帯 日 中

利 用 者 が 準 備 す る も の施 設 で 借 り ら れ る も の

施 設 へ 注 文 学校 (個人)持参

つ まよう じ
ビニル袋

画び ょう

接着剤  くぎ

はさみ  きり

留 屈 、 事    項活 動 内 容

1 どんぐり拾いをする。

2 こまづ くりをする。

〈穴のあけ方〉

⇒

はじめ画びょうで小さ

な穴をあけ

くぎやヒートンでぐる

ぐるまわしながら穴を

あける

3 よく回るように手直 しをする。

4 大会をする。

長靴 を着用 させ る。

き りの取 り扱 いに注意 させ る。

つ まよう じの長 さな ど工夫 させ る。

個人や班 な どでいろいろ工夫 させ る。

→くぎ

そこから穴をあける

゛
′

ヨ箸→
よ 剤
う の
じ つ
を い
さ た
し
こ
む

つまようじの

先を少し出す

安全指導の

ポ イ ン ト

カ ッターや き りの取 り扱 いに注意 させ る。

―-71-一



I 自然とのふれあい C 自然 に親 しむ
10 夜 とあそぼ う

ね

ら

い

視覚だけにたよらず、聴覚、嗅覚、触覚を使 っ

て暗闇の 自然を感 じる。

通  年 人  数 制 限 な し時  期

時  間 1～ 2時 間

時 間 帯 夜  間

活

場

動

所

自然観 察路

∈
抄

将   ◆ V

施 設 で 借 り られ る も の 利 用 者 が 準 備 す る も の

施 設 へ 注 文 学校 (個人)持参

懐 中電燈

活 動 内 容 留 意 事 項

1 暗 い野 山の中 に感 じるものを探
す 。

2 班 ごとに時間 を決 めて、音 をた
よ りに暗闇 を歩 く。

* 例
笛 の音→ 竹 をたた く音→ 石 の音
→ 草 の音→ 木 の音→鈴 の音

3 元 の場所 に帰 って、暗闇で気が
つ いた ことを話 し合 う。

木や草 の中か ら人間の姿や顔 に見え
るものを探 させ た り、夜 に活動す る動

物 の気持 ちを考 え させ る。

音をたよ りに歩 く方向を探 させ る。
あまりにも暗す ぎる場合は、各班 に
カンテラや ろうそ く等 を用意す る。
各ポイン トには、約 1分 おきに音を
出す人を配置す る。
音の順番を知 らせてか ら出発させ る。

暗闇 を素材 に した話 を作 らせ て もよ
い 。

安全指導の

ポ イ ン ト

事前 に コースの安全、音 を出す場所 の確認 を してお く。

長袖 、長 ズボ ンを着用 させ 、長靴 を使用 させ る。
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I 自然 とのふれあい C 自然に親 しむ
11 雲海登 山

早朝登 山を通 して 自然 の神秘性 、美 しさ、偉

大 さに気づ く。

自分 の足で登 った達成感 を味わ うとともに、

仲間 との連帯感や協調性 を育 て る。

ね

ら

ヤヽ

人  数 制 限 な し時  期 秋

時  間 半  日

早朝 (6時 出発 )

活

場

動

所

朝来 山

静

尋 ど爺彦
φ  φ
つ

√

静

時 間 帯

施 設 で 借 り られ る も の 利 用 者 が 準 備 す る も の

施 設 へ 注 文 学校 (個人)持参

水筒

帽子

タオル

軍手

トラ ンシーバ ー 救急バ ッグ
無線機  説 明用地 図

弁 当

活 動 内 容 留 意 事 項

コース、意義 、安全 な どにつ いて指

導す る。

天候 の変化へ の対応 を指示す る。

健康観察 を し、必要 な指導 をす る

グルー プ別登 山や コース別登 山等

方法 を工夫 させ る。

ゴミはすべて持 ちかえ らせ る。

・  走 らないようにさせ る。
・ 植物観 察やバ ー ドウ ォッチ ングを し
なが ら下 山 させ る。

1 登 山につ いての注意 を聞 く。

2 出発す る。

3 山頂で朝食 を食べ る。

4 下山する。

安全指導の

ポ イ ン ト

コースは天候 や体調 な どに応 じて変更す る。

帽子 を着用 させ る。汗 をかいた場合 はす ぐに体 を拭 かせ る。

下 りで走 らせ ない。
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I 自然とのふれあい C 自然に親 しむ
12 朝来 山登 山

ね

ら

ヤヽ

美 しい 自然の中で、健康 な体 をつ くるととも
に、強 くた くま しい精神を育てる。

時  期 通  年 人  数 制 限 な し

時  間 半  日

時 間 帯 日  中

活

場

動

所

朝来山

欝

t士イイ`と

留

it'

―
欝

`ギ

呼‐

'

卸
ドぎや

施 設 で 借 り ら れ る も の 利 用 者 が 準 備 す る も の

施 設 へ 注 文 学校 (個人)持参

タオル  水筒
帽子  軍手

説明用地図  トランシーバー
無線機  救急バ ッグ

活 動 内 容 留 意 事    項

1 登山について話を聞 く。

2 登 る。

・ 植物観 察

・ バー ドウ ォ ッチ ング

3 山頂 で景色 を ながめ る。

4 下山する。

コース、意義 、安全 な どにつ いて指

導す る。
登山 コースをグループで決め させ る。

健康観 察 を し、必要 な指導 をす る。

グルー プ別登 山や コース別登 山等 、

方法 を工夫 させ る。

眺望 を説 明す る。

走 らないようにさせ る。

安全指導の

ポ イ ン ト

天候 、体調 に応 じて、行程 の変 更を考 え る。

長袖 、長 ズボ ン、帽子 を着用 させ 、軍手 を持参 させ る。

下 りで走 らせ ない。
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I 自然とのふれあい C 自然に親 しむ
13 竹 田城ハ イキ ング

地 域 の歴 史や産業 を知 り、昔 の人 々の工夫や

努 力を理解す る。

強 くた くま しい心 と身体 を育 て る。

ね

ら

ヤヽ

人  数 制 限 な し時  期 通  年

時  間 1    日

盛

日 中

活

場

動

所

竹 田城跡

時 間 帯

利 用 者 が 準 備 す る も の施 設 で 借 り られ る も の

学校 (個人)持参施 設 へ 注 文

弁 当 水筒  タオル
帽子

トラ ンシーバー 竹 田城 の資料
無線機  地 図 救急バ ッグ

留 意    事    項活 動 内 容

事前調査 し、調査 ポイ ン トを把握 し

指導す る。
トイ レの場所 を知 らせ てお く。

交通安全指導 をす る。

事前 に学習 させ る。

ゴミはすべて持ち帰 らせる。

登 山道が急 なので十 分気 をつ けさせ

る 。

1 施設 か ら竹 田城 まで歩 く。

2 竹 田城 の歴史 を聞 く。

3 食 事 をす る。

4 下山する。

安全指導の

ポ イ ン ト

交通安全 に気をつけさせ る。

施設 に帰 った ら、ゆ っくり休 ませ る。
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I 自然とのふれあい C 自然に親 しむ
14 一 人 テ ン ト

ね

ら

い

・ 野外で寝 ることによ り、夜 の 自然 を感 じる。
。 一人ば っちの体験 を通 して、 自己を見つめ 自
立心 を養 う。

時  期 春  夏 秋 人  数 90名

時  間 1    平白

時 間 帯 夜

活  動

場  所

キ ャンプ場
森 のスポー ツ
広場

′

′

′

′

施 設 で 借 り られ る も の 利 用 者 が 準 備 す る も の

施 設 へ 注 文 学校 (個人)持参一人用 テ ン ト 無線機  寝袋
断熱 マ ッ ト

まき 虫 よけ 懐 中電燈

活 動 内 容 留 意 事 項

1 自分が泊 まるテ ン トを設営す る。

2 宿泊す る。

3 テン トを撤収する。

健康観察を し、適切 な配慮 をす る。

天候 の変化 に対応す る計画を してお
く。

多人数の場合 は ローテーシ ョンを組
んで泊 ま らせ る。

静か に夜 間巡視 をす る。

安全指導の

ポ イ ン ト

健康観察を し、必要 な指導をす る。
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I 自然とのふれあい C 自然に親 しむ
15 サイク リング

地域 の様子 を見学 し、人 々の生活へ の関心 を

深 め る。

周辺 の 自然 の様子 を観察す る。

強 くた くま しい心 と身体 を育 て る。

ね

ら

い

人  数 130名時  期 通  年

時  間 1    日

日  中

活  動

場 所

山東町

和 田山町
時 間 帯

施 設 で 借 り ら れ る も の 利 用 者 が 準 備 す る も の

施 設 へ 注 文 学校 (個人)持参

タオル  帽子
水筒

自転 車
無線機

地 図  トラ ンシーバー
救急バ ッグ ヘル メ ッ ト

弁 当

留 意    事    項活 動 内 容

グループごとにコースを決定 させ る

か、選択 コースの中か ら選ばせ る。

健康観察を し、必要 な配慮をす る。

課題 を設定 させ る。

ブ レーキの使 い方やチ ェンジの切 り

替え等 を十分に練習 させ る。

交通安全に気をつけさせ る。

危険箇所及びポイン トに必ず指導者
がつ く。

課題 につ いて調 べた ことを発表 させ

る 。

1 地 図を見なが ら、サイク リング
コースを決定す る。

2 自転車 の練習 をす る。

3 サイクリングをする。

4 発表会をする。

安全指導の

ポ イ ン ト

健康観察を しっか りす る。

交通安全指導 を徹底す る。

特 に下 り坂のス ピー ドの出 しす ぎに注意 させ る。
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I 自然 とのふれあい C 自然 に親 しむ
16 ア ドベ ンチ ャーハ イキ ング

友だちと協力 し合い、いろいろな問題を解決
しなが ら目的を達成す る過程を通 して、友だち
との応、れあいを深め るとともに、 自主性や判断

力、連帯感を育てる。
健康 な,身 体をつ くり、た くま しい精神力を
養 う。

ね

ら

ヤヽ

時  期 通  年 人  数 制 限 な し

時  間 1     日 活

場

動

所

但馬 丹波
播磨

誉

い
榊

桑

0

時 間 帯 日 中

施 設 で 借 り られ る も の 利 用 者 が 準 備 す る も の

施 設 へ 注 文 学校 (個人)持参冒険先紹介資料

交通機 関料金表

救急バ ッグ

地 図 時刻表
計画 カー ド

弁 当 タオル  帽子
水筒  お金

活 動 内 容 留 意 事 項

1 ア ドベ ンチ ャーハ イクの 目的 と
冒険先 の コースにつ いて説 明を聞
く。
2 グルー プごとに コースを決 め、
計画 を立 て る。

3 グルー プごとに出発す る。

4 分か った ことや感想 を まとめ 、
発表す る。

コースをい くつか提示 し、選択 させ

る 。

事前 に学習 させ る。

計画 をチ ェ ック し助 言を与 え る。

(経 路 、時間、交通機 関、必要経費、
係 分担 、記録等 )

課題 を持 たせ る。

安全指導 を徹底す る。

緊急時 の体制 を確認 してお く。

指導者 は、子 どもた ちの 自主性 、主

体性 を伸 ばす指導 をす る。

困 った こと、お も しろか った こと、

学 んだ こと、み ん なで解決 した ことな

どを グルー プ ごとにまとめ させ る。

自分たちでや り遂げた ことを評価 し、

生活や活動へ の意欲 を高め るようにさ

せ る。

楽 しい発表会 にさせ る。

安全指導の

ポ イ ン ト

・ 健康観 察 を しっか り
。 安全指導 を徹底す る
。 コー スの下 見 を して

する。

危険箇所 の把握 を よ くしてお く。

―-78-一



I 自然 とのふれあい C 自然 に親 しむ

17 雪 と友だ ち

雪 の中で のびのび活動 し、五感 を通 して雪 と

親 しみ、冬 の 自然へ の興味関心 を育て る。
ね

ら

い

人  数 制 限 な し時  期 通  年

半  日時  間

日 中  夜

活

場

動

所

芝生広場
森 のスポー ツ
広場

C〕

0

(1

σ

@ 鰺
0 0

も

儀

9G

9

時 間 帯

施 設 で 借 り られ る も の 利 用 者 が 準 備 す る も の

施 設 へ 注 文 学校 (個人)持参ス コップ バケツ

活 動 内 容 留 意 事 項

1 雪の申で遊ぶ約束等 を話 し合 う。

2 雪 の中で遊 ぶ。

雪上 リレー

まとあて
雪合戦
雪浴 び

雪玉作 り
そ り遊 び

3 雪 を使 って作 る。

雪だ
雪像
か ま
アイ

る ま

くら
スク リーム

4 雪 の山林 を歩 く。

5 感想 を話 し合 い、かたづ け る。

危険 な行動を しないよう約束 させ る。

雪 の中 に石や植木 が ない所 で活動 さ
せ る。

雪
させ

か

明か

の大工作 りか ら雪像作 りへ と続 け
る。
ま くらを作 って、夜 、
りをつ け、その中で過

ロー ソ クで

ごさせ る。

雪が落 ちる様子、冬芽、足跡等 を観
察 させ る。

雪 の中 に道具 が残 ることが あ るので

数 を確 認す る。
健康管理 に十分気 をつ け る。

安全指導の

ポ イ ン ト

。 道具で怪我 を しないよ う指導す る。
・ 顔 に雪玉 をあて ない よう指導す る。
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I 自然 とのふれあい D 自然を守る
1 山の仕事

ね

ら

い

木 を育 て ることの必要性や苦労、楽 しみ な ど

につ いて話 を聞 き、 自然 を愛す る心 を育 て る。

枝 うち作業 を通 して、勤労体験 のす ば ら しさ

を学 んだ り、先輩 か ら後輩へ と受 け継 ぎ、山を

守 ってい くことの大切 さを学ぶ。

人  数 制 限 な し時  期 通  年

時  間 1    日

時 間 帯 日  中

活  動

場  所

敷地 内

ゝ

施 設 で 借 り ら れ る も の 利 用 者 が 準 備 す る も の

施 設 へ 注 文 学校 (個人)持参

軍手  タオル
水筒

なた  の こぎ り 無線機
救急バ ッグ ヘル メ ッ ト 長靴
脚立

活 動 内 容 留 思 事    項

植林関係者の協力を得 るとよい。

道具の正 しい取 り扱い方を指導す る。

ハチなどに気をつけさせ る。

近 くで、す ぐに指導 で き るように、

指導者 を配置す る。
なたや枝 を振 り回 した り しない よう

に気 をつ けさせ る。
払 った枝 は、薪 にす るので小 さ く切

り、指定 の場所 に運 ばせ る。

ノー トや模造 紙 にまとめ る。

1 山の仕事 につ いて話 を聞 く。

2 枝 うちの仕方 について話を聞 く。

3 グルー プごとに作業 をす る。

4 枝 うちの感想 を話 し合 う。

安全指導の

ポ イ ン ト

道具の正 しい使 い方を指導す る。

長袖、長ズボ ンを着用 し、長靴、軍手を使用 させ る。
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I 自然 とのふれあい D 自然を守る
2 下草刈 り

ね

ら

ヤヽ

下草刈 りの必要性を学び、山林を育て愛護す
る心を育てる。

人  数 制 限 な し時  期 春  夏 秋

時  間 半  日

日 中

活

場

動

所

敷地 内

f

時 間 帯

施 設 で 借 り られ る も の 利 用 者 が 準 備 す る も の

施 設 へ 注 文 学校 (個人)持参鎌  長靴  救急バ ッグ

軍手

帽子

タオル

水筒

活 動 内 容 留 意 事 項

1 下草の刈 り方 について話を聞 く。

2 グルー プごとに場所 を決め る。

3 下 草刈 りをす る。

4 後 かたづ けを して、感想 を話 し
合 う。

下 草刈 りの必要性 につ いて話 を聞か

せ る。

鎌 の使 い方 を よ く指導す る。

鎌 の持 ち方 、刈 り方 、刈 る姿勢

場所 は施設職員 と相 談す る。

かぶれ るおそれ のあ る木や草 に注意

させ る。

軍手 をさせ る。

刈 った あ との草 の処理 は施設職員 と

事前 に相談す る。

安全指導の

ポ イ ン ト

鎌 で足 を切 らないよ うに注意 させ る。
マ ムシやハ チ につ いて事前指導す る。

長靴 、軍手 を使用 させ る。
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I 自然 とのふれあい D 自然を守る

3 植  樹

ね

ら

い

自然学校 を体験 で きた ことへ の感謝 の気持 ち

を養 う。

植樹す ることによ り、 自然 を守 ろうとす る心

を育 て る。

時  期 春 。夏 。秋 人  数 制 限 な し

時  間 1時 間

ヂ

時 間 帯 日 中

活

場

動

所

敷地 内

利 用 者 が 準 備 す る も の施 設 で 借 り ら れ る も の

学校 (個人)持参施 設 へ 注 文

苗  添木用 くい 学校 で育 てた苗木

軍手

ス コップ バケッ  くわ  つ るは し
長靴  かけや

留 意 事 項活 動 内 容

1 植樹することの意義を話 し合う。

2 植樹場所 を整地す る。

3 植樹 をす る。

施設職員 と相談す る。

植林 関係 団体 の協 力を得 るとよい。

* 苗は どん ぐりを発芽 させたものを使 っ
て も良い。

安全指導の

ポ イ ン ト

長靴、軍手を使用 させ る。
つ るは し、ス コ ップの使 い方 に注意 させ る。

-8許



I 自然とのふれあい D 自然を守る

石けんづ くり4

ね

ら

い

廃 油か ら石 けんを作 ることによ り、資源 の有

効利用 につ いて関心 を高め る。
よ り良い環境を守 っていこうとす る態度を育
てる。

時  期 通  年 人  数 制 限 な し

時  間 半  日

時 間 帯 日 中

活

場

動

所

野外 キ ッチ ン

自然観 察館

利 用 者 が 準 備 す る も の施 設 で 借 り られ る も の

施 設 へ 注 文 学校 (個人)持参

水酸化ナ トリウム

ソーダ灰  廃油
ガスボ ンベ

軍 手

一斗缶  はか リ バケツ
ガス コンロ リッ トル升

活 動 内 容 留 意    事    項

水酸化 ナ トリウムは教 師が扱 う。

* 缶 に廃 油 2 kgと 水 3Vと 水酸化 ナ
トリウム0,3 kgの 割合で入れ る。

。 火の取 り扱 いに注意 させ る。
・ 棒 でか き混ぜ 、吹 き こばれ ないよう
にさせ る。

教 師が扱 う。

さめてか ら取 り出させ る。

1 廃油 、水 、水酸化 ナ トリウムを
混ぜ る。

2 小 さい缶 に小分 け し加熱す る。

3 ソーダ灰を加える。

4 型 に入れ て固め る。

5 石 けんを使 って手 を洗 った り、
洗櫂 を した り してみ る。

安全指導の

ポ イ ン ト

水酸化ナ トリウムや ソー ダ灰 は、教師が取 り扱 う。

火の取 り扱いに注意 させ る。

一-84-―



I 自然 とのふれあい D 自然を守る

5 アル ミ缶 ブローチ

アル ミニ ュウムの空缶 を利用 して、アクセサ

リーを作 ることによ り、資源 の有効利用 に関心

を持つ。

ね

ら

い

制 限 な し時  期 通  年 人  数

半  日時  間

日 中

活

場

動

所

野外 キ ッチ ン

つ

O

孵 、
〕

時 間 帯

施 設 で 借 り られ る も の 利 用 者 が 準 備 す る も の

施 設 へ 注 文 学校 (個人)持参

布  金属磨 き
金属用接着剤

はさみ 鉄の空缶  砂  ペ ンチ
やす り

炭

活 動 内 容 留 意 事 項

1 アル ミ缶の内外を洗い、乾かす。

2 アル ミ缶 をふたつ に切 る。

3 炭をお こ し、鉄 の缶を乗せて、
熱す る。

4 器 に砂 を入れ 、作 りた い形 の物
を押 し込 んで形 をつ くる。

5 鉄 の缶が真 っ赤 に
ミ缶 を入れ て溶 かす

なった らアル

6 溶 けた アル ミを型 に流 し込む。

7 水 に入れ て冷 やす。

8 やす りで削る。

9 布 で磨 く。

10 接着剤で ブローチ ピンをつける。

一つのペ ンダン トを作 るのに空缶 を
1個 用意 させ る。

下 か ら十分 に空気 を送 らせ る。

レンガの上 にアル ミの溶 けた ものを
落 と して も面 白い形 がで きる。

アル ミ缶は必ず切 り口を上に して入
れ る。
アル ミが溶けて表面 に薄い膜ができ
るがそのままに してお く。
ペ ンチで鉄 の缶をつかみ静かに流 し
込 ませ る。

金 属みが きを布 につ け る。

金属用接着剤 を使用 させ る。
ペ ンダン トにす るな ら、 ドリルで穴
を開ける。

安全指導の

ポ イ ン ト

アル ミ缶 の切 り口を上 に向けて溶かす。

火傷 を しないよう、静かに型 に入れ させ る。
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I 自然 とのふれあい D 自然を守る

水中生物 と水質検査6

ね

ら

い

水 中 にもいろいろな生物が住 んで い ることに

気づ く。

水中にすむ生物の種類 によって、水質を調べ

ることができるようにす る。
美 しい川の大切 さについて関心を深め、環境
を守 っていこうとす る態度 を育てる。

時  期 通  年 人  数 制 限 な し

時  間 半 日～ 1日

時 間 帯 日  中

活

場

動

所

自然観 察 館

円 山川 な ど

施 設 で 借 り ら れ る も の 利 用 者 が 準 備 す る も の

施 設 へ 注 文 学校 (個人)持参

水着や短 パ ン

ぞ う り 帽子
タオル

水 中生物 図鑑  バ ケ ツ ルーペ
ペ トリ皿  バ ッ ト ピンセ ッ ト
木 の粋  解剖顕微鏡  顕微鏡
水 中生物 と水質 の資料  長靴

留 厄 、 事 項活 動 内 容

1 調査場所 を決 め る。

2 木 の枠 をお き、その範 囲内の生
物 を採 集す る。

3 生物 を観察す る。

4 生物 と水質の関係 を調べ る。

グルー プごとに違 った場所 か ら採 集
させ る。

下流 に網 を用意 して生物 が流 された

りつ応ミれた りしないように採集 させ る。

バケ ツに入れ させ る。

バ ッ トに移 し変 えてか ら、ペ トリ皿

に同 じ種類 ごとに分 け、名前 、数 な ど

を調べ させ る。

天気 が よけれ ば現地 で、雨の場合 は

施設 に持 ち帰 って調べ る。

水中生物 と水質の資料 によって、水

質を調べ、まとめさせ る。

安全指導の

ポ イ ン ト

採集時は長靴等 をはかせ る。
採集場所 の安全を確認す る。
川床はすべ りやす いので気をつけさせ る。

-8併



I 自然とのふれあい D 自然を守る
7 雨水 の酸性度 しらべ

ね

ら

い

大気汚染 につ いて関心 を持たせ るとともに、

雨水 の異常 につ いて調べ る技術 を身 につけ る。

環境 問題 につ いて考 えさせ 、 自然 を愛す る心

を育 て る。

通  年 人  数 制 限 な し時  期

時  間 2時 間 自然観 察館

時 間 帯 日中 (雨 天 )

活

場

動

所

利 用 者 が 準 備 す る も の施 設 で 借 り られ る も の

学校 (個人)持参施 設 へ 注 文

PHパ ックテス ト

酸性雨調査の道具  ビー カー
ビデオソフ ト

留 意   事    項活 動 内 容

1 調査 の方法 の仕方 につ いて話 を
聞 く。

2 雨 水 を集 め 、 調 べ る。

* 良い例
Ⅲ′,

lXlm程度のきれいなビニルシート

* 悪い例
′′,′ ′//′

′′′′

′,,,IP′

′

管拗ヽ
L

6む

3 酸性雨 につ いて話 し合 う。

不純物 が入 らない ように直接雨水 を

とる。

酸性 雨が人間 に どん な影響 を与 え る

のか話 し合わせ る。
ビデオ、写真 な どを見 なが らよ り現

実 の もの と感 じさせ る。

酸性雨 の原因や地球規模 の現象で あ

ることを知 らせ る。

安全指導の

ポ イ ン ト

縄 7-



I 自然 とのふれあい D 自然を守る
8 ゴ ミな し料理

ね

ら

ヤヽ

買い物や料理をす る中で、消費生活のあ り方
が環境 と結びついていることを知 り、 自分たち
の生活を工夫 しようとす る意欲や態度を育てる。

時  期 通  年 人  数 制 限 な し

時  間 1    日

時 間 帯 日 中

活

場

動

所

野外 キ ッチ ン

~ヽ
     
ヽヽ・,'′・・・::,..__

施 設 で 借 り ら れ る も の 利 用 者 が 準 備 す る も の

施 設 へ 注 文 学校 (個人)持参野外炊事用具  自転車
ヘル メ ッ ト

ま き 軍手  応、きん
お金
ナ ップサ ック

活 動 内 容 留   意    事 項

1 ゴ ミの出ない買い物 の工夫 につ
いて話 し合 う。

2 買い物 を して、料理 を作 る。

3 どう しても残 った物 について考
える。

4 燃 え ない ゴ ミを燃 や してみ る。

* 観察項 目
燃 え方 、炎 の色、煙 の色 と臭 い

燃 えかす の色 と様子 、燃 えつ き
た時 間

5 生活す る上で ゴ ミを少 な くす る
方法 を話 し合 い、 まとめ る。

必要 な量だ け買 う、無駄 な包装 を さ
け る等 につ いて話 し合わせ る。
材料 のす べ てを使 う料理 の工夫 を さ
せ る。

交通安全 に気 をつ け させ る。

残 った ものを分別 し
て活用 を考 え させ る。
材料 の端 ……料理 して
入れ物 ………活用 を考

目の前 に置 い

食べ る。
える。

燃 え ない ゴ ミが本 当に燃 え ないのか

実験 し、記録 させ る。

* 生 ゴ ミや燃 え ない ゴ ミを種類別 に分
け、 どれ も 5 cm四 方 に切 り、スチール
缶 の中 に入れ 、下 か ら焚 火で熱す る。

ゴ ミによ っては処理 に困 った り、有
毒 ガスを 出す ものが あ ることに気づか
せ る。

安全指導の

ポ イ ン ト

交通安全 につ いて指導す る。
包丁 の使 い方や火 の取 り扱 いに気 をつ け させ る。

―-88-―



Ⅱ 人とのふれあい活動

A人 に 学 ぶ



H 人とのふれあい A 人 に学ぶ

1 軽 スポー ツ

ね

ら

い

・ 運動す ることの楽 しさを知 る。
・ 軽 スポーツを楽 しむ技術、態度を身につける
ことで、生活のあ らゆる機会を通 してスポー ツ

を楽 しむ習慣 を養 い、スポーツを生活化す る。

人  数 制 限 な し時  期 通  年

時  間 半  日

時 間 帯 日 中

活

場

動

所

森 の ス ポ ー ツ

広 場

芝 生 広 場

|

施 設 で 借 り ら れ る も の 利 用 者 が 準 備 す る も の

施 設 へ 注 文 学校 (個人)持参ゲートボール フリスビー 長なわ ミニサッカー
ペタンク グラウンドゴルフ ターゲットバードゴルフ
ディスクゴルフ ソフトノミレーボール キャッチング・
ザ・スティックどんイぎあ ロープ・ジャンプ レッツ・
プレー・バンブー バージャンプ リング・キャッチ
サークル・ジャンプ 得点表

留 意    事    項活 動 内 容

・ 各種 日ごとのルールが定着す るよう
指導をす る。

数種 目をローテーシ ョンして実施す
るのもよい。

特 に、ステ ィ ックを利用す る場合 は

相手 との距離 を十分 にと らす。

1 準備運動をす る。

2 軽スポーツを楽 しむ。

3 整理運動 をす る。

4 後かたづけをす る。

安全指導の

ポ イ ン ト

準備運動、整理運動を しっか り行 う。

各種 目の特性 に応 じて、安全面の注意を徹底す る。

―-89-一



Ⅱ 人とのふれあい A 人 に学ぶ

2 オ リエ ンテーシ ョン

ね

ら

い

施設 が有効かつ安全 に利用 で きるように、使

用上 の注意 を知 る。

通  年 人  数 制 限 な し時  期

時  間 80  分

嵐時 間 帯 日 中

活  動

場  所

大屋根広場

生活棟

施 設 で 借 り られ る も の 利 用 者 が 準 備 す る も の

施 設 へ 注 文 学校 (個人)持参ビデオデ ッキ ビデオテープ

留   意    事 項活 動 内 容

児童 にと って施設 を利用す ることが

楽 しくなるように説 明す る。

健康安全 に気をつけ ることが一番大

切であることを強調す る。

入校式等が長びいていた り、児童が

疲れていて周知徹底 させ ることが難 し
いときは、各生活棟 ごとに話 しても ら

う。

ビデオは、事前 に学校で視聴 しても
よい。

1 施 設 の利用 の仕方 につ いて説 明

を聞 く。

2 オ リエンテーシ ョンビデオを見
る 。

安全指導の

ポ イ ン ト

日常の生活環境 との違 いか らおきる怪我や病気 について十分指

導す る。

判 卜



H 人 とのふれあ い A 人に学ぶ

8 自然学校発表会

ね

ら

ヤヽ

自然学校 の中で調査研究 した ことや創作 した

もの等 を発表す る。

日頃学校 ではで きない学習 の意義 に気づ き、

友 だ ちの 良さや素晴 ら しさを発見 し、相互 の個

性 の伸長 を図 る。

時  期 通  年 人  数 制限 な し

時  間 1時 間～半  日 生活棟

自然観察館
時 間 帯 日 中

活

場

動

所

利 用 者 が 準 備 す る も の施 設 で 借 り られ る も の

学校 (個人)持参施 設 へ 注 文

筆記用具  模造紙
マ ジ ック

マイク ホワイ トボー ド
視聴覚機器

活 動 内 容 留 意 事 項

1 発表のテーマを決定する。

水辺 の生 き物 につ いて

自然観察路 の植物 につ いて

竹 田城 の歴 史 につ いて

はさまの古墳 につ いて 等

2 発表 内容 をまとめ る。

3 発表する。

4 感想 を話 し合 う。

個人や グルー プで テーマを決定 させ

る 。

テーマ設定理 由、調査方法、わか っ

た こと、感想等 ポ イ ン トを しば って ま

とめ させ る。

。 まとめ、発表等すべての児童が手分
けを して作 り上げさせ る。

それぞれの良さを認め合い、 自由研

究へ と発展す るように指導す る。

発表 した ものを しば らく展示 させ る。

安全指導の

ポ イ ン ト
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H 人 とのふれあい A 人 に学ぶ
4 家族へ の手紙

ね

ら

ヤヽ

。 自然
愛 を培
・  手紙
理解 を

学校 での様子 を手紙 な どで知 らせ 、家族

つ
を

深
書 く機会を与えて、書き方 についての
める。

制 限 な し時  期 通  年 人  数

時  間 1～ 2時 間

時 間 帯 フ リー

活

場

動

所

生活棟

ヽ 、、

施 設 で 借 り られ る も の 利 用 者 が 準 備 す る も の

施 設 へ 注 文 学校 (個人)持参郵便番号簿

筆記用具  切手
はが き 便箋
封筒

活 動 内 容 留 意 事 項

1 手紙 、はが きの基本的 な書 き方
につ いて説 明を聞 く。

2 各 自、 自然学校 におけ る活動や
生活を振 り返 り、手紙に書 き表す。

8 書 いた文や あて先等 を見直す。

4 手紙を投函する。

楽 しか った こと、新 しく学 んだ こと

な ど、 自然学校 での様子が よ くわか る

ように書かせ る。

郵便番 号 、住所 、氏名 な ど書 きまち

が いや抜 か してい るところが ないか点

検 させ る。

手紙 は、切手 を各 自で貼 らせ る。

自然学校 の前半 に書 き、投函す る方

が よい。

施 設 のポス トを利用 させ る。

安全指導の

ポ イ ン ト
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H 人とのふれあい A 人に学ぶ

5 作品鑑賞会

いろいろな作品を鑑賞す ることにより、創作

のすば らしさや喜びを味わ う。
友だちや地域の人 々とのふれあいを深める。

ね

ら

い

人  数 制 限 な し時  期 通  年

時  間 2時 間

日 中

活

場

動

所

工作室

自然観 察館

審

時 間 帯

施 設 で 借 り ら れ る も の 利 用 者 が 準 備 す る も の

施 設 へ 注 文 学校 (個人)持参

ク リップ

展示板  長机

留 意    事    項活 動 内 容

全員で協 力 して、準備 をさせ る。

地域の人を招待す る場合は、事前 に

案 内状を作 らせ配布す る。

(施 設職員 と事前 に打ち合せをす る。)

展示 の仕方 を工夫 させ る。

作 品 を大切 に取 り扱わせ る。

説明や工夫、苦労についての一言メ ッ

セー ジをつ け させ て も良い。

工夫 してい るところ、す ば らしい と

ころな ど、友 だ ちの作 品の よい ところ

を認 め合わ させ る。

1 作品展示 の準備 をす る。

2 作品 を展示す る。

3 作品を鑑賞す る。

安全指導の

ポ イ ン ト

判 3-



II 人とのふれあい A 人 に学ぷ
6 自然学校 の絵本・ 絵巻物づ くり

ね

ら

ヤヽ

自然学校の思い出を絵本や絵巻物 に表現 し、
創作の喜びを味わ うとともに、 自然学校のまと

めをす る。
簡単 な絵本や絵巻物の作 り方を理解す る。

時  期 通  年 人  数 制 限 な し

時  間 半 日～ 1日

時 間 帯

活

場

動

所

生活棟

工作室

‐‐ボ
‐

日 中

施 設 で 借 り られ る も の 利 用 者 が 準 備 す る も の

施 設 へ 注 文 学校 (個人)持参はさみ  カ ッターナイフ
カ ッテ ィングマ ッ ト

の り 巻 き紙 筆記用具  絵 の具
マ ジ ック 画用紙
厚紙  模造紙

活 動 内 容 留 意    事 項

1 自然学校 の思 い出に残 るい ろい
ろな場面 を絵 日記風 に画用紙か模
造紙 にまとめ る。

2 表紙、 とび ら、裏表紙 、 目次 な
どを作 る。

3 それぞれを張 り合わせ、絵本 と
してまとめ る。

4 お互 いに鑑賞す る。

絵 と説 明をかかせ る。それぞれ か く

場所 を工夫 させ る。

思い出は、毎 日の反省 と して作 って
おけばはや くできる。

絵巻物 の場合 は、巻紙 に貼 るか、直

接描 かせ て もよい。

色画用紙か色模造紙 な どに貼 らせ る。

絵巻物の場合は、ひ もをつけ とめ ら

れ るようにす る。

時 間が あれ ば飛 び 出す絵 本形式 に し

た り、装丁 を しっか りさせ た りす る。

友だ ちの良いところを見つけ合 うよ

うにさせ る。

安全指導の

ポ イ ン ト

カ ッターナイ フ等 の正 しい使 い方 を指導す る。

―-94-一



Ⅲ 人とのふれあい A 人に学ぶ

7 テ ン ト設営

ね

ら

↓ヽ

テ ン ト設営 の基本的技術 を身 につ け る。

自分 の役割 を果 た しなが ら、協 力す ることの

大切 さを学ぶ。

人  数 制 限 な し時  期 春  夏  秋

時  間 2時 間

●

,

●

●

牌   

壻轟塾寝醤縫ぬ・ 勒~笠
筆 守

日 中

活

場

動

所

キ ャンプ場
森のスポーツ
広場時 間 帯

利 用 者 が 準 備 す る も の施 設 で 借 り られ る も の

施 設 へ 注 文 学校 (個人)持参

軍手  タオル
帽子

テ ン トー式  寝袋  断熱 シー ト

活 動 内 容 留 意 事 項

1 場所 を決 め、地面 を整 え る。

2 グラウ ン ドシー トを敷 き支柱 の
位 置を決 めて、親綱 を張 る。

(南但馬 自然学校 のテ ン トは、 グ
ラウ ン ドシー トと一体型 )

3 出入 口を開め、四隅の角綱 を張
る 。

4 残 りの腰綱 を張 る。

5 裾布 を グラウ ン ドシー トの下 に
敷 き込む。

6 フライシー トを同 じ要領で張 る。

入 り日は傾斜下 、風下 にさせ る。

テ ン トの中に入 ってい る用具 と数 を

確認 させ る。
ラ ンナーが ない ときは、 自在結 びを

させ る。

二組の角綱がそれぞれ対角線上に く
るように位置を決めさせ る。

。 張 り終わ った ら、テ ン ト袋、マ レッ
ト等 を まとめ させ る。
・ 夜 間 に張 り綱 につ まず か ないよう、
白布等 を巻 かせ る。
・ 荷物 は、非常時 に対応 で き るように
まとめ させ る。
・  晴れ た 日は、テ ン トの風通 しをよ く
して乾燥 させ る。

安全指導の

ポ イ ン ト

。 ペ グを打 ち込む とき、指 を打た ないように注意 させ る。
・ 軍手 を して作業 を させ る。

判 5-―



H 人とのふれあい A 人 に学ぷ

8 テ ン ト撤収

ね

ら

ヤヽ

テ ン ト撤収の技術を身 につける。
各 自の役割 を果た しなが ら、協力す ることの

大切 さを学ぶ。

時  期 通  年 人  数 制 限 な し

時  間 2時 間

時 間 帯 日  中

活  動

場  所

キ ャンプ場
森 のスポー ツ
広場

L

韓  騨 艤

施 設 で 借 り ら れ る も の 利 用 者 が 準 備 す る も の

施 設 へ 注 文 学校 (個人)持参

軍 手

活 動 内 容 留 意   事    項

1

ア

く

2

フ

ず

撤収作業 を始め る数時間前か ら
ン トの出入 口を開け、通風をよ

す る。
テン ト内の荷物を外へ 出 し、グ
ン ドシー ト、フライシー トをは
し、よ く汚れを取 る。

3 ペ グをぬ き、水洗 いを して泥 を
落 と し乾燥 させ る。

4 テ ン ト本体 の汚れ を落 とす。

5 張 り糸岡類 は、短 く結わ え る。

6 本体 をたたむ。

7 付属 品 の数 を確 かめ て入れ る。

。 ビニル コーテ ィングされ てい ない面
は、ぬれぞ うきんで応、かせ ない。

*テ ン トのたたみかた (家形テン ト)の 1例

1と びらを閉め、
めて、地面に平

ロープをゆる
らに横たえる。

2と びらを中央へ折
べてのロープをた
い込む。

り
ぐ
込み、す
ってしま

国十□

3むねの方から中へ折り (収納
袋のサイズに合わせて三ツ折
か四ツ折かきめる)。

4ウ ォールの方を次に折る。

5,支柱とくいの入った袋を中に

巻き込んでテントを巻いていく。

ゝ

み

6収納袋 (こ ん包袋)へ納める。

安全指導の

ポ イ ン ト
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Ⅱ 人とのふれあい A 人 に学ぶ

9 施設職員 との交流会

ね

ら

ヤヽ

施設職員 とのふれ あいを深 め る。

通  年 人  数 制 限 な し時  期

時  間 1～ 2時 間

時 間 帯 日 中

活

場

動

所

敷地 内

利 用 者 が 準 備 す る も の施 設 で 借 り ら れ る も の

学校 (個人)持参施 設 へ 注 文ラジカセ マイク
フ ォー クダンステープ 等

留 意 事 項活 動 内 容

1 自己紹介 をす る。

2 ゲームをしたり歌を歌ったりす
る 。

3 お礼 の言葉 を言 う。

司会 、進行 は児童 にさせ る。

自然学校の 1日 目にオ リエ ンテーシ ョ
ンをかねて実施す るのも効果的である。

代表 また は、一人一人 にさせ る。

安全指導の

ポ イ ン ト

―-97-―



H 人とのふれあい A 人 に学ぶ

レク リエーシ ョン (フォークダンス・レクリエーションダンス)10

ね

ら

い

楽 しく踊 った り歌 った りして、児童相互 のふ

れ あいを深 め る。
フ ォー クダンスの正 しい踊 り方を身 につ ける。

時  期 通  年 人  数 制 限 な し

2時 間時  間 森 のスポー ツ
広場
芝生広場時 間 帯 日 中

活

場

動

所

利 用 者 が 準 備 す る も の施 設 で 借 り られ る も の

施 設 へ 注 文 学校 (個人)持参カセ ットデ ッキ
テープ

活 動 内 容 留 意 事 項

1     曲

雰 囲

を聞 き、 ど

気 をつかむ
マ イム 。マ

オ クラホマ
コロブチ カ

ん な踊 りで あ るか

イム

・ ミクサー

幸 せ な ら手 をたた こう
タタロチ カ
ジ ェンカ

2 少しずつ区切って練習する。

3 曲を通 して練習す る。

4 いろん な曲を練習す る。

5 楽 しくお どる。

・ ステ ップや回る方 向を しっか りと覚
えさせ る。

レク リエーシ ョンダンスは、 自分達
で踊 りを創作 した り工夫させ る。

安全指導の

ポ イ ン ト

判 許



Ⅱ 人とのふれあい A 人に学ぶ

11 自然学校新 聞づ くり

ね

ら

ヤヽ

・ 情報 の集め方や新 聞 と しての レイア ウ トの取
り方 な どの作業 を通 して、新 聞づ くりの方法 を

理解す る。
・  自然学校 の新 聞づ くりを通 して、人 との応ゝれ
あいを深め る。

通  年 人  数 制 限 な し時  期

時  間 半 日～ 1日 活

場

動

所

生活棟

工作室

1ヽ ttl鷺

ttiH t

Illi

ti l｀□
と態廷黛q亀をミ

士tt□

ヽヽヽ

tXい

盛

時 間 帯 日  中

利 用 者 が 準 備 す る も の施 設 で 借 り ら れ る も の

学校 (個人)持参施 設 へ 注 文

筆記用具
印刷機用原稿用紙
フィルム (ポ ラロイドス
ペクトラ)画用紙
模造紙 マジック

展示板  印刷機  コピ
イ ンス タ ン トカメラ

留   意    事 項活 動 内 容

1 新 聞づ くりの方法 につ いて話 を

聞 く。

2 どんな新聞を作 るか構想を練 る。

8 記事を集め、新聞づくりをする。

4 展 示 し紹 介 し合 う。

楽 しい こと、がんば ってい ることが

表れ るように工夫 させ る。

それぞれの特技が発揮できるように

役割分担を考えさせ る。

取材の仕方をよ く指導 してお く。

レイアウ トを工夫 させ る。

お互 いの特徴や 良さを見つけさせ る。

印刷 した ものは、学校や家 に送 った

り、地域 に配布 して もよい。

安全指導の

ポ イ ン ト

判 9-



B共 に 生 き る



II 人とのふれあい B 共 に生きる

1 学級パ ーテ ィー

ね

ら

ヤヽ

人

を養

手

間関係を深め、思いや りの心や協力する心

つ O

作 りのおやつ の作 り方 を学ぶ。

人  数 制 限 な し時  期 通  年

時  間 半  日 野外 キ ッチ ン

汁

時 間 帯 日 中

活  動

場  所

利 用 者 が 準 備 す る も の施 設 で 借 り ら れ る も の

学校 (個人)持参施 設 へ 注 文

軍手
ナ ップサ ック

お金

まき ガスボ ンベ

野外炊飯道具  ガス コンロ
自転 車  ヘルメ ッ ト

留   意    事 項活 動 内 容

金額 内で材料や量等 を考 え させ る。

手作 りのおやつ にさせ る。

買い物係、準備係等手分けをさせ る。

お店 で はきま りを守 って買わせ る。

み ん なで協 力 して作 らせ る。

包丁や 火の取 り扱 い方 に気 をつ け さ

せ る。

座席 な ど工夫 させ る。

ふれ あいスペースや芝生広場 を使 っ

て、 グルー プ ごとや学級全員 でゲー ム

な どを して人間関係 を深 め させ る。

生 ゴ ミの始末 をきち っとさせ る。

借 りた道具 は、数 を確認 して返 させ

る。

1 おやつ を何 にす るか を決め る。

2 買い物 に行 く。

3 おやつ作 りをする。

4 会場 を整 えて会食す る。

5 み ん なで遊 ぶ。

6 後 かたづ けをす る。

安全指導の

ポ イ ン ト

自転車 を利用す る場合 は、乗 り方 を十分指導す る。

交通安全指導 を徹底す る。

包丁や 火の取 り扱 いに注意 させ る。

―-101-一



Ⅱ 人とのふれあい B 共 に生きる
2 自然学校 フ ァイヤー

ね

ら

ヤヽ

火 を囲み 、 これか らの 自

意 を新 た にす る。 (前 半 )
仲 間違 との生活 を振 り返
らに深め させ 、今後 の学校

新た にす る。 (後 半 )

然学校 に向けての決

り、友情 と親陸 をさ

生活 に向けて決意 を

通  年 人  数 制限 な し時  期

時  間 1～ 2時 間

時 間 帯 夜

活

場

動

所

大屋根広場

フ ァイヤユ場

攀
畢

手 a
と

●

(

施 設 で 借 り ら れ る も の 利 用 者 が 準 備 す る も の

施 設 へ 注 文 学校 (個人)持参ア コーデ ィオ ン

ギター マイク
キーボー ド
なた バケツ

トーチ棒  灯油
フ ァイヤー用 の まき

ス タンツの道具

活 動 内 容 留 意 事 項

1 点火す る。

2 発表 の集 いをす る。

3 自己を見つめ る。

4 分火する。

自然学校 に向けての意欲や 自然学校
で学 んだ ことを グルー プや個人で発表

させ る。

発表 時間は 5分 程度 と し、体 を使 っ
て表現 させ る。

・  ゲー ムや歌 な ども入れ て楽 しい雰 囲
気 をつ くる。

仰 向け に寝転 び、星空 を観察 した り

動物や虫 の鳴声 、葉 の応、れ あ う音 な ど

を聞 く。

火 をだ ん だ ん 小 さ く して い く。

火を分火す る。

分火の時は、火を受け取る側か ら トー

チ棒を差 し出させ る。

燃えかす の処理 は、翌朝 にさせ る。

安全指導の

ポ イ ン ト

フ ァイヤーの火を必要以上 に大 き く しない。

トーチ棒 で火傷 を しない ように正 しい持 ち方 を指導す る。

―-102-―



Ⅱ 人とのふれあい B 共 に生きる

3 キ ャン ドルサー ビス

。 自然学校 での生活 を振 り返 るとともに、キ ャ
ン ドルを囲んで神秘 的 な光 の中で、ゲー ムを し

た り歌 を歌 った り して楽 しく過 ごす。

ね

ら

い

人  数 制 限 な し時  期 通  年 (冬 季 )

1～ 2時 間時  間

夜

活

場

動

所

自然観察館

時 間 帯

利 用 者 が 準 備 す る も の施 設 で 借 り られ る も の

施 設 へ 注 文 学校 (個人)持参

衣装
ス タ ンツ用具

ろうそ く
アル ミホイル

キ ャン ドル合  ア コーデ ィオ ン
キーボー ド

留 ′忌 事    項活 動 内 容

1 点火する。

2 発表 の集 いをす る。

3 分火する。

地域 に伝わ る民話等 を劇化 して、発

表 させ る。

・ 新 しく発見 した ことを、体を使 って
発表 させ る。

各 グルー プの発表 は、 5分 程 度 に さ
せ る。

ゲー ムや歌 な ども入れ て楽 しい雰 囲

気 をつ くる。

静か な歌 を歌わせ る。

分火用 のろうそ くの配 り方 を しっか

りと打 ち合わせ をす る。

。 分火の時は、火を受け取 る側か らろ
うそ くを差 し出させ る。

ろうそ くの回収や退場 の方法 など決
めてお く。

安全指導の

ポ イ ン ト

ろうそ くで火傷 を しない よう正 しい持 ち方 を指導す る。
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II 人とのふれあい B 共 に生きる
4 清掃活動

ね

ら

い

みん なで力を合 わせ て清掃 し、勤労 の喜 びや

感 謝す る心 を養 う。

時  期 通  年 人  数 制限 な し

時  間 1時 間

時 間 帯 日 中

活

場

動

所

生活棟

施 設 で 借 り られ る も の 利 用 者 が 準 備 す る も の

施 設 へ 注 文 学校 (個人)持参清掃道具

雑 巾

活 動 内 容 留 意 事 項

1 清掃 の方法や分担 につ いて話 し
合 う。

2 清掃 をす る。

3 清掃用具 の後かたづけや点検 を
す る。

清掃場所 につ いては、施設職員 と相

談す る。

すみずみまできれいにさせる。

来た ときよ りも美 しくを 目標 に、清

掃 に取 り組 ませ る。

ゴミは、燃えるゴミと燃えない ゴミ
に仕分けさせ る。

掃 除終 了後 、施 設職員 に連絡す る。

安全指導の

ポ イ ン ト
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H 人とのふれあい B 共 に生きる

5 ス タ ンツ練習

ね

ら

い

自

残 る

す る

然学校 フ ァ

ものにさせ
イヤーを感動的で よ り思 い出に

るため に、創意工 夫 を して表現

通  年 人  数 制 限 な し時  期

時  間 2時 間 活

場

動

所

生活棟

時 間 帯 日 中

利 用 者 が 準 備 す る も の施 設 で 借 り ら れ る も の

学校 (個人)持参施 設 へ 注 文

ス タ ンツの道具

カセ ットデ ッキ

留 意 事 項活 動 内 容

自然学校 の中でので き ごとを素材 に

させ る。

・  身 の回 りにあ る材料 を使 った扮装 を
考 え させ る。

発表時間は、 1グ ループ 5分 程度 に
させ る。

動作 を大 き く、声が よ く通 るように

表現 させ る。

1 テーマや素材 、表現方法 につ い

て話 し合 う。

2 ス タ ンツを作 る。

安全指導の

ポ イ ン ト
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H 人とのふれあい B 共 に生きる

6 洗濯実習

ね

ら

ヤヽ

洗濯 の基本的 な技術 を身 につけ る。

制 限 な し時  期 通  年 人  数

時  間 1時 間

日  中

活

場

動

所

風 呂場

生活棟

〕餞こ
♂  ｀

時 間 帯

施 設 で 借 り ら れ る も の 利 用 者 が 準 備 す る も の

学校 (個人)持参施 設 へ 注 文た らい 洗櫂板  ロー プ 洗濯機
乾燥機

洗 剤 洗濯 ば さみ

活 動 内 容 留 意 事 項

洗濯機 を使 うか洗櫂板 を使 うかは、

学校で選択す る。

洗 うものは児童 の気持 ちを配慮 し、

決め させ る。

洗濯機や乾燥機の使い方を指導す る。

1 洗櫂の仕方について説明を聞 く。

2 簡単 に洗濯 で きるものを準備す
る

・ 靴下  ・ ハ ンカチ
。体操服  。シャツ 等

3 洗濯する。

4 千す。

5 後 かたづ けをす る。

安全指導の

ポ イ ン ト
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H 人とのふれあい B 共 に生きる

7 入校式・ 退校式

ね

ら

い

自然学校 に対す る決意を新たに した り、自分

の 目標を再確認 した りして、より充実 した 自然

学校 とす るための心構えを持つ。

お世話になった方 々に対す る感謝の気持 ちや

自然学校 の思い出を心 に留め る。

制 限 な し通  年 人  数時  期

時  間 30ぢひ

入 槌 式

熱
富
t

活

場

動

所

大屋根広場

芝生広場
時 間 帯 入退校時

利 用 者 が 準 備 す る も の施 設 で 借 り ら れ る も の

学校 (個人)持参施 設 へ 注 文

校 旗

カセ ットデ ッキ マイク

留 意 事 項活 動 内 容

児童 の手で司会進行 で きるようにさ

せ る。

校歌 (入 校 式 の歌 )を 歌 い なが ら掲
揚 させ る。

内容 については、各学校で工夫す る。

入校式
1 開 会
2 校旗掲揚
3 校長先生 のお話
4 南但馬 自然学校長 のお話
5 児童代表 の言葉
6 施設 の使 い方 につ いて
7 連  絡
8 閉 会

退校式
1 開 会
2 校長 先生 のお話
3 南但馬 自然学校長 のお話
4 児童代表 の言葉
5 校旗 降納
6 連  絡
7 閉 会

安全指導の

ポ イ ン ト
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II 人とのふれあい B 共 に生きる
8 歌 の練習

ね

ら

Vヽ

簡単 な合唱や輪唱ができるようにす る。
歌 うことの楽 しさを味わ う。

時  期 通  年 人  数 制 限 な し

時  間 2時 間

時 間 帯 フ リー

活

場

動

所

生活棟

騰 ノヽ

1移
伊

＼
拳

ガ
ミヽ

施 設 で 借 り られ る も の 利 用 者 が 準 備 す る も の

施 設 へ 注 文 学校 (個人)持参カセ ットデ ッキ アコーディオン
ギター キーボー ド

活 動 内 容 留 意 事 項

1 歌 を決 め る。

2 楽 しく歌 う。

目的 に応 じた歌 を選 出させ る。

全員 で歌 った り、 グルー プに別れ て

歌 わせ る。

安全指導の

ポ イ ン ト
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H 人とのふれあい B 共 に生きる

9 お年寄 りへ の便 り

ね

ら

い

手紙 を書 くことによ り、思いや りの気持 ちや

お年寄 りへ の感謝 の気持 ちを養 う。

手紙 の書 き方 を身 につ け る。

制 限 な し時  期 通  年 人  数

時  間 1時 間 活

場

動

所

生活棟

′   ♂

0   ●

カ

ヽ

t

/

時 間 帯 フ リー

利 用 者 が 準 備 す る も の施 設 で 借 り られ る も の

施 設 へ 注 文 学校 (個人)持参

筆記用具

切手  はが き
便箋  封筒

郵便番号簿
地域 のお年寄 りの名簿

自転車  ヘル メ ッ ト 救急バ ッグ

留 ′忌 事    項活 動 内 容

1 便 りを出す相手 を確認す る。

2 手紙 の書 き方 を学 習す る。

3 手紙 を書 く。

4 手紙を投函する。

事前 に身の回 りの人か地域のお年寄

りかを決めておき、住所録等の準備を

してお く。

(施設職員と事前に打ち合わせをする。)

手紙の正 しい書 き方を指導す る。

感謝や思 いや りの気持 ちをも って書

かせ る。

自然学校 の様 子 を中心 に書かせ る。

施設のポス トを利用する。

地元のお年寄 りに出す場合 は、活動

の趣 旨を十分理解 していただ く。

安全指導の

ポ イ ン ト
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Ⅱ 人 とのふれあい B 共 に生きる
10 みん な友だ ち (障害児との交流)

ね

ら

い

人間関係 を深め、福祉 の心 を育 て る。

人  数 制 限 な し時  期 通  年

時  間 2時 間～ 1日

時 間 帯 日 中

活  動

場  所

学校訪 問

生活棟

施 設 で 借 り ら れ る も の 利 用 者 が 準 備 す る も の

学校 (個人)持参施 設 へ 注 文

活 動 内 容 留 意 事 項

1 対面式をする。

2 グループごとに話をする。

3 -緒 にゲームをしたり、歌を歌 っ
た りす る。

4 感想 を発表す る。

事前 に交流 の 日時、場所 、内容 を打
ち合わせ る。

事前 に福祉 につ いての理解 を深 め さ

せ る。

みんなができるゲームをとり上げる。

安全指導の

ポ イ ン ト
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H 人とのふれあい B 共 に生きる

11 グルー プ 自主活動

ね

ら

ヤヽ

協 力、協働 の心や態度 を養 う。

自主性や創意工夫す る態度 を養 う。

通  年 人  数 制 限 な し時  期

時  間 2時 間～半 日 敷地 内

意

?

朧勤時 間 帯 日 中

活

場

動

所

利 用 者 が 準 備 す る も の施 設 で 借 り られ る も の

学校 (個人)持参施 設 へ 注 文

筆記用具
活動 内容記入用紙

敷地 内地 図

留 意 事 項活 動 内 容

指導者は、各 グループの活動 内容や

場所を把握す る。

活動 内容について、それぞれ注意事

項 を徹底 させ る。

リー ダーシ ップとともに、メ ンバー

ズシ ップを養わせ る。

1 グルー プごとに活動 内容 を決 め
計画 を立 て る。

2 計画にしたがって活動を開始す
る 。

3 感想 を まとめ話 し合 う。

安全指導の

ポ イ ン ト

安全についての指導を徹底
活動 内容や場所 の把握をす
計画に従 って行動 させ る。
草む らなどに入 る場合は長

す る。
る。

袖、長 ズボ ン、帽子を着用 させ る。
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Ⅲ 地域とのふれあい活動

A地 域 に 学 ぶ



Ⅲ 地域 とのふれあい A 地域 に学ぶ

1 農業体験

ね

ら

い

農業体験 を通 して、みん なと力 を合わせ て働

く喜 びや勤労 の尊 さを学ぶ。

通  年 人  数 制 限 な し時  期

時  間 半  日 体験農園 醒 醒

0

彰

時 間 帯 日  中

活  動

場 所

利 用 者 が 準 備 す る も の施 設 で 借 り られ る も の

学校 (個人)持参施 設 へ 注 文

たね い も 枝豆 の種
大根 の種

軍手  帽子
タオル

農作業道具  長靴

留 意 事 項活 動 内 容

1 畑 を耕す。 くわ の正 しい使 い方 、 うね の作 り方

の指導 をす る。

る

くわ を高 く振 り回さないようにさせ

2 じゃが い もの植 え方 の説 明を聞 大 きなたねいもは、 2～ 3に 切 って
植えさせ る。く。

3 じゃがいもを植える。
芽の出る

10 Cmの 深 さのところに植えさせ る。

ところ
′ い もとい もとの間隔 を40～ 50 cmあ け

させ る。ここで切る。

(2～ 3ョ に切る)

使 った道具 は、 きれ いに洗 って返 さ

せ る。

60～ 76じ
m

下の図のように、間をあけて植える。

・ 花だんの上をたがや し、

下に肥料を入れてお く。

1

どJ_と _

′

ら

,

′

安全指導の

ポ イ ン ト

鎌、 くわ、包丁等 の使い方 に注意 させ る。
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Ⅲ 地域 とのふれあい A 地域 に学ぶ
2 但馬 の言葉 (方言学習)

ね

ら

い

方 言 と共通語 を比べ て、言語へ の興味関心 を

高め る。

言語 の由来 を考 え、地域 の生活へ の理解 を深

め る。

時  期 通  年 人  数 制 限 な し

時  間 2時 間～半 日

日 中

活

場

動

所

地域の民家
生活棟
自然観察館

Υ8
韓

時 間 帯

施 設 で 借 り られ る も の 利 用 者 が 準 備 す る も の

学校 (個人)持参施 設 へ 注 文テープレコーダー カセ ットテープ
但馬の方言に関する資料
訪問する家の地図 筆記用具  ノー ト

活 動 内 容 留 意 事 項

(民 家訪 間の場合 )
1 民家 を訪ね て、地域 の人 々と懇
談す る。

2 話 を してい る中で、わか らない
言葉 をメモす る。

3 メモ した こと以外の方言につい
て教 えても らう。

4 方 言 を使 い なが ら話 をす る。

民家 を訪 間す るためのマナー につ い

て事前 に指導す る。

懇談す る内容 につ いてあ らか じめ考

え させ てお く。

(施設職員 と事前に打ち合わせをす る。)

メモ した ことを質 問 し、共通話 に直

させ る。

自分
させ る
の住んでいる所 の言葉 とも比較

今 、教 えて も らった方 言を使 い なが

ら、簡単 な話 を させ る。

お礼 をきちん と言 って帰 らせ る。

安全指導の

ポ イ ン ト

交通安全 に気 をつ け させ る。
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Ⅲ 地域 とのふれあい A 地域 に学ぶ

地域 の昔 の話8

ね

ら

ヤヽ

地域 の人 々との応、れ あいを深 め るとともに、

昔 の生活 と現在 の生活 を比べ、 自分 の生活 を振

り返 る。

制 限 な し時  期 通  年 人  数

時  間 1～ 2時 間 活

場

動

所

自然観察館

¢

時 間 帯 フ リー

利 用 者 が 準 備 す る も の施 設 で 借 り ら れ る も の

施 設 へ 注 文 学校 (個人)持参

筆記用具  ノー ト

マイク ホワイ トボー ド

留 意 事 項活 動 内 容

児童 に司会進行 させ る。

現在 の学校 と比べ なが ら話 を聞かせ

る 。

生活 の違 いが 出て来た理 由な ど考 え

させ る。

・ 話だけでなく、遊びを教えてもらっ
たりする方がよい。

児童代表 にさせ る。

1 講師の紹介 を聞 く。

2 昔 の学校 の様子 を聞 く。

3 昔 の生活 の様子 を聞 く。

4 昔 の遊 びの様 子 を聞 く。

5 お礼 を言 う。

安全指導の

ポ イ ン ト
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皿 地域 とのふれあい A 地域 に学ぷ
4 但馬の民話

ね

ら

い

地域 の文化や歴史へ の理解 を深 め る。

民話 を通 して、伝承文学へ の興味関心 を高め

る。

人  数 制 限 な し時  期 通  年

時  間 1～ 2時 間

時 間 帯 フ リー

活  動

場  所

自然観 察館

r芍 n

V

施 設 で 借 り られ る も の 利 用 者 が 準 備 す る も の

施 設 へ 注 文 学校 (個人)持参

筆 記用具  ノー ト

マイク ホワイ トボー ド

活 動 内 容 留 意 事 項

話 の聞 き方 を指導す る。

学校 に帰 ってか らの発展学習 とす る
こともできる。

1 講師の紹介を聞 く。

2 民話 を聞 く。

3 方言などわか りに くい言葉 につ
いて質問をす る。

4 感想 を話 し合 う。

5 但馬地方 の方 言 を使 って、民話
を創作す る。

安全指導の

ポ イ ン ト
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Ⅲ 地域 とのふれあい A 地域 に学ぶ

古墳 オ リエ ンテー リング5

ね

ら

い

古墳 か ら昔 の人 々の生活 を探 り、歴 史へ の興

味関心 を高め る。

地 図 と磁石 をた よ りに古墳 を探す ことによ り

判断力 を養 うとともに、友だ ちと協 力す ること

の大切 さを知 る。

制 限 な し時  期 通  年 人  数

時  間 半 日～ 1日

さr

■″′

活

場

動

所

施設周辺

時 間 帯 日 中

利 用 者 が 準 備 す る も の施 設 で 借 り られ る も の

施 設 へ 注 文 学校 (個人)持参

筆記用具

帽子  タオル

地 図  コンパ ス
トラ ンシーバー

救急バ ッグ

地 図入れ

無線機

留 意 事 項活 動 内 容

1 地 図の見方や コンパ スの使 い方
を学習す る。

2 ルールの説 明を聞 く。

3 コースを決 め る。

4 オリエンテーリングに出発する。

5 成績発表 を聞 く。

地 図の見方 、 コンパ スの使 い方 を徹

底 して指導す る。

・ 個人の所有地内を通 ったりするとき
の注意をする。

何 通 りか の コースを作 ってお く。

グルー プ ごとに出発 させ る。

ポ イ ン トで指導す る。

安全指導の

ポ イ ン ト

交通安全 に気をつけさせ る。
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Ⅲ 地域 とのふれあい A 地域 に学ぷ

6 民家 を訪ね て

ね

ら

い

地域 の人 々との応、れ あいを深 め る。

農家 の生活 と都会 の生活 を比べ させ 、地域 に

よる生活文化 の違 いに気づ く。

時  期 通  年 人  数 制 限 な し

時  間 半  日

時 間 帯 日  中

活  動

場  所

地域 の民家

施 設 で 借 り られ る も の 利 用 者 が 準 備 す る も の

施 設 へ 注 文 学校 (個人)持参

筆記用具  ノー ト
カセ ッ トテープ

自転車  ヘルメ ッ ト
テープ レコー ダー 民家の地図
救急バ ッグ

活 動 内 容 留 意 事 項

1 民家でどのような話を聞くか相
談すると

2 民家 を訪 問 して話 を聞 く。

3 各 グルー プごとに感想 を まとめ
発表す る。

・ 何 のため に民家 を訪 間す るのか課題
を明確 にさせ る。

(施 設職員 と事前 に打 ち合わせ をす る。)

家 を訪 問す るときのマナーや話 の聞

き方 な どにつ いて指導す る。

帰 るとき、お礼 を丁寧 に言 って帰 ら

せ る。

自分た ちの生活 と比べ て違 ってい る

ところ な どを まとめ させ る。

印象 に残 った ことや地域 の人 々と応、

れ あ った感想 な どを まとめ させ る。

安全指導の

ポ イ ン ト

交通安全 に気 をつ け させ る。
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Ⅲ 地域 とのふれあい A 地域 に学ぶ

7 史跡 め ぐリサイク リング

ね

ら

い

地域 の文化や歴史へ の理解 を深 め る。

体 力の向上 を図 るとともに、た くま しい精神

力を養 う。

通  年 人  数 制 限 な し時  期

時  間 半 日～ 1日

時 間 帯 日 中

活

場

動

所

山東町
朝来町
和 田山町

施 設 で 借 り られ る も の 利 用 者 が 準 備 す る も の

施 設 へ 注 文 学校 (個人)持参

水筒  帽子  敷物
筆記用具  ノー ト

自転 車  ヘルメ ッ ト 地 図
トラ ンシーバー  無線機
救急バ ッグ 弁 当

活 動 内 容 留 ′g、 事    項

1 コースを決 め る。

2 コースに したが ってサイク リン
グをす る。

3 感想 な どを まとめ る。

(例 )学 校→ 青年 の山→ 県北農業技
術セ ンター→竹 田城跡→ 多 々良木 ダム

周辺→学校

健康観察をす る。

交通安全 に気をつけさせ る。

脚力の弱い児童を先頭 に してサイク

リングさせ る。

文化財を見学 し、その保護 に対 して

関心を持たせ る。

グループごとに出発す る場合は、必

ず指導者がつ く。

安全指導の

ポ イ ン ト

交通安全 に気 をつ け させ る。

施 設 に帰 った後 、 ゆ っくり休 ませ る。

特 に危 険 な下 り坂で のス ピー ドの出 しす ぎにつ いて指導す る。
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Ⅲ 地域 とのふれあい A 地域 に学ぶ

8 竹 田城跡早朝ハ イキ ング

ね

ら

ヤヽ

自然 の美 しさにふれ る。

歴 史へ の興味関心 を高め る。

体 力づ くりとや りとげ る心 を育 て る。

時  期 通  年 人  数 制 限 な し

時  間 半  日

時 間 帯 早  朝

活  動

場  所

竹 田城跡
鯰

施 設 で 借 り ら れ る も の 利 用 者 が 準 備 す る も の

施 設 へ 注 文 学校 (個人)持参

水筒  敷物
ナ ップサ ック

トラ ンシーバ ー 無線機
救急バ ッグ

弁 当

活 動 内 容 留 意 事 項

1 施設 を出発す る。

2 竹田城跡で雲海や 日の出を見る。

3 朝食 を食 べ る。

4 施設 に帰 る。

健康観察をす る。

交通安全 に注意 させ る。

文化財の保護について話をす る。

自然 の美 しさに十 分ふれ させ る。

竹 田城 につ いて話 を聞かせ る。

9月 や 10月 には雲海 が見 られ る。

ゴミはすべて持ち帰 らせる。

交通安 全 に注意 させ る。

安全指導の

ポ イ ン ト

健康観察を十分にす る。
交通安全 に気をつけさせ る。
帰 った後は、十分休養 させ る。
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Ⅲ 地域 とのふれあい A 地域 に学ぷ

竹 田城跡探偵 団9

ね

ら

ヤヽ

歴史へ の興 味関心 を高め る。

調査活動 を通 して探求心 を養 う。

制 限 な し時  期 通  年 人  数

半 日～ 1日時  間 活

場

動

所

竹 田城跡

竹 田地 区
時 間 帯 日  中

利 用 者 が 準 備 す る も の施 設 で 借 り ら れ る も の

施 設 へ 注 文 学校 (個人)持参

絵 の具
水筒
ナ ップ
模造 紙
マ ジ ッ

筆 記用具

サ ッ ク

画 用 紙
ク

弁 当 (1日 の場合 )

竹 田城跡地図 竹 田散策図
バインダー テープ レコー ダー
トランシーバー 無線機
探偵課題表 救急バ ッグ

留 ′日、 事    項活 動 内 容

1 グルー プごとに探偵課題や コー
スを決 め る。
・ 竹 田城 を作 った人、年代
・ 城 の造 り、城 の役割
・ 竹 田城 と関連 の深 いお寺
・ 竹 田地域 の家 の造 り 等

2 調査す る。

3 調査 した ことを まとめ る。

4 発表会 をす る。

課題 を決 め ることが難 しい ときは、

課題 を教 師が示す。

文化財保護 に留意 させ る。

地 区の人 に話 を聞いた り、説 明板 を

見た り しなが ら調べ させ る。

交通安全 に注意 させ る。

施設 に帰 ってか らまとめ させ る。

ポ イ ン トを しば って発表 させ る。

安全指導の

ポ イ ン ト

交通安全 に気 をつ け させ る。

登 山道 の歩 き方 を指導す る。

石垣 か ら落 ちないよ う十分指導す る。
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III 地域 とのふれあい A 地域 に学ぶ
10 竹 田城跡 ナイ トハ イク

, e

●

ね

ら

ヤヽ

・ 歴史へ の興味関心 を高め る。
・ 夜 の魅 力的 な 自然 を楽 しむ。
・ 友 だ ちの大切 さに気づ き、連帯感 を養 う。

制 限 な し時  期 通  年 人  数

時  間 4時 間

夜

活

場

動

所

竹 田城跡

時 間 帯

施 設 で 借 り られ る も の 利 用 者 が 準 備 す る も の

施 設 へ 注 文 学校 (個人)持参トラ ンシーバー 無線機
星座盤  救 急バ ッグ

懐 中電燈

活 動 内 容 留 意 事 項

1 コースを確認す る。

2 城跡 までのナイ トハイクに出発
す る。

3 城跡で星空 を楽 しむ。

4 下山する。

健康観 察 をす る。

コースマ ップを配 り、注意事項 を徹

底す る。

グルー プで行動 させ る。

ウ ォー クラ リーの ように課題 を も っ

て実施 させ る。

歌 を歌 った り、 自然学校 の ことを話

し合 った りさせ る。

竹 田城があ った ころのことを想像 さ
せ るのもお も しろい。

交通安全 に気 をつ け させ る。

安全指導の

ポ イ ン ト

危 険箇所 、迷 いやす い場所 のチ ェ ックと立 ち番 をす る。
交通安 全 に気 をつ け させ る。
石垣 が高いので、お、ざけた り しないよ うに指導す る。
翌 日はゆ っくり休養 を と らせ る。
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Ⅲ 地域 とのふれあい A 地域 に学ぷ

11 農 業 学 習 (県 立北部農業技術 セ ンター )

a

ね

ら

い

農業 の研究 にたず さわ る人 々の苦労や喜びを

知 り、農業への理解を深める。

春  夏  秋 人  数 制 限 な し時  期

時  間 1     日 活

場

動

所

県立北部農業

技術 セ ンター
時 間 帯 日 中

利 用 者 が 準 備 す る も の施 設 で 借 り ら れ る も の

学校 (個人)持参施 設 へ 注 文

水筒  タオル
帽子  筆記用具
ノー ト
ナ ップサ ック

弁 当

自転 車  ヘル メ ッ ト ハ ン ドマ イク
トラ ンシーバー 無線機
救急バ ッグ

留 ′目、 事    項活 動 内 容

1 県立北部農業技術 セ ンターヘ 出
発す る。

片道 、約 6.5 km

2 県立北部農業技術セ ンター内で

見学 した り体験 した りす る。

3 質問 したり、感想を発表 したり
す る。

4 施設 に帰 る。

健康観察をす る。

交通安全 に注意 させ る。

・ 体験 の内容 につ いては、施設 とよ く
相談す る。

質問事項をまとめさせてお くとよい。

まとめは施設 に帰 ってか らさせ る。

お礼 をきちん と言 って帰 らせ る。

交通安全 に注意 させ る。

安全指導の

ポ イ ン ト

交通安全 に注意 させ る。

帰 った後、休養 を十分 とらせ る。
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Ⅲ 地域 とのふれあい A 地域 に学ぶ
12 牛 の見学

ね

ら

ヤヽ

地域 の人 々とのふれ あいを通 して、地域 の生

活へ の理解 を深め る。

動物愛護 の心 を育 て る。

通  年 人  数 制 限 な し時  期

時  間 2時 間～半 日

時 間 帯 日  中

活

場

動

所

施設周辺
県立北部農業
技術セ ンター

施 設 で 借 り られ る も の 利 用 者 が 準 備 す る も の

施 設 へ 注 文 学校 (個人)持参

帽子  タオル
ノー ト 筆記用具
水筒
ナ ップサ ック

自転車  ヘル メ ッ ト 救急バ ッグ

留 意 事 項活 動 内 容

1 牛を飼 っている農家を訪問す る。

2 牛 を飼 う苦労や喜 び な どにつ い
て話 を聞 く。

3 牛の世話をす る。

4 質問 した り、感想 を発表 した り
す る。

5 施設 に帰 る。

自転車で移動 の場合 は、交通安全 に

注意 させ る。

(施設職員 と事前に打ち合わせをす る。)

話 の聞 き方 につ いて よ く指導す る。

牛 の角や足 の動 きに注意 させ る。

牛をび っくりさせた り、か らか った
りしないように注意 させ る。

見学 して学 んだ ことを ノー トにまと

め させ る。 (ま とめは施 設 に帰 ってか

らで もよい。 )

お礼 を きちん と言 って帰 らせ る。

安全指導の

ポ イ ン ト

牛 をか らか った りしないよう指導す る。
自転車を使 う場合 は、交通安全指導 を徹底す る。
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Ⅲ 地域 とのふれあい A 地域 に学ぷ

名人入門13

ね

ら

い

。 名人の苦労話を聞いた り、体験 した りす るこ
とによって、自己の生き方を考える機会とす る。
。 地域の人 々との応、れあいを深め る。

制 限 な し時  期 通  年 人  数

時  間 半 日～ 1日

＼

＼7

活

場

動

所

自然観察館

民家
時 間 帯 日 中

利 用 者 が 準 備 す る も の施 設 で 借 り られ る も の

施 設 へ 注 文 学校 (個人)持参

水筒  帽子
筆 記用具
ナ ップサ ック

軍手

弁 当

民家 の地 図
イ ンス タ ン トカメラ

留 ザロ、 事 項活 動 内 容

1 どこに どのような名人が い るか
説 明を聞 く。

2 どの名人に入門するか決める。

3 名人 に会 いに行 って、話 を聞 い
た り、体験 した りす る。

4 報告会 をす る。

地 図を配布 し、説 明をす る。

(施 設職員 と事前に打ち合わせをす る。)

子 どもた ちの興味や関心 を大切 に し

なが ら、 グルー プの人数 を調整す る。

名人の苦労や工夫 について予想 させ、

質 問 した い ことを まとめ させ る。

行 き帰 りの安全確保 と活動に対す る

助言のため、 グループごとに必ず指導

者を配置す る。

帰 ってか らの報告会 のため、 メモを

取 るな ど工夫 させ る。

感動 した こと、気づ いた ことを報告

させ る。

お礼 の手紙 を書 かせ る。

安全指導の

ポ イ ン ト

交通安全指導 を徹底す る。

体験 内容 によ り危 険 なことに対 して十 分指導す る。
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Ⅲ 地域 とのふれあい A 地域 に学ぶ

ふ るさと料理14

ね

ら

ヤヽ

地域の食文化を知 る。
地域の人 々とのふれあいを深める。

時  期 通  年 人  数 制 限 な し
J

時  間 半  日

時 間 帯 日  中

活  動

場  所

野外 キ ッチ ン

利 用 者 が 準 備 す る も の施 設 で 借 り られ る も の

施 設 へ 注 文 学校 (個人)持参野外炊飯道具  ガス コンロ

食事材料
ガスボ ンベ

まき

活 動 内 容 留 意 事 項

1 地域の伝統料理 にまつわ る話を
聞 く。

2 料理 を作 る。

3 食べ る。

どう してその料理が、地域で作 られ
るようになったかを しっか り聞かせ る。

山菜 を使 った料理の場合は、山菜 を

採取 させ る。

山菜 が採取 で き ない時期 は、購入す
る。

包丁 の使 い方 、火傷 な どに注意 させ

る。

地域 の伝統料理 を味わわせ る。

料理 と伝統文化 の関係 について考 え
させ る。

安全指導の

ポ イ ン ト

包丁の使 い方や火傷等 に注意 させ る。
山菜を採 りに行 く場合は、ハチやマムシなどに注意 させ る。
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III 地域 とのふれあい B 地域 に親 しむ

1 ゲー トボール交流

ね

ら

い

お年寄 りと一緒 に楽 しくゲー ムす ることで高

齢者 の人柄 にも、れ 、思 いや りの心や温 か く接す

る態度 を育 て る。

人  数 60名時  期 通  年

時  間 半  日

日 中

活

場

動

所

森 のスポー ツ
広場
大屋根広場時 間 帯

利 用 者 が 準 備 す る も の施 設 で 借 り られ る も の

学校 (個人)持参施 設 へ 注 文

帽子  タオル

ゲー トボール用具
ライ ンカー 巻 き尺

留 意    事    項活 動 内 容

1 児童代表 あいさつ。

2 ゲー トボールのルール説 明を受
け る。

3 グルー プを決 め る。

4 練習 をす る。

5 ゲー トボール大会 をす る。

6 成績 を発表す る。

7 茶話会す る。

実技を しなが ら説明 した方がわか り

やす い。

児童単独 チー ム お年寄 り単独 チー
ム、混合 チー ムな どい ろい ろ工夫 させ

る。

お年寄 りか ら指導 を受 け る。

す ば らしいプ レーには拍手をお くら

せ る。

指導を受けた りしなが ら、応、れあわ

せ る。

ゲー トボールの ことな どにつ いて質

問 した り して楽 しく過 ごさせ る。

安全指導の

ポ イ ン ト

ステ ィ ックを振 り回す な ど、危 険 の ないように注意 させ る。
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Ⅲ 地域 とのふれあい B 地域 に親 しむ
2 ウ ォー クラ リー

ね

ら

い

判断力を養 い、協 力の大切 さを学ぶ。
地域の生活や文化への関心を高め、人 との応、

れあいを深め る。
時 と場 に応 じて、礼儀正 しく真心をもって接

す る態度を養 う。

通  年 人  数 制 限 な し時  期

時  間 半 日～ 1日

時 間 帯 日 中

活

場

動

所

施設周辺

自然観 察路

施 設 で 借 り ら れ る も の 利 用 者 が 準 備 す る も の

施 設 へ 注 文 学校 (個人)持参ウ ォー クラ リー用地 図  地 図入れ
トラ ンシーバ ー 無線機
救急バ ッグ 中目子  タオル

水筒

活 動 内 容 留 意 事 項

1 ウ ォー クラ リーの方法 につ いて

の説 明を聞 く。

2 コースを歩 く。

健康観察をす る。

グルー プでそ ろ って行動す るように

させ る。

事前に下見を して、危険 な箇所が な
いかチ ェックす る。

何 を学 ばせ るかね らいをは っき りさ

せ 、子 どもた ちが興味 を も って取 り組

め るもの にす る。

課題解決 をさせ る。

分岐点 には標識 な どの 目印を設置す
る。

ポ イ ン トで指導 をす る。

交通安全 に気 をつ け させ る。

安全指導の

ポ イ ン ト

・ 交通安全 に注意
・ 危険箇所 のチ ェ
。 健康観察をす る

す る。
ックを し、指導をする。
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Ⅲ 地域とのふれあい B 地域 に親 しむ

3 昔 の遊 び

ね

ら

い

地域の人に昔の遊びを教えても らうことによ

り、地域の人 々とお、れあいを深め る。

昔の遊びの楽 しさを知 ることにより、 自分た

ちの遊びを見直す。

誰に対 しても思いや りの心をもって接 した り、

行動 した りす る態度を養 う。

通  年 人  数 制 限 な し時  期

時  間 半  日

時 間 帯 日 中

活

場

動

所

生活棟
大屋根広場
芝生広場

利 用 者 が 準 備 す る も の施 設 で 借 り られ る も の

学校 (個人)持参施 設 へ 注 文竹 馬  けん玉  ビー玉  お手玉  等

留 意    事    項活 動 内 容

1 遊 び方 につ いて話 を聞 く。

2 グルー プ編成 をす る。

3 遊 びの準備 をす る。

4  遊 ぶ 。

5 他 の遊 びをす る。

遊 び方 、ルール な どにつ いて説 明を

聞 く。

遊びに適 したグループの人数にす る。

場所 を考 えて道具 の準備 を させ る。

グルー プごとに遊 ばせ る。

時間を決めてローテーシ ョンさせ る。

安全指導の

ポ イ ン ト

竹 馬 に乗 る場合 、ふ ざけ ない ようにさせ る。
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Ⅲ 地域 とのふれあい B 地域 に親 しむ

地元 の学校 との交流4

ね

ら

ヤヽ

集 団へ の所属感 、連帯感 を深 め、望 ま しい人

間関係 を養 う。
地元 の小学校や保育所 の児童 、園児 との交流

を通 して、友情 を深 め る。

時  期 通  年 人  数 制 限 な し

時  間 2時 間～半 日 地元小学校
録育所
敷地 内時 間 帯 日 中

活  動

場 所

利 用 者 が 準 備 す る も の施 設 で 借 り られ る も の

施 設 へ 注 文 学校 (個人)持参ドッジボール  バ レーボール
長縄 など

交流 に必要 なもの

活 動 内 容 留 意 事 項

1 対面式をする。

2 交流活動 につ いて説 明す る。

3 交流する。

4 お別れの式をする。

あ らか じめ児童代表 によ る打 ち合わせ

の機会 を もつ とよい。

学校紹介等 を させ る。

遊びの説明を した り、グループ分け
を した りす る。

学校 ごとの グルー プや混合 グルー プ

な どいろい ろ工 夫 させ る。

楽 しくら、れ あいを させ る。

感想 な どを発表 させ る。

安全指導の

ポ イ ン ト

学校や保育所を訪問する場合は、交通安全指導を徹底する。
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Ⅲ 地域 とのふれあい B 地域 に親 しむ

交流映画会5

ね

ら

ヤヽ

優れ た映画 を鑑賞す ることによ り、感動す る

心 を養 う。

係 の仕事 な ど、 自分の役割 を責任 を も って果

たす態度 を養 う。
地域 の人 々とのふれ あいを深め る。

人  数 制 限 な し時  期 通  年

2時 間時  間

纂

活

場

動

所

自然観察館

時 間 帯 フ リー

利 用 者 が 準 備 す る も の施 設 で 借 り られ る も の

施 設 へ 注 文 学校 (個人)持参

映 画 フ ィル ム

映写機  ス ク リー ン 映画 フ ィル ム

活 動 内 容 留 意    事    項

1 会場作 りをす る。

2 招待者 との交流会 を もつ。

3 映画を鑑賞す る。

4 感想 を話 し合 う。

5 お礼 の言葉 を言 う。

6 後かたづ けをす る。

それぞれの仕事を責任 をもって果た

させ る。

歓迎の言葉 、学校紹介 な どをさせ る。

映画鑑賞 のマナー を指導す る。

映画 の こと、地域 の方 々との応、れ あ

いの ことな どにつ いて発表 させ る。

児童代表 に言わせ る。

みんなで力を合わせ て、手早 くかた

づけさせ る。

安全指導の

ポ イ ン ト
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Ⅲ 地域 とのふれあい B 地域 に親 しむ
6 買 ヤヽ 物 (食事材料の買い出し)

ね

ら

ヤヽ

自分たちの力で買い物をす ることにより、金

銭感覚や 自主的、実践的 な態度を養 う。

自分の役割を責任をもって果たす態度を養 う。
地域の人 々とのふれあいを深める。

時  期 通  年 人  数 制 限 な し

3時 間時  間 スーパー な ど

時 間 帯 日 中

活  動

場 所

利 用 者 が 準 備 す る も の施 設 で 借 り ら れ る も の

施 設 へ 注 文 学校 (個人)持参

お金

買い物材料表
ナ ップサ ック

自転車  ヘル メ ッ ト
トラ ンシーバー 無線機
救急バ ッグ

活 動 内 容 留 意    事 項

1 買い物 の仕方 につ いて説 明を聞
く。

2 買い物の相談をする。

3 買い物 をす る。

暮 買 い物 の報告 をす る。

店の場所、品物等 の下調べを事前 に

す る。

事前 に商店 に連絡 を してお く。

品物 、金額 、係 分担 な どにつ いて相

談 させ る。

交通安 全 に気 をつ け させ る。

。 他 のお客 さん に迷惑 に な らないよう
に買 い物 をさせ る。

安全指導の

ポ イ ン ト

交通安全 に気 をつ け させ る。
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Ⅲ 地域 とのふれあい B 地域 に親 しむ

7 い ろい ろ カル タ

友だ ち との心 のつ なが りを深め る。

地域 の生活や文化 について興味関心 を高め る。
ね

ら

い

人  数 制 限 な し時  期 通  年

時  間 1時 間 唯 監
鐵

日 中

活

場

動

所

生活棟

時 間 帯

施 設 で 借 り られ る も の 利 用 者 が 準 備 す る も の

施 設 へ 注 文 学校 (個人)持参朝来町 カル タ

兵庫 県 カル タ (草 木、野£ )
昆虫 カル タ

留 意    事    項活 動 内 容

読む係 、得点係 な ど係 分担 を考 え さ

せ る。

る

個人戦や グルー プ対抗戦 な どをさせ

自分た ちの地域 の カル タづ くりに発

展 させ る。

1 カル タ大会 のルールの説 明を聞
く。

2 カルタ大会をする。

安全指導の

ポ イ ン ト
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Ⅲ 地域 とのふれあい C 地域 に奉仕 する

缶 トリー遠足1

ね

ら

ヤヽ

みんなと協力 して缶拾いを しなが ら、奉仕の

喜びや尊 さを体験す る。

人  数 制 限 な し時  期 通  年

時  間 半  日 活

場

動

所

施設周辺地域

iミ
_奪
｀

″ぐ
む
會ヾ

時 間 帯 日 中

利 用 者 が 準 備 す る も の施 設 で 借 り られ る も の

施 設 へ 注 文 学校 (個人)持参

軍手

帽子

タオル
ゴ ミ袋

計量器  一輪車  リヤカー
かなばさみ 町内の地 図
トランシーバー 無線機

留    意 事 項活 動 内 容

道路以外 にも目を向けさせ るが、私

有地には無断で入 らないようにさせる。

。 缶 の計量は行 ってもよいが、競争意
識 をあお らないように注意 させ る 6

交通安全 に注意 させ る。

草地 にあ るものは、か なば さみで拾

わせ る。

軍手 を着用 させ る。

アル ミ缶 とスチール缶 、 ビン類 を仕

分 け させ る。

1 活動 の意義や方法 につ いての説
明を聞 く。

2 各グループごとに、缶拾いをす
る 。

3 缶 の計量 をす る。

4 集 めた缶 の多 さを見 なが ら、感
想 を話 し合 う。

安全指導の

ポ イ ン ト

交通安全 について指導を徹底す る。

草む らに手を入れ ないように注意 させ る。

必ず軍手をつけさせ る。
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Ⅲ 地域 とのふれあい C 地域 に奉仕 する
2 草刈 り

ね

ら

い

みんなと力を合わせて施設 内や施設周辺の草
刈 りを行い、奉仕の喜びや尊 さを体験す る。

時  期 春  夏 秋 人  数 制 限 な し

時  間 2時 間

時 間 帯 日 中

活  動

場 所

敷地 内外

ヽ

移 |

施 設 で 借 り られ る も の 利 用 者 が 準 備 す る も の

施 設 へ 注 文 学校 (個人)持参鎌  熊手  一輪車
ほうき ち りとり
救急バ ッグ

リヤ カー

長靴
軍手  帽子
タオル

活 動 内 容 留 意 事 項

1 草刈 りの場所や方法 につ いて説
明を聞 く。

2 グルー プに分かれ てや り方 につ
いて相談 をす る。

3 草刈りをする。

4 後 かたづけをす る。

5 感想 を話 し合 う。

グルー プごとに場所 を設定す る。

鎌 の使 い方 の指導 をす る。

草刈 りの区分や役割 について話 し合

わせ る。

みんなで協力 して、草刈 りをさせ る。

刈 った草の処理の仕方を確認す る。

道具の点検をさせる。

安全指導の

ポ イ ン ト

鎌 の使 い方 を指導す る。

軍手、長靴 を使用 させ る。
ハ チや マ ムシな どに気 をつ け させ る。
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Ⅲ 地域 とのふれあい C 地域 に奉仕 する

福 祉 体 験 活 動 (恵 生園、真生園、平生園 )3

ね

ら

ヤヽ

誰 に対 して も思 いや りの心 をもち、共 に生 き

る社会づ くりをめ ざ した福祉 の心 を育 て る。

制 限 な し時  期 通  年 人  数

半 日～ 1日時  間 活

場

動

所

恵生園
真生園
平生 園時 間 帯 日  中

利 用 者 が 準 備 す る も の施 設 で 借 り ら れ る も の

施 設 へ 注 文 学校 (個人)持参

雑 巾弁 当 (1日 の場合 )

留 意    事    項活 動 内 容

あ らか じめ園の関係者 と十分打 ち合
わせ をす る。

福祉 について 日頃か ら耕 しを してお
くことが大切である。

事前 に話の内容 などを考えさせ てお

くとよい。

施設 内の行動は静かにさせ、遊 び半
分 にな らないようにさせ る。

グルー プに分かれ て体験 させ る。

1 施設の意義や働 いている人たち
の話を聞 く。

2 施設の人たちと話をする。

3 車椅 子 な どの体験 をす る。

4 授 産体験 をす る。
・ はが きづ くり 。あみ もの
。しょうゆ入れ切 り
。竹細工  等

5 奉仕活動 をす る。
清掃等

6 職員 に質 問を した り、感想 を話
し合 う。

安全指導の

ポ イ ン ト

施設 内であばれ ないようにさせ る。
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Ⅲ 地域 とのふれあい C 地域 に奉仕 する

4 招待交流会 (地域の人)

ね

ら

い

所属す る集 団へ の所属感 、連帯感 を深 め、望

ま しい人間関係 を養 う。

地域 の人 々を感謝 の心で招待 し、 応ゝれ あいを

深 め る。

人  数 制 限 な し時  期 春  夏  秋

時  間 1     日

時 間 帯 日  中

活  動

場  所

大屋根広場

野外 キ ッチ ン

々 式
＼

＼_“

施 設 で 借 り られ る も の 利 用 者 が 準 備 す る も の

施 設 へ 注 文 学校 (個人)持参

買 い 物 券
お 金 (買 い 物 を す
る 場 合 )
ナ ッ プ サ ッ ク (買
い 物 を す る 場 合 )
ゴ ミ 袋

野外炊飯道具

自転 車  ヘル メ ッ ト
食事材料
お皿 (紙 のお皿 )

活 動 内 容 留 ′日、 事 項

1 模擬店 を開 く相談 をす る。

2 会場づ くりな どの準備 をす る。

3 食事 を作 る。

4 店 を開いて食事 をす る。

5 後 かたづ けをす る。

グループごとに作 るもの、材料、係

分担 などを相談させ る。

手を加えたものを出す ようにさせ る。

食堂にあ らか じめ注文 し、材料 をそ
ろえることもできる。

買い物 に 自転車 を使用す る場合 は交

通安 全 に注意 させ る。

火、刃物等 の取 り扱 いには注意 させ

る

調理 は よ く加熱 させ る。

買い物券 を発行 した りす る。

強引 な客引 きを した り しない よう、

売 る側 のマナーを指導す る。

品物 を売 った り、食べ た り しなが ら

地域 の人 々との応ゝれ あいを深め させ る。

。 み ん なで協 力 して させ る。
・  道具 を きちん とそ ろえて返 させ る。

安全指導の

ポ イ ン ト

交通安全指導 を徹底す る。

火や刃物 の使 い方 に注意 させ る。

食物はよ く加熱 し、食中毒予防の指導をす る。
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III 地域 とのふれあい C 地域 に奉仕 する

5 登 山道づ くり

ね

ら

ヤヽ

み ん なで力をあわせ て登 山道づ くりをす るこ

とによ り、 自然学校 を よ り思い出深 いものにす

る。

自然や環境 に対 して興味関心 を高め る。

後輩 に残 してい く思 いや りの心 を育 て る。

制 限 な し春  夏  秋 人  数時  期

時  間 半  日

ヽ

ヽ
じ

亀
,

鬱

活

場

動

所

朝来 山

日 中時 間 帯

利 用 者 が 準 備 す る も の施 設 で 借 り ら れ る も の

学校 (個人)持参施 設 へ 注 文

軍手  タオル
帽子  水筒
長袖 シ ャツ

長 ズボ ン

ス コ ップ つ るは し コ ッパ  鎌
なた  の こ 長靴  救 急バ ッグ

留 意    事    項活 動 内 容

事前 に職員 と相談 して、作業場所や

作業 内容、作業量 などを決定す る。

道具 を持 ち運応ミ場合は注意をさせ る。

・  自然 の状況 を変 え ることは最小限度
にさせ る。

・ 道具 の使 い方 に注意 させ る。

道具 を忘れ ないようにす る。

道具の持 ち運びに気をつけさせ る。

1 登 山道づ くりの意義 を聞 く。

2 現場 まで行 く。

3 グルー プに分かれ て道 を作 る。

4 下山する。

5 感想 を話 し合 う。

安全指導の

ポ イ ン ト

道具 の使 い方 を指導す る。

長袖 、長 ズボ ン、軍手 を着用 させ 、長靴 を使用 させ る。
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南但馬自然学校からの所要時間 (パス利用)

所要時間 施   設   名 所要時間施   設   名

玄武洞 (豊岡市) 1時間15分1
兵庫県立林業試験場緑化センター

(山東町)
20う訃 13

2 和田山町立郷土歴史館 (和田山町) 20分 14 植村直己冒険館 (日高町 ) 1時間

県立北部農業技術センター

(和田山町)
10分 15 神鍋高原 (日 高町) 1時間15分3

1時間50分4 室尾森林自然公園 (和田山町) 25/刀
へ 16 竹野海岸 (竹野町)

5 多々良木ダム(朝来町) 20′刀
＼ 17 香住海岸、海中公園(香住町) 2時間

鉢伏高原 (関官町 ) 1時間15分6 神子畑選鉱跡 (朝来町) 30分 18

7 生野銀山(生野町) 35分 19
兎和野高原野外教育センター

木の殿堂 (村岡町)
1時間20分

湯村温泉(温泉町) 1時間50分8 奥米地ほたるの里 (養父町) 40分 20

9 古代体験村 (養父町) 50分 21 但馬牧場公園 (温泉町) 2時間10分

浜坂海岸 (浜坂町) 2時間10分10 剣が丘公園 (八鹿町) 40ノ刀
ペ 22

55′刀
｀

11 あけのべ鉱山跡 (大屋町) 1時間15分 23
峰山高原簡易保険総合レクセンター

(大河内町)

12 円山川公苑 (豊岡市) 1時間30分 24 加美町立杉原紙研究所 (カロ美町) 1時間10分

-1駆一
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